




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どこまでもつづく雪景色。

　ときおりあらわれる岩や木々の枝葉には、吹ふき付ける細かな雪せつ片ぺんが積もり、塊かたまりとなって覆おおい尽つくされている。

　止やむことのない吹雪ふぶきのなか、遠く細くわずかに濁にごった水音が響ひびく。

　天地もはっきりとしない真白い風景に、やがて人ひと影かげが見えた。

　艶つやめいた長い黒くろ髪かみが風に舞まいあげられ、華きや奢しやな人影は雪の上に膝ひざをつく。

　その背後に点々とつづくのは、足あし跡あとだけではなく赤い血だ。

《　待て、お前。知ち流る花か……　》

　強風にかき消されることなく響いた声には、苦く鋭するどいものがある。

　知流花と呼ばれた女は白い顔をあげると、まつげにひっかかる雪を指ではらった。

「やだ、ついてきたのね。……が、役に……から、私がこうして……」

　知流花の声は途と切ぎれがちで、風に流されて聞き取りづらい。

　着物の襟えりが乱れた知流花のそばに近づく声の主は、金こん色じきの光をまとっていた。

　まばゆい光は、大きく膨ふくれあがると別の姿をあらわす。

　いくつにも分かれた光の房ふさが、吹雪のなか暖かな光となってゆっくりと広がる。

　扇おうぎのように広がっているのは獣けものの尾おだ。

　やがて一筋ごとの毛並みがわかるほど鮮せん明めいさを増すと、不ふ穏おんな覇は気きをまとった九きゆう尾びの狐きつねが姿を見せた。

「私を、殺しなさい。いますぐ……ここで」

　澄んだ声が告げると、長く凶きよう悪あくに伸のびた爪つめが、鋭くふりあげられる。

　眼前に迫せまる凶きよう器きを前に、知流花は臆おくすることなく、それを受け入れるかのように白い喉のどをさらしつづけた。

　一面白に塗ぬり込められた大地に、赤い飛ひ沫まつが散る。

　細い体は宙に跳はねあげられ、残された真しん紅くの染しみが大きく雪を溶とかした。

　そのまま、知流花の姿が白い大地の向こうに消えると、わずかな水音だけがあたりに響いている。

　雪原に散った赤は、瞬またたく間に吹雪に隠かくされていく。

　九尾は金色の光に再び姿を変えると、後あと脚あしで雪を蹴けり、激しく雪片をまき散らしながら空へと駆かけた。
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　布団ふとんの上に体を起こした佳か乃の子こは、ふぅと小さく息をついた。

「……なんだか、変な夢をみたような……」

　夢の記き憶おくをたぐりよせようとすると、端はしからおぼろげになってしまう。

　仕方なく佳乃子は、身み支じ度たくを手早く整えて部屋を出た。

　いつも通り台所で朝食の準備が終わる頃ころ、つい気になってつぶやく。

「冬とう馬まさん……まだ起きてこないのかしら」

　ここ数日、冬馬とは一いつ緒しよに朝食を取れない日がつづいていた。

　どうやら佳乃子よりも先に家を出て、学校へ向かってしまうようなのだ。

　──理由を聞けばいいのかもしれないけど……色々あったあとだから、避さけられてるんだったら辛つらいな。

　うじうじと考えてしまい、佳乃子はぐっと顔をしかめた。

　一番確実なのは、自分がここでぐずつかずに、冬馬を直接部屋まで呼びにいくことだ。

　意を決して廊ろう下かへ出る。朝日が差しこむ廊下は年代を感じさせるが、きちんと手入れされ丁てい寧ねいに使われてきた趣おもむきがある。

　佳乃子が帝てい都とにきて、赤あか枝え家で生活を始めてからひと月が過ぎた。

　台所はもちろん、赤枝家の異母兄弟である四人の部屋の間取りについても戸と惑まどうことはない。

　母おも屋やと離はなれをつなぐ渡わたり廊下のそばまでくると、佳乃子はしゃがんで冬馬の部屋のふすまをポスンと叩たたいた。

「冬馬さん、朝食の支度ができました」

　だが佳乃子の声に返事はない。シンと静まりかえって気配のないところを見ると、すでに冬馬は部屋にいないようだ。

「冬馬なら、かなり前に出ていったよ」

　背後からかけられた声に振ふり返ると、そこに立っていたのは赤枝家の次男である夏なつ祈きだった。

　身支度をすでに終え、白いシャツにグレーのズボン。明るい色の髪かみは、やわらかに整えられている。

　軽かろやかな色の洋装が似合う夏祈は、帝都の銀座近くでカフェーを営んでいるため、身なりに隙すきがない。

「もう、出ちゃったんですか……そうでしたか」

　小さくしぼんでしまう佳乃子の声に、夏祈がとりなすように口をひらく。

「この時期、あいつの学校は試験があったはずだからな。それでいつもより早く家を出てるんだろう」

　学業のせいだと告げられたものの、佳乃子は自分が慰なぐさめられているのだと気づく。

「冬馬さん、忙いそがしい時期なんですね。女学校とは試験の時期が違ちがうみたいで、気づきませんでした。……さ、朝食にしちゃいましょうか」

　佳乃子が座ざ敷しきに戻もどろうとすると、夏祈はうんざりした顔でため息をつく。

「まったく、冬馬がいないせいで、僕が千ち春はるや艶えん秋しゆうまで起こさないとならないのか……あとで手数料とってやる」

　ぶつくさぼやいた夏祈は、それでも長男と三男の部屋をまわるため廊下を歩いていく。

　商売人の夏祈は兄弟間とはいえ甘えたところのない、主に金銭にきっちりした性格なのだ。

　ひとり台所へ戻った佳乃子は、本当はわかっていた。

「冬馬さん、私のこと避けてる……気がする」

　おひつや箸はし箱をお盆ぼんに載のせて支度しながら、佳乃子はため息をもらす。

「やっぱり、藍らん恵けい法師が話してくれたことが原因？」

　つい三日前、帝都の繁はん華か街がいである浅草で『切り風』と呼ばれる事件が起きた。

　それは異国から渡ってきた悪あく魔ま、ライズワルド侯こう爵しやくに操あやつられた物の怪け、鎌かま鼬いたちの仕し業わざであり、その渦か中ちゆうにひとりの法師が飛びこんできたかと思うと、あっという間に悪魔の支配から物の怪を解き放ったのだ。

　事件の翌日、赤枝家を訪ねてきた法師は藍恵と名乗った。

　座敷に通すと、法師は佳乃子の母である知流花の生前を知っているのだと口にした。

　法師の話によると、知流花は帝都を守護する結界を守ることをお役目とし、物の怪を退け消しよう滅めつさせる力を持つ『贄にえの乙女おとめ』と呼ばれる巫女みこだった。

　そして彼自身が長年知流花に仕えてきた人物であり、佳乃子の父と母を捜さがしていたのだと告げられた。

　さらに法師は、あまりにも衝しよう撃げき的な事実を口にした。




『赤枝冬馬に宿る魔ま物ものこそが、知流花様を殺したのだ』




　佳乃子にとっては、母親の話だけでも十分驚おどろかされていたのだが、九尾をその身に宿す冬馬は、さらに衝撃を受けただろう。

　──母さんと九尾の間に、なにがあったかはわからない。でも、そんなに昔のことなら、冬馬さんだってまだ子供だったはずだもの。きっと、冬馬さんが気にすることじゃないと思うのだけど……。

　だがここ数日冬馬に避けられている原因に、そのことばかりが思い浮うかんでしまい、佳乃子は気持ちが落ちこんでしまう。

　物思いにふけっていた佳乃子は、背後から自分を呼ぶ声に気づき、はっと顔をあげた。

「どうした？……味み噌そ汁しるがこぼれてる。それと、後ろのざるにてんこ盛りにあふれてるワカメは……どうするつもりなんだ？」

　怪け訝げんそうな夏祈の口調に、佳乃子は慌あわてまくった。

「えっ!?　ああぁぁっ、忘れてた!!　しかもワカメがっ、もさもさに……」

　味噌汁に足すつもりだったワカメを塩抜ぬきしていたのだが、自分ではこれほど大量に入れたつもりはなかった。

　そうとうぼんやりしていた自分に気づいて、どっと気分が落ちこむ。

「ごめんなさい、あれは酢すの物にしてしまいます。夜にお出ししますね」

　あたふたと、食事が載った盆を夏祈に預け、手早くざるのワカメを水で洗ってしまう。

「慌てなくていい。なんなら艶秋に言ことづてをしておいて、フミさんに昼の料理で使ってもらえばいいだろう」

　思いやりのある言葉を投げかけられて、佳乃子は戸惑いがちにうなずいた。

　これまできつい態度ばかり見せてきた夏祈は、この頃とても雰ふん囲い気きがやわらかくなり、とっつきやすくなった。

「あの、夏祈さん。ひょっとして、赤枝家のみなさんも、先日の藍恵法師がいらしたときの話を知ってるんですか？」

　藍恵が訪ねてきたおり、客間にいたのは、佳乃子の父親である惚そう司じと、赤枝家の当主である千春。そして佳乃子と冬馬だった。

　だがここ数日、冬馬と佳乃子に微び妙みように気づかいを見せる赤枝家の兄弟たちを思うと、すでに事情を察しているように思える。

「あぁ、そうだな。ある程度というか、千春から話は聞いた。そうでなくても、あいつなら必ず耳に入れてただろうけどな」

　ここにいない長男の名前をあげられ、佳乃子は首を傾かしげる。

「千春さんが……？　朝は弱いし、あの日も呼びにいかなかったら来客には気づかれないと思ってました……」

「いや、あいつはネタが転がってきたときは、職業根こん性じようのせいか異常な集中力を発揮するんだ。昔から『壁かべに耳あり、障子に千春』っていわれて、そりゃあ嫌いやがられたらしい」

　彼ら兄弟は一見親しそうには見えないが、それなりに互たがいのことを知っているらしい。

　どうやらひとつ屋根の下で暮らしていると、かなりのことが千春には筒つつ抜ぬけになるようだ。

　職業が新聞社の記者というだけに、千春の好こう奇き心しんは常人離ばなれしている。

「そうでした。千春さんすごく目や耳がいいですものね。じゃあ、そのときの話は夏祈さんと艶秋さんも知っていらっしゃるんですね」

「そうだな。おおよそは」

　佳乃子が夏祈と連れだって座敷にいくと、無む理り矢や理り起こされて半眼になっている千春と、卓たく上じように半ばつっぷしている艶秋が目に入った。

　向かいに座る佳乃子の父親の姿に、夏祈が小さく咳せき払ばらいすると「行ぎよう儀ぎが悪い」とふたりの背中をドンと叩く。

「さ、食事にしましょう」

　本当は冬馬の事が気になって話をつづけたかったが、朝食の席に佳乃子の父親がいるせいか、兄弟たちはあえて話題にせぬようにしている。

　食事を終えた佳乃子が女学校へ向かうため支し度たくをすると、すぐ後ろから身なりを整えた父が廊ろう下かを追ってきた。

「待ちなさい、今日から深み左さ緒おさんが車で送ってくださるそうだ」

「深左緒さんが？　それに、父さんも出かけるの？」

　珍めずらしく洋装に身を包んだ父親は、やや重苦しい表情でうなずいた。

「そうだ。話があるから、車のなかで聞いて欲しい」

　赤枝家の門の前につけられた車では、スーツ姿の深左緒が待っていた。

　まだ若き赤枝財ざい閥ばつの当主は、麗うるわしいといえる柔にゆう和わさを感じさせるが、鋭するどくやり手な一面も持っている。

　今朝も品良く髪を整え、上品なえんじ色のネクタイを締しめている。

　深左緒は赤枝家の異母兄弟たちのなかでも、末っ子の冬馬にとても目をかけていた。

「おはよう、佳乃子さん」

「おはようございます、深左緒さん。あの──」

　佳乃子の戸と惑まどいを察したのか、深左緒はわかっていると言いたげにうなずいてみせ、車に乗るように促うながした。

　佳乃子がおとなしく父と並んで腰こし掛かけると、走り出した車のなかで深左緒が口をひらく。

「ここ三日ほど、冬馬と登下校していないようだね」

「はい。あの、家を出る時間が合わないみたいで、帰りは理り津つさんが送ってくださるんですけど……」

　とがめられているのだろうかと、佳乃子は少し慌てる。

「いや、理由についてはわかっている。佳乃子さんにとっては突とつ然ぜんになるが、女学校への通学には、しばらくこの車を使ってくれないか。私もあまり一いつ緒しよにはいられないが、毎日車を迎えにやらせる」

　佳乃子が通う花はな崗おか女学園は、良家の子女ばかりが学ぶ場所だ。

　それだけに、登下校に車で送り迎むかえされている者もめずらしくはない。

　だが、いま深左緒が送り迎えを提案するのは、別の意味があるのだとわかる。

「それは、まだこの先もしばらく、冬馬さんとは一緒に登下校できないからということでしょうか？」

　佳乃子の問いかけに、深左緒はわずかに苦い表情を浮かべた。

「そうだ。先日いらした藍恵法師の話は聞き捨てられるものではないからね。佳乃子さんの安全を優先して、私と惚司さんの間で話し合って決めたことだよ」

　勝手に話が進められている状じよう況きように、佳乃子は焦あせりを感じて口をひらく。

「そんな……でも、まだ冬馬さんともちゃんと話せてなくて。それに母のことは、私はほとんど記き憶おくにないから、正直にいって藍恵さんの話もぴんときていないんです」

　だが隣となりに座っている父が、穏おだやかな声で切り出した。

「先日、藍恵法師が話した通り、お前の母親はある社にいる巫女だった」

　日ひ頃ごろあまり口数の多くない父が話しはじめたことで、佳乃子はひどく大切なことを聞かされているのだとわかる。

「父さんは、どうやって母さんと知り合ったの？」

「……景けい護ごの仕事に同行したのがきっかけだ。社の蔵くらにある書物の整理を頼たのまれて、私はしばらく社に逗とう留りゆうすることになったんだ。法師が話したとおり、知流花は、大事な役目を負った巫女だったが、まだ若く苦しんでいた」

　佳乃子の父と冬馬の父親である赤枝景護が友人関係だったことを思えば、そのいきさつは不思議ではなかった。

　惚司は重苦しい表情で先をつづける。

「法師のいった通り、『贄にえの乙女おとめ』は穢けがれなき存在でなければ、力を損そこなう。だが、私はそれをしらずに彼女に惹ひかれてしまった」

　仕事の助手としてきたはずの惚司が、知流花と互いに気持ちを通じ合わせてしまったのは、景護にも計算外だったのだろう。

　ふたりは幸せな時間と引き替かえに、辛つらい結果を招いてしまった。

　まるで罪を告白するような硬かたい口調に、佳乃子は固かた唾ずを吞のんで言葉を待った。

「弁解のしようもない。私が、自制するべきだった」

　つぶやいた父の声は、自じ嘲ちようがにじんだものだった。

「──彼女が、身ごもって……私は迷わず、彼女を社から連れ出した」

　そこでふたりは社を抜け出し、姿を隠かくすことになったらしい。

　どのみち惚司と通じあったことで、知流花は『贄の乙女』としての力を弱めてしまった。

「彼女と出会ったことを後こう悔かいはしていない。ただ、景護を裏切ったことがずっと心に重かった。それは今後も償つぐないつづけるつもりだ」

　父の告白は思わぬことばかりで、佳乃子は戸惑った。

　──なんだか……すごく意外。父さんは、普ふ段だんから堅かた苦くるしくて、すごく生真面目だって思ってたのに……まさか、母さんとそんなことがあったなんて。

　まるで物語のような出会いだと、乙女小説が好きな佳乃子は胸が騒さわぐ。

「そのとき、母さんはいくつだったの？」

「……いまの、お前と同じ年だな」

　己おのれの過去を振ふり返った惚司は、いまは娘むすめを持つ父親として複雑そうな表情で答える。

　佳乃子は返事もできぬまま、ひっそり息をついた。

「景護には、ずいぶん迷めい惑わくをかけた。あとで聞かされたんだが、知流花が守っていた社は、かつて陰おん陽みよう寮りようが作り出した結界の、重要な一角を担になっていたんだ」

　だが、陰陽寮解体以後、結界の管理は徐じよ々じよに行き届かなくなり、その力を弱めていった。

「我が子が無事生まれるまでというつもりで、私たちは姿を隠した。景護はわかっていたんだろう。こうなった以上、結界を強化する手を早急に打たねばならないと。いまも赤枝家を離はなれて姿をくらませているのは、それが理由だと私は思っている」

　珍しく饒じよう舌ぜつな父の言葉を聞きつつも、佳乃子は腑ふに落ちるところがあった。

　赤枝家に住みこんで仕事を始めてから、依い頼らい主であり友人である赤枝景護の姿が見えないというのに、父親はそれほど気をもんでいるように見えなかった。

　むしろただじっと、その場で待っていることが自分の役割だと信じていたようにも思う。

　──最初から父さんは、景護さんがなんのために家を出ていたのか知ってたってこと？　冬馬さんたち兄弟のことも知っている……？

「佳乃子、お前は知流花の娘だ。先日の浅草の騒動で悪あく魔まがあらわれた以上、身の危険はさらに大きくなっている。本当は女学校へ行くのもやめた方がいいかと思ったのだが……」

「父さん!?」

　慌あわてる佳乃子に、前の座席にいる深左緒が声をかける。

「大丈夫だ。佳乃子さんが女学校をとても気に入ってることは、冬馬から聞いているからね」

　女学校へ通うことまでは止められないとわかり、佳乃子はほっとする。しかし気がかりはべつにあった。

「あの、冬馬さんのことなんですけど……」

　再び冬馬の名を口にした佳乃子に、深左緒と惚司は気まずげに視線をさまよわせる。

　すると深左緒がやや厳しい声で告げた。

「藍恵法師の話は覚えているね」

「はい、驚おどろきました……ただ正直にいうと、九尾にそんな過去があったって知って、冬馬さんのほうが驚いているのかもしれないって思うから──」

　だからこそ、ちゃんと自分の気持ちを伝えておきたいのだと佳乃子は口にしようとして遮さえぎられる。

「では、冬馬の気持ちもわかってくれるね？　佳乃子さんはやさしい人だ。それは冬馬もよくわかっている。だからこそいまは、ふたりとも気持ちを整理するために距きよ離りを置いたほうがいいと思う。それに──」

　言葉を切って、深左緒は持っていたらしい新聞を広げる。

「先日の浅草の事件もそうだが、あれ以来帝てい都とではさらに騒そう動どうがつづいている。野鳥の集団死が相次いで、御お茶ちやノの水みずの鉄橋にぶら下げられた死体が九つ。銅像の首が持ち去られ全すべて獣けものの頭ず蓋がいにすげ替えられている……例をあげればキリがない。すでに警察の手には余ると新聞各社も書き立てているよ」

　ここ数日冬馬のことが気がかりで、日々の出来事が上の空だった佳乃子は、それほど異常な状態がつづいていると聞かされて気持ちが沈しずんだ。

　──ライズワルド侯こう爵しやくの正体が悪魔だとわかって、特務省が調べているはずだけれど……うまくいってないのかしら。

　街での被ひ害がいは収まるどころか、さらに拡大しているとなると、すでに彼だけを捕つかまえれば済むという状況ではないのだろう。

　佳乃子の父や、特務省に勤める理津のこと、気がかりや心配ごとは尽つきない。

　深左緒の言う通り、いまは冬馬をそっとしておいて、お互いに距離を置く時間が必要なのかもしれない。

　だがそう思うそばから、佳乃子は内心で首を横に振った。

　──違ちがう気がする。悪魔や悪魔崇すう拝はい者がいまも帝都で事件を起こしてるなら、冬馬さんはもっと色々考えているのかも。九尾の力のことも、私の母さんと昔あったことも、せめて私がどう思っているかを、直接伝えておきたいのに……。

　だが深左緒や父は、いま自分たちを近づけたくないらしい。

　仕方なく佳乃子は口をつぐんで女学校へと向かった。




[image: ]




「彼女のこと、放ほうっておいて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　制服を着ていつもよりずいぶん早く学校へ向かう冬馬に、将校服姿の理津が声をかける。

　冬馬は沈んだ表情のまま、足を鈍にぶらせることなくさっさと歩きつづけた。

「いっておくが、俺はお前の警護に加えて、彼女の送り迎むかえ、しかも尾び行こうしながらお守もりなんてのはごめんだからな」

　理津が怨うらみをこめて口をひらくと、冬馬はぽつりとつぶやいた。

「佳乃子さんなら、今日から深左緒さんが車で送り迎えしてくれるはずだ」

　ここ数日、佳乃子と一いつ緒しよに登下校をしない間も、冬馬は理津に拝おがみ倒たおして道中に危険がないかを見張らせていた。

「なるほど、手は打ったと。俺は冬馬の身辺警護だからな、このまま彼女につけといわれたところで承知できるはずもない」

「わかってる」

　最初から理津の答えは予想できていた。

　冬馬は深左緒に話をし、いまは彼女とうまく接することができないのだと告げて、無理を言い女学校への送そう迎げいを頼たのんだのだ。

　深左緒は、藍恵法師の話を聞いた冬馬がふさいでいると受け取り、すぐに承知してくれた。

　だが冬馬自身は、法師が訪ねてきたその夜よ更ふけに、赤枝家の庭にある蔵くらに忍しのびこんでいた。

　聞かされた話に、とある記憶がよみがえったからだ。

　数日前、佳乃子の父親が行方ゆくえ不明だったさいに、手がかりを求めてふたりで蔵に入ったことがあり、そこで気になるものを見た。

　棚たなにぎっしりと集められている古書のひとつに冬馬が触ふれた途と端たん、半ば強ごう引いんに九尾に意識を乗っ取られた。

　通常ではありえない暴走だったが、そのときは九尾が佳乃子に近づくための悪わる巧だくみで動いただけだと思っていた。

　それも藍恵法師の話を聞いたいまなら、九尾には自分に知られたくない秘密があったのかもしれないと感じる。

　深夜に蔵にひとり立ち入った冬馬は、『贄の乙女』についてわかるものがないかと、改めて書しよ棚だなを探さぐった。

　そこに納められているほとんどが帝都の古い地図であり、見たこともない梵ぼん字じや真言を記した書や札だということがわかる。

　肝かん心じんの『贄にえの乙女おとめ』については、いくつか写本が見つかった。

　内容については、冬馬には断だん片ぺん的にしか理解できなかったが、自分が置かれた環かん境きようから想像するとある程度補足することはできた。

　──『贄の乙女』のことを九尾が隠かくそうとしてたのなら、佳乃子さんにはどういうつもりで近づいているのか……。

　それがわからぬまま、うかつに佳乃子の側そばにいることはできない。

　いつまた九尾に意識を乗っ取られるとも限らないからだ。

　大正二十九年を迎えた帝都は、十七年前に襲おそわれた災さい厄やくから立ち直り、異国とも積極的に貿易や交流をすることで、かつてないにぎわいを見せている。

　異国から持ちこまれた信しん仰こうと共に、悪魔崇すう拝はいがはびこっていたが、浅草の騒動を皮切りにそれはいっそう活性化したようにも感じる。

　一部の崇拝者が悪魔に供く物もつを捧ささげるために動き、猟りよう奇き的かつ異様な事件がたてつづいているいま、人々は暗くら闇やみにおびえている。

「理津、あのライズワルド侯爵を名乗っていた男が、悪魔だとわかったんだ。特務省も調べを始めてるんだろう？」

　気がかりになって尋たずねると、理津は表情を引き締しめ苦い顔をした。

　理津が将校として所属する特務省は、異国の悪あく魔まが引き起こす異常犯罪を中心に、捜そう査さを担になっている。

　それでも一いつ般ぱん市民に悪魔の存在を知らしめて恐きよう怖ふを煽あおることがないよう、公おおやけにはされず隠おん密みつに動いていた。

「そうだな。ライズワルドについては、また別の任務の者が探っている。ただ立場上、あの男は異国の権利に守られているからな。簡単に引っ張り出せる相手じゃない」

　英国から渡わたってきた海運業を営む男は侯爵を名乗り、日本の経済界でも確固たる立場を築きつつあった。

　理津の答えを聞いて、冬馬は苦い顔で視線を伏ふせる。

　思うように捜査が進んでいないことは理津も不満なのだろう。

　冬馬はふいに足を止めて口をひらいた。

「それに、理津は知ってるんだろう？　じきに帝都に父さんが帰ってくる。それはすべての状じよう況きようが変わるってことだ」

　突然の問いかけに、理津の緑がかった瞳ひとみがわずかに見開かれる。

「……知ってたのか」

　冬馬は小さくうなずいた。

　藍恵法師から衝しよう撃げき的な事実が知らされた翌日。

　まるで見計らったように、冬馬宛あてに一通の手紙が届けられた。

　差出人の名前が書かれていない便せんには、見覚えのある字で『契けい約やくの時がきた』と、ただ一言そっけなくつづられていた。

　それがなにを指す言葉なのか、冬馬にはよくわかっている。

「父さんが戻もどってくるのなら、九尾との決着をつけるつもりだ。きっと、悪魔とのことも考えがあるはず」

「だから、彼女を遠ざけたのか？」

　理津に腕うでをつかまれ、冬馬は答えに詰つまってしまった。

「……理津だってわかるだろう？　父さんが戻ってくるなら特務省は大きく動く。当然、悪魔と渡りあうことになるなら、彼女を危険に近づけたくない……」

　九尾の力を使うことになれば、自分は佳乃子の母親の命を奪うばった物の怪けとして、彼女のそばにいることになる。

　さらに『贄の乙女』として九尾が佳乃子を気にするならば、なおのこと自分は近づける立場ではない。

　理津の腕を振ふり払はらって再び歩き出した冬馬は、背中をぱんと軽くはたかれた。

「お前の気持ちはわかってる。特務省の動きには気をつけているが、景護様が戻ってくるとなると、お前と九尾が利用されることになるだろう」

　理津の声が自然と低くなる。

　赤枝景護と九尾が交かわした契約。その代だい償しようとして捧げられたのが冬馬だ。

　十七年前に帝てい都とを襲った悪魔との戦いで力を失った九尾は、まだ幼かった冬馬に宿り、依より代しろとすることで妖よう力りよくを取り戻しつつある。

　だが理津の深刻な声にも、冬馬は静かな声で答えた。

「利用される……だなんて。いまさら思ってないよ。九尾の力を利用する目的で、父さんは力を借りた。だからあとはどれだけ、僕が役に立てるかが大事なんだ」

　なるべく重苦しく聞こえぬよう答えたが、冬馬は理津の顔を見られない。

「冬馬……そんなふうに諦あきらめのいいふりをするな」

　苛いら立だちと怒いかりを含ふくんだ理津の声に責められている気になるが、冬馬は口角をきゅっとあげる。

「ふりだなんて……人聞きが悪いな」

「……違ちがうっていうのか？　俺はごまかせないぞ。お前はおとなしい顔をして、誰だれよりも頑がん固こだからな。ひとりで覚かく悟ごを決めたつもりだろうが……俺は納なつ得とくしてなどいないからな」

「理津」

　毅き然ぜんとした口調ながら、その表情は常にない感情が浮うかんで見える。

　日ひ頃ごろからめったにうろたえることのない理津が、自分と九尾との契約にどれほど心を砕くだいてきたかはよく知っている。自分の選せん択たくが理津を傷つけるだろうことはわかっていた。

　それでも説得されるわけにはいかないと、冬馬は相手の覇は気きを跳はね返すように、ぐっと視線を強くする。

「ヤケになってるわけじゃない。ただ、過去の契約をなかったことにはできない。どうしても避けられないのなら、せめて九尾アイツの力と引き替かえにしても、悪魔を帝都から退けないと」

　自分に残された時間は、もう一年もないのだ。

　そして九尾と契約が可能な回数は、もはや片手の指の数より少ない。

　かつては九尾との契約が自分を壊こわす毒のようで、恐おそろしく思ったこともある。

　しかし景護が帝都に戻ってくるとわかったいま、せめてその目的に見合うだけの力が自分に残っていればいいと思う。

　佳乃子を守り、彼女が大切に思う人、暮らしていくこの帝都を守りたい。

　そう思う気持ちは、まるきり噓うそではないのだ。

　理津がいっこうに引く気配のないなか、校門が見えてきて、冬馬は少しほっとした。

　いまが試験の時期に重なっていたのは幸いだった。

　佳乃子を遠ざけておくことができれば、少しでも自分の気持ちが迷いそうになるのを堪こらえることができる。

「冬馬……俺は納得なんてしてない。お前がそんな考えのままだとしても、絶対にごまかされたりしない」
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　再び目に届いた理津の声に振り返れぬまま、冬馬は校内へと入っていった。
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　女学校から帰宅した佳乃子は、夕食の時間が過ぎてもまだ戻らない冬馬が気がかりだった。

　今夜は父の惚司は、深左緒に呼ばれたらしく夕食の席に姿を見せていない。

　食後のお茶を用意しながら、佳乃子は目の前に座る千春に思い切って尋ねた。

「千春さん、冬馬さんは大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　このところ事件ばかりで物ぶつ騒そうだから……」

「ほんと、物騒すぎて俺も休みがなさすぎだよ……みてこの隈くま」

　当人の言うとおり確かに眼鏡の奥、大きな千春の瞳はどんよりと疲つかれたまま笑えみを浮かべ壮そう絶ぜつな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　新聞社も各社が紙面で煽るように、派手に事件を書き立てていた。

「冬馬なら、心配はいらないよ。理津君が一いつ緒しよだしね。いざとなれば特務省も動くさ……」

「でも、あの……このところ冬馬さんが一緒に食事してないのって……」

「うーん。まぁ、佳乃子ちゃんがいるからだろうねぇ」

　ぬるめたお茶が入った湯吞みを手にした猫ねこ舌じたの千春にずばりと口にされ、佳乃子はうっと言葉につまる。

「だろうねぇって……そんな」

　情けない声をあげる佳乃子に、千春は慌あわてたようすもない。

　だが眼鏡の縁ふちを指でおしあげると、鋭するどい視線を見せた。

「佳乃子ちゃんが焦あせるのはわかるけど、こんな状態は長くつづかないよ。じきに冬馬も逃にげていられなくなる……いや、もうそのつもりなのかな」

「どういう、ことなんですか？」

　意味深な千春の言葉に、佳乃子はつい身を乗りだす。

「俺たちの母親が、全員違うことは知ってるね？」

　うなずいた佳乃子に、千春は真ま面じ目めな顔つきになった。

「つまりね、親父おやじ殿どのが俺たち兄弟を儲もうけたのは、意味があってのことなんだ。赤枝景護って男は、帝都を守るための結界を強化することが役目であり目的でもあった。それで、守りの弱まった箇か所しよを補強するために、物の怪の力を借りようとしたんだ」

　千春の言葉に、佳乃子はかつて深左緒から聞かされた特務省の成り立ちを思い出す。

　政府と赤枝景護が特務省を立ち上げた背景には、明治の初めに陰おん陽みよう寮りようが組織として解体された事実がある。

　そして大正のいま、陰おん陽みよう師じたちは流派もちりぢりに分かれてしまい、帝都に結界が作られた当時を知る者ごと、徐じよ々じよに力が失われてしまった。

　結界の弱体化に慌てたところで、陰陽師たちからすれば一方的に組織を解体しておいて、いまさら頼たよりにするなど都合がいいという反発もあるだろう。

　当初は味方を見つけることすら難しかっただろう。父親の苦労を千春は知っているのか、落ち着いた口調でつづけた。

「親父殿は日本全土を訪ね歩いて、結界強化に必要な人間を見つけて関係を結んだ。そうして生まれてきたのが、俺や夏祈、艶秋だよ」

　彼らが異母兄弟である理由は、政府による一方的な結界強化のための結果だと聞かされ、佳乃子は啞あ然ぜんとしてしまう。

「あの、帝都を守る結界って……すごく重要なものなんですか？　いえ、もちろん大事だと思うんですけど公おおやけには知られていませんよね？」

　いまさら聞くのも恥はずかしかったが、帝都に結界があると言われても、佳乃子自身目にしたこともなければ、これまで聞いたこともなかった。

　多くの人々が暮らす帝都は、佳乃子から見れば新聞やラジオを始め情報が豊かな街だ。

　これだけ人や物が行き交かっていて、誰もがその危険な状じよう況きように気づいていないのだろうかと不思議になる。

「ま、そこは報道規制はもちろん、政府は結界の存在を公式に認めたりしないからね。ただ、気づいているはずだよ。十七年前の災さい厄やくもさることながら、これだけ悪あく魔ま崇すう拝はいだの、猟りよう奇き事件が立てつづく世相にみんな不安を感じてる、だろう？」

　理り屈くつと違い、本能はとっくに警けい戒かいを感じているはずだという千春の問いかけに、佳乃子はぞっとしてうなずいた。

　──そうよね。帝都にきて、こんなに事件が多い街なのかって驚おどろいたけど……結界が弱まるってつまりそういうことなんだ。

「まぁ、親父殿だって、当初はそこそこ順調に進めているつもりだったんだろうけど、手て違ちがいが起きた。それが惚司さんと『贄にえの乙女おとめ』だった知流花さんの関係……つまり佳乃子ちゃん、君が生まれたことだ」

「母が……力を失ってしまったことで、結界がさらに弱まったんですね」

『贄の乙女』について、熱心に語っていた藍恵法師の姿を思い出せばわかることだ。

「十七年前、親父殿は帝都から悪魔を退ける力を求めて、九尾の狐きつねを捜さがしだした」

　千春の言葉に金色のまなざしを思いだし、佳乃子はうなずく。自らを大たい妖ようだと口にする九尾は、強ごう引いんなところはあるが、ときに軽口を叩たたき、人間くさく感じることさえある。

　だが、冬馬にその力があらわれたときのふるまいを見れば、明らかに人とは違う異い形ぎようの仕し業わざだ。

　その力を利用するため九尾の狐を自ら求めたという、赤枝景護という人物がますます不可解に思えて、佳乃子は少し恐ろしさを覚える。

　千春はかすかに自じ嘲ちようするような笑えみを浮うかべて、ふぅとため息をつく。

「あの父親に関しちゃ、俺たちはもうなにを聞いても驚いたりはしないけどね。普ふ通つうは、軽けい蔑べつもしたくなるよねぇ。さんざん振ふり回されてきたけど、当人に会えばあきらめるしかないっていうか、滅め茶ちや苦く茶ちやだけど本人はあれで筋と理屈を通してるつもりだから」

　つまりは『恐ろしく図ずう々ずうしく、無神経で無敵』と口にして、千春はふっと真顔になった。

「状況から考えて、この家に佳乃子ちゃんを住まわせたのは、親父殿に考えがあるからだと思う。その目的までは俺にはわからないけど、少し……心配かな。本当に手段を選ばない人だからね」

　そういって湯ゆ吞のみを机においた千春は、佳乃子に向かって手を伸のばしたかと思うと、頰ほおに軽く触ふれた。

「君が『贄の乙女』なんだとしたら、きっと親父殿にはなにか考えがある。わざわざこの時期に佳乃子ちゃんとお父上を帝てい都とに呼び寄せるなんて出来過ぎだ。ただ、冬馬が親父殿の勝手を許すとも思えない。逆にいうと、佳乃子ちゃんを人ひと質じちに、冬馬をいいように扱あつかうことができるともいえる」

　自分の存在が冬馬の弱みになるのだと告げられ、佳乃子はぐっと口をつぐんだ。

「私を人質だなんて……景護さんは、いったい何をするつもりなんですか？」

　気色ばんだ佳乃子の質問に、千春はゆるく首を振るだけだった。

「さぁ、具体的にどう動くつもりかは、俺だって知らされてないからね」

　さらりとした口調は、ほんの少し千春らしくないようだった。

　いつもの軽けい妙みような明るさというよりは、わずかに諦あきらめが混じって感じられる。

「千春さんは……そんなお父さんに腹を立てたりしないんですか……？」

「腹を立てる……ねぇ。そういう意味じゃ、俺はもう大人になってしまったし、ここまでくるのに親父殿の立場や財力がものをいったところもあるんだ。赤枝財ざい閥ばつの後ろ盾だてがなければ、とうてい帝都になんて出てこられなかった。なにより、帝都で学業を修めて記者になるだなんて、大それた夢は叶かなわなかっただろうね」

　互たがいに持ちつ持たれつだったのだと口にする千春に、佳乃子は彼らが憑つき物筋の家にいたのだと思い出す。

「千春さんが生まれたのは、猫ねこ又またが憑いてるお家うちだったんですよね」

「うん、まぁ憑いてるっていうか、夏祈のところの鎌かま鼬いたちみたいに村に伝えられているっていうよりは、俺んところは先祖が阿あ呆ほうなことをして、代々呪のろわれてるんだけどね！」

　そう言えば話してなかったというように、千春は明るく告白する。

「……ね、ってそんな明るくいわれてますけど……大丈夫なんですか？」

「そうだねぇ。まぁ、俺で四代目だから、ようやく折り返しってところかな。なんだか七代末まで祟たたるとかそういう話もあって、正確にはわかってないんだけど。呪いの元げん凶きようもわからなくなっちゃって、古式ゆかしい話だよね……」

「な、なんていい加減な」

　啞然とする佳乃子だったが、代々つづいているということは、当の本人にしてみれば生まれたときからその状況なのであり、昨日今日に突とつ然ぜん意識することではないのだろう。

「とにかく、俺は特別に誰だれかの側につくつもりはない。ただ、俺やこの家の兄弟たちがなんのために生まれてきたのか、親父殿が与あたえてくれたものを差し引きすれば、親父殿が必死になってる結界の強化を、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと投げだすことはできない」

「だから、冬馬さんの味方はできないっていうんですか？」

　つい尖とがってしまう佳乃子の声に、千春はやれやれと言いたげにため息をつく。

「親父殿が悪で、冬馬が犠ぎ牲せい者しやかっていうと、ことはそう単純じゃない。少なくとも、俺が冬馬と同居しているのだって、監かん視しの意味もあるんだろう。でも、俺はあいつにも幸せになって欲しい。誰も、家族が不幸になればいいなんて思ったりしないだろう？」

　自分がひどく子供っぽい感情で、頭がいっぱいになっていたことに気づかされ、佳乃子は肩かたを落とす。

「あいつはまだ大人とはいえないけど、それでも俺たちは……誰だって、自分で選び取っていかなきゃ。少なくとも、俺は後こう悔かいしたくないからそうしてきたつもりだよ」

　選せん択たく権は冬馬にしかないのだと言いたげな千春の声に、佳乃子は自分の心の内をのぞきこむ。

　──千春さんがいうこともわかる気がする。だけど、選ぶのは冬馬さんでも、私はそれに関わりたいと思ってる。

「でもね、ひとつ例外」

「……例外？」

「そう、家族だろうと他人だろうと、どうしたって関わりたいときもあるだろう。それが愛でも憎にくしみでも、その人の気持ちをねじ曲げることになっても、なにが正しいかなんて後にならないとわからないからね」

　千春の言葉がしみじみと胸に染しみて、佳乃子は唇くちびるを嚙かみしめる。

「私、冬馬さんをほうっておけないです……」

「あいつのこと、変えたいって思ってくれてるんだね」

　そう口にする千春の声は、どこかやさしくも寂さみしそうで、佳乃子は胸の奥がじんと熱くなってうなずいた。

　──私も、答えを見つけなきゃ。『贄の乙女』とか、わからないことが多いけど……。このままでいいはずはないって、それだけはわかってる。

　佳乃子は千春に礼を告げて、茶器を片づけようと座ざ敷しきを出た。

　台所へ向かおうとしたが、冬馬のことがどうしても気になり、廊ろう下かの反対へと視線を凝こらす。

　すると、冬馬の部屋の前にほんのり明かりが漏もれていることに気づいた。

　──あ、冬馬さんが帰ってきてる。

　夜の食事に同席しなかった冬馬のために、食事は取りおいてある。佳乃子は急いで茶器を台所へ置いてくると、すぐに冬馬の部屋へと向かった。

　部屋の前に立つと、緊きん張ちようする息を整えてから、ふすまを軽く叩いて呼びかける。

「冬馬さん、佳乃子です。少しだけ、お話しできる？」

「いいよ。入って」

　返ってきた声に、佳乃子はほっとしてふすまを開けた。

　そこにはまだ学生服を身につけたままの冬馬が、少し疲つかれた表情で畳たたみに座っていた。

　壁かべ際ぎわに置かれた大きな姿見に、すっと手を伸ばしたかと思うと、覆おおい布をかけてしまう。

　──鏡の前……？　着き替がえるところだったのかしら。

　タイミングが悪かったかと躊ちゆう躇ちよしたが、冬馬に視線で促うながされる。

　佳乃子がすっと手をついて畳に座ると、冬馬が声をかけた。

「女学校への行き帰りは、問題ない？」

「問題ないかっていわれたら……ないわ。でも、冬馬さんや理津さんと一いつ緒しよにいられないのは、少し寂しいけど……」

　つい本音をもらした佳乃子は、思い切って口にする。

「あの……冬馬さんは、藍恵法師が話したこと気にしてる？」

　踏みこんだ問いかけに、冬馬の表情がやや戸と惑まどう。

「だから、私を避さけてるの？　朝食も一緒に取らないし、顔を合わせないように出かけて、帰ってくるのも遅おそいでしょう？」

　口にするうち佳乃子はつい気持ちが高ぶってしまい、目元が潤うるみそうになって慌あわてた。

　冬馬は言い逃のがれができないとわかったのか、表情をすっと引き締しめる。

「佳乃子さんを避けてるっていうか……会うのが嫌いやなわけじゃなくて……」

　答えを探すような冬馬の口調を聞くうち、佳乃子は何度か呼吸をついて、少しずつ冷静さを取り戻もどす。

「考えてみたの。私の母さんが亡なくなった頃ころなら、冬馬さんはまだ二歳でしょう？　そんな小さい頃から九尾は冬馬さんに憑いてたの？」

「いいや」

　返された答えに佳乃子は力づけられて、ぱっと表情が明るくなる。

「だったら、やっぱり昔あったことは、冬馬さんの意思には関わりないことだわ」

　佳乃子の言葉に、冬馬はわずかに苦く笑しようを交えたため息をつく。

「……佳乃子さんなら、そういうんじゃないかと思った。それでも、いま九尾は僕に宿ってるんだ」

　冬馬の深刻そうな口調に、佳乃子は訳がわからず首を傾かしげた。

「九尾が、君のお母さんを殺した理由について、僕なりに考えたんだ」

　冬馬の言葉に佳乃子は思わず息を吞のむ。

「九尾は『贄にえの乙女おとめ』の力を恐おそれたからこそ、排はい除じよしようとしたのかもしれない。だとしたら、佳乃子さんが『贄の乙女』の血を引く以上、油断しないほうがいい」

　それを耳にして、佳乃子は『贄の乙女』という言葉を、まるで自分にあてはめて考えていなかったことに気づかされた。

「そりゃ、母さんはそうだったかもしれないけど……私はなんの力もないもの。九尾が恐れるような存在じゃないわ」

　すると冬馬は畳に手をついて、佳乃子の方へと身を乗り出した。

　そのまま髪かみに触ふれられ、まるで口づけられてしまうかと思うほど、整った美び貌ぼうが間近に迫せまる。

「何度かいったはずだよ。佳乃子さんの体質……物の怪けを引き寄せる香かおり。それが『贄の乙女』の証しるしだったんだ」

　冬馬の言葉はどこまでも真しん剣けんだが、佳乃子はそれどころではない。

　──ち、近い……やっぱり冬馬さんの顔立ちって間近で見ると綺き麗れいすぎて……まともに目をあわせられないんだけど。

「佳乃子さん、聞いてる？」

「えっ。あ、はい……！」

　慌てて瞬まばたきした佳乃子は、必死に畳を見つめて考えを整理した。

「つまり、私が『贄の乙女』だってみなされると、九尾に命を狙ねらわれるかもしれないってことなの？」

「うん。少し調べたんだけど、巫女みこである穢けがれなき乙女は、特とく殊しゆな香りを持つことで物の怪はもちろん、人でないものを引き寄せる。もしそれが魔ま物ものであれば、『贄の乙女』自身に招きいれて、消しよう滅めつさせることができるみたいだ」

　数日離はなれている間に、冬馬が『贄の乙女』について調べていたのだと知り、単純に避けられていたのではなかったのだと佳乃子は驚おどろかされる。

「乙女が放つ香りは、人ではないものにとって魅み力りよく的であらがいがたい力を持つらしい。けれど魔物にとってみれば、『贄の乙女』は危険な存在になる」

「……乙女に、消滅させられてしまうからってことなのね」

『贄の乙女』などと言うからには、神や魔物に捧ささげられる、生け贄めいた印象を感じていたが、思いのほか強い力を持つものらしい。

　佳乃子は九尾が自分に接するときの、興味がありながらも強い物言いをする理由がわかった気がした。

「じゃあ、藍恵法師が話してた、九尾が母さんを殺したっていうのは、『贄の乙女』を憎んでのことだっていうの？」

　冬馬は曖昧に目を伏ふせた。

　その可能性もあれば、確信も持てないというところなのだろう。

「それに、九尾だけじゃない。あの男……ライズワルドが君に近づいてきたのも、『贄の乙女』としての資質を感じているからだ。万が一、九尾と悪あく魔まが結けつ託たくするようなことがあればひとたまりもない……九尾は人間の味方ってわけじゃないんだ。君を守るどころか傷つけるぐらいなら──」

　ひどく思い詰つめた表情の冬馬に、佳乃子はただならぬものを感じる。

　それはかねてから気になっていた、冬馬と九尾の関係に原因があるのだろう。

　佳乃子はもう遠えん慮りよはしないと決意すると、冬馬の手をぎゅっと握にぎった。

「お願い、ちゃんと聞かせて欲しいの。冬馬さんが九尾としている契けい約やくってどういうものなの？　それは、冬馬さんの胸の傷とも関係がある？」

　はっきり聞いておきたいと佳乃子が詰め寄ると、冬馬はしばし視線をさまよわせたあと顔をあげた。

「わかった、話をする。……だけど、約束して欲しい」

　冬馬の決意があらわれた表情に、佳乃子は緊張に口元を引き締める。

「ひとつは、それを教えたからといって状じよう況きようは変わらない。僕は佳乃子さんに近づかないし、佳乃子さんにも離れていて欲しい」

　はっきりと遠ざけると口にされて、佳乃子はショックを隠かくせなかったが、冬馬はさらにつづけた。

「それと、これは僕の問題だ。君がなんとかしようなんて思わないで」

　冷たく突つき放すような冬馬の言葉に、佳乃子はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

　それでもここで自分が「嫌だ」と言えば、冬馬は口をつぐんでしまうだろう。

　迷いはあったが佳乃子は、ただ黙だまってうなずくとつづきを待った。

「僕が父に聞かされた話だ。僕に九尾が宿ったのは、まだ三歳になる前だった。でも実際には僕が一歳を迎むかえて少しの頃に、父は九尾と契約を結んでいた。帝てい都とを守る結界を強化する目的があったから」

　冬馬はわずかに目を伏せて、とつとつと話しだした。

　もともと弱まっていた帝都の結界を、藍恵をはじめとする一部の術師が守っていたが、異国から悪魔は続々とあらわれ、守りはさらに破られていった。

　その間にも、独自に動いていた赤枝景護は日本の物の怪と接せつ触しよくを持ち、彼らの力を使し役えきすることで悪魔を退けようとしていた。

　しかし一いつ介かいの術師でしかない冬馬の父が、ひとりで負えることではない。

　全国を回り、散ってしまった陰おん陽みよう師じや社に掛かけ合うも、陰おん陽みよう寮りようの解散を決定したのは政府の方ではないかと背を向けられてしまう。

　時間がかかることは承知の上で、景護は単身で動いていたものの、状況は思った以上に早く悪化した。

　それは佳乃子の母である知流花が身ごもり、『贄の乙女』としての資格を失ってしまったせいなのだ。

「[image: ]もろくなった結界に、悪魔が近づくのを父はとにかく恐れた。それを防ぐために、少しでも力の強い物の怪と接触を試みたんだ」

「それが、九尾だったのね」

　冬馬はうなずきつつ、少し苦笑いをするような複雑な表情を浮うかべる。

「冬馬さんたち兄弟のこと、千春さんから話を聞いたの。景護さんがしてきたことは、九尾と会うためでもあったんだって」

「そうだね、物の怪との縁えにしを深めるために必要なことだったみたいだ」

『物の怪との縁』という言葉がわからず、佳乃子は首を傾げる。

「日本の物の怪と神々の違ちがいは曖あい昧まいなところがあって、悪あく魔ま崇すう拝はいとは根本的に別ものなんだ。術師として直接物の怪と意思を通じ合わせたり、それこそ願いをかけるとなれば、用心もいるし時間がかかるんだ」

　それが冬馬と九尾の間にある『契約』という言葉に結びつくのだろう。

　だが、九尾に契約を持ちかけるだけでも簡単ではないと知らされ、佳乃子は意外な気がしていた。

　冬馬に憑いた九尾は、わりと頻ひん繁ぱんに気配をあらわしていたからだ。

「当時は九尾も悪魔が気にいらなかったみたいだ。だから十七年前に悪魔を滅ほろぼすのに力を貸してくれたらしい。ただ、相手が簡単な小者じゃなかったから、仕留めきれずに国外に逃にがしてしまったみたいだ」

　そのとき逃げた悪魔が、再び帝都に乗りこんできたということらしい。

　冬馬の言葉が、いまは真実味を持って佳乃子にも感じられた。

　浅草の凌りよう雲うん閣かくで目にしたライズワルドは、これまでの紳しん士しとしての姿ではなく、人ではないその正体をあらわにしたのだ。

　物の怪を操あやつり、人々を苦しめることこそが喜びだとライズワルドは高らかに口にしていた。

「十七年前、九尾が契約として要求したのは、自分が損そこなった力を取り戻もどすまでの、器うつわと時間だった」

「……器？」

　冬馬が口にした言葉に、佳乃子は不安を感じて聞き返す。

「そう、人の体だよ。自分が眠ねむり妖よう力りよくを取り戻すまでの依より代しろが必要になると、九尾はわかってたんだ。ただ、そのとき父が思い浮かべたのは、艶秋兄さんまでだった」

　九尾と契約を交かわすために、子供を三人も儲けた景護にとって、冬馬がどういう存在だったのかがわからず、佳乃子は怪け訝げんに思い顔をしかめた。

「父は、知らなかったんだ……僕がいたことを」

「…………え？」

　突とつ然ぜんの告白に、佳乃子はつい大声を出してしまい自ら口を押さえた。

「僕の母は、赤枝の本家が昔から決めていた許嫁いいなずけでね。父親にとっては母にも僕にも、興味がなかったんだと思う」

　驚くことに、冬馬が生まれたことを父親である景護は知らぬままだったらしい。

「でも……そんな、お母様は冬馬さんのことを連れん絡らくしていなかったってこと？」

「そう、だね。複雑だったんだ。母はいわゆるご令れい嬢じようで……だけど父は、まるで家を顧かえりみることはなかったから」

　冬馬の話を聞くうち、佳乃子にもうっすらと状況が理解できてきた。

「まさか、景護さんが九尾と交わした契約っていうのは──」

「父は自分には三人の子供しかいないと思っていた。しかも全員が憑つき物筋だ。いくら九尾が大たい妖ようだといっても、簡単に器にされることはないと考えたって」

「……そんな」

　九尾との契約交こう渉しようで出し抜ぬいたつもりが、物の怪けである相手が一枚上手だったのだ。

　そして九尾は答えたという。

《　では、うぬの血を継つぐ者を我の力の源としよう。望むのならば我の力を貸してやるが、貸しが九つを超こえたとき、器はその場で食くらい尽つくし、我の復活が行われる　》

　冬馬の話に、佳乃子はしばらく言葉もなかった。

　──それって、景護さんが存在も知らなかった冬馬さんのことを、九尾だけが気づいていて取引をしたってことなのね……。しかもそのきっかけは、私の母さんが『贄にえの乙女おとめ』としてのお役目を放ほう棄きしたからともいえる……。

　呆ぼう然ぜんとしていた佳乃子は、冷えていく自分の手が温かな指にふわっと包まれて、顔を上げる。

「僕と九尾の契約は綱つな渡わたりだ。来年まで主導権は僕にあるけれど、それも絶対じゃない」

　大切そうに佳乃子の手に両手で触ふれたあと、冬馬はそっと手を離はなす。

　そのまま佳乃子から距離を置くと、儚はかなく見える笑えみを浮かべた。

「冬馬さん……来年までって？」

　ひどく気になる言葉だったが、冬馬はもうこれで話は終わったというようにすっきりした顔つきだ。

　穏おだやかな笑みは、自分がひどく遠ざけられてしまった気がする。

「さぁ、明日あしたも早いから。僕はもう休むよ」

　強ごう引いんに「さようなら」を告げられてしまい、佳乃子は唇くちびるを嚙かみしめる。

　だが両親がしたことを考えると、自分が冬馬をこれ以上追おい詰める資格はない気持ちがわきあがり、佳乃子は言葉をみつけられない。

　ぐっと顔を歪ゆがめたままうつむいて立ち上がる。

「おやすみなさい」

　それだけを口にして廊ろう下かへ出ると、両手をぐっとにぎりこんだ。

　──どうして、冬馬さんはひとりで気持ちを決めちゃってるの？……でもいまの話って、冬馬さんのなかでずっと決めてきたことみたいだった。

　佳乃子はようやく、ぐらぐらしていた己の気持ちを立て直す。

　自分が幼い頃ころ、後を憑いてくる気味の悪い存在に怯おびえていた頃から、冬馬はその身に九尾を抱かかえていたのだ。

　──そうだわ。冬馬さんの気持ちはきっと、ここ数日の出来事のせいだけじゃない。冬馬さんが私と距きよ離りを置くって決めたなら、私だってどうするか自分で決めなきゃ。

　いまはただ、このまま冬馬と距離を置いてしまってはいけないことだけはわかる。

　佳乃子は心の底がじりつくような焦あせりを感じていた。

　──私、帝都にくるまであきらめてばかりだった。でも、冬馬さんが思い出させてくれた。友人との関係や、将来のことを夢みていいんだって、あきらめたくないことが本当はいくつもあるって、自分の気持ちもわかったから……。

　今度は自分が冬馬に教える番だと、佳乃子は決意を固める。

　いま自分がなにをするべきなのか、なにができるかを考えると、答えは自然と見えてきた。

　冬馬の部屋を出て廊下をそのまま進むと、千春の部屋の前で一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。

　さすがに男性の部屋をひとりで訪ねていい時間ではないからだ。

　──でも、迷ってる場合じゃないわ！　このままじゃ冬馬さんの気持ちは変えられない。

　千春に申し訳なく思いつつ、佳乃子がふすまを叩たたこうとしたときだった。

「その軽い足音は、佳乃子ちゃん？　どうぞ……」

　どうやら千春は、足音で相手を識別できているらしい。

　千春の異能におののきつつ、佳乃子はふすまを引くと部屋に入る。

　座ざ布ぶ団とんを勧められるものの、その隣となりに正座をすると深々と頭を下げた。

「千春さん、教えていただきたいことがあるんです」
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　早朝の空はまだ薄うす暗ぐらい。

　佳乃子は羽織を着て赤枝家を抜け出すと、ひと気のない住宅街の道を急いでいた。

　まだそれほど道を行き交かう人はおらず、新聞や牛乳を配っている自転車が通り過ぎる。

　一心に歩く佳乃子は、千春に聞いた通りの道筋をたどるうち、やがて目的の人ひと影かげを見つけることができた。

　小走りをつづけてきた足を止めて息をつくと、ささっと前まえ髪がみの乱れを直す。

「おはようございます、理津さん」

「驚おどろいたな……いや、むしろやっぱりというべきか？」

　そこに立っていたのは、隙すきなく将校服をまとい、一糸の乱れも感じさせない理津の姿だ。

「あの、今朝押し掛かけたのは、冬馬さんのことを理津さんと話しておきたくて」

　赤枝家に到着して冬馬と合流されてしまえば、佳乃子が理津と話をできる機会はない。

　冬馬に離れていて欲しいと言われた手前、ふたりがいる場所には近づきがたかった。

　ひょっとすると、理津も冬馬から自分を遠ざけようとするだろうかと佳乃子は危き惧ぐしていたが、いまはとにかく冬馬のいないところで理津と話す必要があった。

「ちょうど、良かったのかもしれないな。私も、君に確かめておきたかったことがある」

　なにを言われるのだろうかと、佳乃子は一いつ瞬しゆんひるんだ。理津の緑がかった瞳ひとみは、厳しさを湛たたえてまっすぐ佳乃子を見つめる。

「君は、冬馬のことをどう思ってる？」

　唐とう突とつな質問に、佳乃子は意味をはかりかねて真顔で答えた。

「どうって……？　もちろん、大事に思ってます」

「それは、友人として？　それとも単なる幼なじみか、それとも……」

　理津の声こわ音ねにほんのり意地の悪い、佳乃子の気持ちを試ためすような響ひびきを感じる。

　佳乃子は投げかけられた質問に迷うことなく答えた。

「もちろん、その両方です。あの、冬馬さんから聞いていると思うのですけど、先日藍恵法師がきてから冬馬さんはずっと私のことを避さけてますよね。すごく思い詰つめてる感じがして、このままで大だい丈じよう夫ぶなのか、気になるんです」

　毎日そばにいる理津はどう感じているのかと、今度は佳乃子が試すように相手を見つめる。

　理津は鋭するどい視線を返したあと、一瞬顔をしかめた。

「私とて、いまのままでいいと思ってるわけじゃない。いいか、私は君よりずっと長い時間を冬馬と共に過ごしてきた。彼が背負うものも、家族のことも誰だれよりわかってる……」

　逸そらされた視線に、理津がひどく苛いら立だっているのだとわかる。

　──やっぱり理津さんも……冬馬さんのことがもどかしいんだ。

　冬馬の警護役として誰よりそばにいて、心配していないはずはない。だが、そんな理津にも冬馬の意志を変えることは、簡単ではないのだ。

　理津は自分の態度を繕つくろうように姿勢を正すと、再び佳乃子をにらみつける。

「では、もう一度聞こう。私が知りたいのは、君の本心と……覚かく悟ごだ」

「覚悟？」

　冬馬のことを相談しようと思っていたところに、思わぬ質問をされてしまい佳乃子は戸と惑まどう。

「表面的な関係や気持ちに興味はない。私が知りたいのは、君がどれほど冬馬を思っているかだ。あいつの特異な体質を知ってなお、君は冬馬を恐こわがったり遠ざけたりしなかった。それは評価していいと思っている」

　居い丈たけ高だかな理津の口調に、佳乃子は面めん食くらう。

「まったく、鈍にぶいな君は……つまり、冬馬への愛の深さだ。彼自身をまるごと受け入れる覚悟はあるのかと聞いている。同居しているよしみで心配しているだけだというのなら、金輪際冬馬には近づかないでもらおう」

「えっ……愛!?……あの、そういう話です、か？」

　理津に口にされたことで、妙みような気き恥はずかしさを覚えたものの、佳乃子は自分の気持ちに迷うことはなかった。

「覚悟なら、ありますっ！……私、九尾のことも、自分の母親のこともこないだ知ったばかりで、全然冬馬さんの気持ちをわかっていなくて、……ただ、いまのままじゃ違ちがうって。このまま冬馬さんと離はなれてしまったら、一生後こう悔かいするってわかってるんです。……冬馬さんに笑っていて欲しい。そのためにできることがあるなら、なんでもします」

　すると理津は佳乃子の言葉を吟ぎん味みするように沈ちん黙もくしたあと、わずかにうなずくと、複雑な面おも持もちで眉まゆを寄せた。

「……なるほど、思った以上に情熱的な、彼への愛を聞かせてもらった」

　再び口にされた『愛』という言葉に、佳乃子はうろたえ視線をさまよわせる。

　理津はさらに畳たたみかけるように口にした。

「結構。君がそれなりに愛情深い女性だということは認めよう。正直にいって、君が帝てい都とに出てきてから私は気が気じゃなかった。いくら大事な幼なじみとあっても、事情をしらぬまま冬馬に負担をかけるようでは危なっかしくてな」

　皮肉まじりの言葉に、佳乃子はぎゅっと口元を食いしばる。

　──そうだった。理津さんは最初から私にきつい態度をとるなと思ったけど……いまになって思えば、当たり前だったのかも。

　言い返すことのできない佳乃子に向かって、理津はさらに口にする。

「このうえは、冬馬のことを命に代えても助けたいというんだな。まぁ、それも当然だ。これまでどれほどあいつが、君のことを想おもってきたかわかっただろう」

「想ってきたって……冬馬さんがどういうつもりかまでは、わかりませんけど」

　顔を赤らめつつ、それでも佳乃子はうなずいた。

「九尾との契けい約やくの話を聞いて、色々と思い出したんです。私、いままでほんとに冬馬さんに助けられてきたんだって。でも、冬馬さんが……狐きつねの力を借りることが、そんなに危険だったなんて知らなくて」

　冬馬が自分に負担をかけまいとしてくれたやさしさを思うと、辛つらくて涙なみだがにじんだ。

　幼い頃ころから、自分はなにも知らず安あん穏のんとそれを受け取ってきたのだ。

「理津さんのおっしゃるとおりです。私の命に代えても冬馬さんを助けたい。とにかく、いまみたいにひとりであきらめて、冬馬さんから遠ざけられるなんて嫌いやなんです」

　必死に訴うつたえる声に、意外なほどまっすぐな声が返された。

「ならば、いま冬馬に迫せまっている危機から、あいつを遠ざけてやってくれ」

　わずかに緊きん張ちようを帯びた理津の声に、佳乃子ははっと顔をあげる。

「危機……って、やっぱり藍恵法師の話以外にも、冬馬さんになにかあったんですね」

　ここ数日の冬馬の態度はさすがに違い和わ感かんがあった。

　佳乃子が『贄にえの乙女おとめ』だからと、九尾から遠ざけたいようなことを口にしていたが、それだけであれほど思い詰めた顔色になるとは思えなかったのだ。

　理津は少し迷ったようだが、佳乃子に一歩近づくと周囲を気にしたようすで、わずかに声を落とした。

「冬馬のもとに手紙がきたんだ。冬馬の父親が、帝都に戻もどってくる」

「景護さんが!?」

　思わぬ人物の帰京に佳乃子の声が大きくなるのを、理津がぱっと手で制した。

　佳乃子はその深刻さにつられて、声を抑おさえて聞き返す。

「あの、ごめんなさい。私、景護さんと面識はなくて、少し話をうかがっているだけなんです。景護さんが帰ってくると、冬馬さんはどうなっちゃうんですか？」

　数々の話を聞かされたいまも、赤枝景護という謎なぞが多い人物が、冬馬にとってかなり特別だということはわかる。

　あの千春ですらも、景護のすることに異を唱えず従うと言っているのだ。

　ここで理津にまで景護に従う姿勢を見せられれば、途と方ほうにくれてしまいそうだ。

「そうだな、景護様は九尾と交かわした契約をいいように、利用しようとするだろう。それに……もし冬馬が九尾との契約を使い切らなかったとしても、十八になれば契約で交わされた時が満ちる。九尾は苦もなく冬馬の身を食い尽つくして、復活を遂とげるだろう。『無む駄だ死じにするぐらいなら役に立て』とそういうだろうな、あの人は……」

「契約が、十八歳になるまでだなんて……」

　冬馬と話していたときの、「来年までは自分に主導権がある」と口にした言葉が頭をよぎる。

　愕がく然ぜんとする佳乃子に、理津はため息をついた。

「契約を行使する回数は自分の意志で決めることができても、過ぎる時間だけはどうしようもできない。冬馬はそのことを知って、ずっと耐たえてきたんだ」

　そして常にそばについていた理津も、なにもできない己おのれをもどかしく思ってきたのだと佳乃子にはわかった。

　理津は苦い笑えみを浮うかべて口をひらく。

　それを佳乃子に告げるのは、ひどく悔くやしいという気持ちがにじむ表情だ。

「だから、君に頼たのみたい。景護様が戻ってくる前に、冬馬を帝都から連れ出して、ちゃんと考えさせてやってほしい」

「帝都から……連れ出す？」

　思わぬ話に佳乃子はぽかんとしてしまったが、理津は真剣だ。

「帝都ここは、冬馬にとってのしがらみが多すぎる。あいつの考えを変えさせるには、あの家にいては無理だろう。責任やまわりのことは関係なく、あいつ自身が本当に選びたい答えを選ばせてやって欲しい」

　その言葉に、冬馬にとって異母兄弟や叔父おじの深左緒が大切な人たちだとわかる。

　だからこそ、より周囲から心を閉とざしてしまうのかもしれないと思い当たった。

　──九尾の契約や、帝都の結界からも離れた場所に冬馬さんを連れていく。……いまは、それが必要なのかもしれない。

「……わかりました。冬馬さんのためにできることなら、なんでもご協力します」

　佳乃子の答えに、理津が緊張を緩ゆるめたのがわかる。

　すると今度はにやりと唇くちびるを歪ゆがめ、悪戯いたずらめいた笑みを浮かべた。

「よし、君の本気を見せてもらおう。では、これから私が提案する『旅情でほっこり籠ろう絡らく作戦』に協力してもらおうか」

「……は？　旅情？　ほっこりで……籠絡って……」

　突とつ然ぜん口調をがらりと変えた理津は、すでになにやら考えがあったらしい。

「冬馬は生真面目きまじめすぎるところがある。非日常的な空間で憎にくからず思う女性と過ごす時間があれば、気持ちが変わるかもしれない。というわけで、ふたり分の切きつ符ぷと宿の手配をしておこう。ただちに冬馬を連れて旅立ってもらいたい」

　あまりに手回しのいい理津に、佳乃子が茫ぼう然ぜんとしていると、さらに畳みかけられる。

「しかし、君はこう……飛んで火にいるというかなんというか、本当なら私からこの話を伝えようと思っていたところへ、自らあらわれるとは。やはり巻きこまれやすい体質なのかもしれん。以後、気をつけるといい」

　やっかい事を提案する張本人に言い放たれ、佳乃子はさすがにがっくり肩かたを落とす。

「……ご心配、感謝します」

「あぁ、もう時間がないな。とにかくいまから伝えるだけの準備をするんだ。君はこのあといつも通り女学校へ向かってくれ。日中のうちに私が手はずを整えておくから、学校が終わり次し第だい、なんとか理由をつけて『三み日か月づき洋燈ランプ』にきてほしい」

　理津に告げられた店の名は、次男の夏祈が経営するカフェーだった。

「車で送そう迎げいをしていただいてるのだけど、深左緒さんには……」

「いや、深左緒さんにも黙だまっていてくれ。彼は冬馬を大事に思っているから、腹を割って相談すれば動いてくれるかもしれないが……特務省と赤枝財ざい閥ばつが対立することを、冬馬は望んでいない」

　理津の声こわ音ねに、いまは頼たよれる人はいないのだと思いしらされ、佳乃子は力強くうなずいた。




　再び赤枝家に戻ろうと急いだ佳乃子は、部屋に戻ると自分が帝都にきたときに持ってきた鞄かばんを取り出し、荷物をまとめる。

　着き替がえや細こま々ごましたものと一いつ緒しよに、日記帳も放ほうりこんだ。

「理津さん……数日分でいいっていってたけど。これで大だい丈じよう夫ぶなのかしら」

　あまりに突然のことで、詳しよう細さいを確かく認にんする余よ裕ゆうもなかった。

　しかし朝は慌あわただしく、佳乃子は女学校へ行く支し度たくもせねばならない。

　隣りん室しつの父に気づかれぬように、手早く袴はかまに着替えて身支度すると、荷物は置いたまま部屋を出る。

　座敷に向かい朝食の席につくと、いつもの朝と同じくすでに冬馬の姿はなかった。

「佳乃子ちゃん……少しは元気でた？」

　かりっとあぶったアジのひらきをかじる千春の言葉に、佳乃子はうなずく。

「はい、おかげさまで。たずね人が見つかりました」

　艶秋と佳乃子の父は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔つきになったが、ふたりがそのまま食事をつづけるのに黙ってしまう。

　千春は新聞を手に、「また不ふ審しん火びか～つづくねぇ」とやるせなくつぶやき、ぬるくなったお茶を飲んだ。

　食事が済めば、佳乃子はいつもと同じように女学校の葡え萄び茶ちや色いろの袴を身に着け、白地に薄灰と桃色の細い格こう子し縞じまの銘めい仙せんをあわせた。

　帯は明るい碧みどり色で、初夏が近い季節に明るい彩いろどりを添そえてくれる。

　まだ新しい生き地じの手て触ざわりに、佳乃子はふっと顔を曇くもらせた。

　──そういえばこの着物は、深左緒さんが通学用にって揃そろえてくださったんだわ。

　帝てい都とへきてからというもの、どれほど深左緒の世話になっているかを思えば、こそこそと行動している自分が後ろめたくなる。

　だが、甥おいっ子である冬馬を誰だれより可愛かわいがっている深左緒だからこそ、いまは頼ってはならないのだ。

　深左緒に噓うそをつくようなやり方は好ましくないが、冬馬を思う気持ちが同じだとわかるだけに佳乃子は心で頭を下げた。




　自室を出て、いつも通りに家を出ると、深左緒が寄こした車で女学校に送り届けられる。

　登校する合間にも、朝の混こみ合う時間だというのに消防の車両が騒そう々ぞうしく走っていくのが目についた。

　こんな時間に珍めずらしいという気持ちと、曇り空に立ち上る黒こく煙えんを見つけて、不安な気持ちがあおられる。

　連日火付けや小火ぼやが起きているという、新聞を手にした千春のつぶやきを思い出した。

　女学校の教室に入ると、級長であり麗うるわしい小さ夜よが「おはよう、佳乃子さん」と声をかけてくれた。

「おはよう、小夜さん……どうしたの、なんだかにぎやかね」

　教室にはいつもより生徒の数が多く、誰もが冊子を手ににぎやかに話している。

　すると佳乃子にも、若草色の冊子が「はい」と渡わたされた。

「ほら、再来週に上野公園で博覧会が開かれるでしょう？」

　小夜の言葉に、そんな見出しを新聞で見ただろうかと佳乃子は記き憶おくを探さぐるが、ここしばらく冬馬のことが気がかりで意識に留とどまらなかったようだ。

「これだけ世間が博覧会の話でにぎわってますのに、佳乃子さんたらご存じなかったの？　帝都に吹きこまれる異文化の風を実感するための、大きな催もよおしですわ。まぁ、この学校にはスポンサーを務めるお家の生徒も多いし、学校の講義のひとつとして見学会を開いてくださるそうよ」

　にこにこと話す小夜に、いつもならば佳乃子も楽しみな催しだと素す直なおに喜んだはずだと思う。

「それは、面おも白しろそうね」

　なんとか作り笑いで答えた佳乃子に、小夜は目ざとく気づいたようだ。

「いいえ、ちっとも面白そうではないわ。佳乃子さん、どうなさったの？　ここ数日どこか上の空でいるのだもの……私、心配してますのよ？」

　小夜らしい気づかいで、聞かないでいてくれたのだとわかり、佳乃子はさらにいたたまれなくなる。

「そうね……いまから少し、ご一緒しましょう」

　時計を確認した小夜は、まだ始業までに余裕があるとわかったのか、すっと席を立つと佳乃子を促す。

　ふたりは連れだって裏庭の一角へと向かった。

　はじめて女学校へきた日にも、ここを一緒に歩いたことを思いだす。

　腰こし掛かけた石いし垣がきの先、目の前の花か壇だんには矢車草やサルビアが華はなやかな色を添え、少し離はなれた場所に咲さく百合ゆりの花を見れば、隣となりにいる小夜のように凜とした美しさを感じた。

　──小夜さんには、ここでいろんなことを教わった。それに、将来のことだって聞いてもらったりして……このまま私が黙って学校に来なくなったら……。

　それは友人を裏切るような行こう為いなのかもしれない。

　自分が同じことを小夜にされたらと思うと悲しくなり、佳乃子は意を決して口をひらいた。

「私……明日から学校へ来られないかもしれないの」

　小夜には思わぬ告白だったのだろう。

　気づかうように佳乃子の手をとり、しっかりと視線を合わせて問いかける。

「ひょっとして、お家の都合なの？……まさか、またお父様のお仕事で引っ越こしとか」

「ううん、そうじゃないの。父の仕事は関係ないんだけど……」

　誤解があってはいけないと、慌てて首を振ふった佳乃子に、小夜はぴんときたようだ。

「ひょっとして、このところ佳乃子さんが車で通学されていることと関係あるのかしら？　赤枝さんの姿を見ないことも原因ね？」

　鋭するどい小夜の問いかけに、学校外でのことまでお見通しなのだと感じた途と端たん、佳乃子の涙るい腺せんがふいにゆるんだ。

「か、佳乃子さん!?」

「あっ、わ！……ご、ごめんなさい。どうして、なんでこんな──」

　自分でも驚おどろく勢いで涙なみだをこぼしてしまった佳乃子に、小夜はさっとハンカチを取り出すと頰ほおに添えてくれた。

　そのまま佳乃子の肩を抱だくように、身を寄せてうなずく。

「気持ちが張りつめてらしたのね。聞かせてくださいな、私できる限り力になりますわ。大切な佳乃子さんのためですもの。場合によっては、赤枝さんでも風かざ戸とさんでも私が呼び出してびしりと追及しますわ」

　容よう赦しやなしといった口調の小夜が頼たのもしくて、佳乃子はくすっと笑うとようやく緊きん張ちようの糸がゆるんだ。

　ここ数日感じていた冬馬との距きよ離りに、自分の心がひどく弱っていたのだとわかる。

　佳乃子は少し逡しゆん巡じゆんしたが、小夜の目を見て問いかけた。

「あの……これから話すことは、私と小夜さんだけの秘密にして欲しいの」

「秘密、素す敵てきな響ひびきですわね」

　瞳ひとみをきらめかせた小夜は、すぐに表情を引き締しめると「佳乃子さんとの秘密ですもの、誰にも話さないと約束しますわ」と誓ちかってくれた。

　そこで佳乃子は自分が幼い頃ころ、冬馬と出会ったいきさつから、冬馬の特別な体質のことも話して聞かせた。

　ただし冬馬本人の許可を得ていない以上、九尾については適度に言葉を濁にごしておく。

　小夜はやや戸と惑まどっていたようだが、すぐに顔つきが変わった。

「そうなんですのね……だから先日の浅草で起きた騒さわぎで、赤枝さんや風戸さんはあんなに慣れた対応ができたというわけですのね」

　将校である理津はともかく、学生である冬馬の行動に迷いがなかったことが小夜には不思議だったらしい。

　それ以降も、さらに帝都で猟りよう奇き的な事件や、物の怪けが暴れる事件が増えている。

　いまや級友たちのほとんどが、通学の際にも送り迎むかえをつけられている状態なのだ。

「まさか、赤枝さんがねぇ……でも、佳乃子さんとそんな幼い頃から縁えんがあったとおっしゃるなら、悔くやしいですけれどなんだか運命を感じますわ。浪漫ロマン、ですわね」

　いわれるまで意識したこともなかった佳乃子は、ついため息をつく。

「浪漫だなんて……そういうと、まるで物語みたいだけど。いざ当事者になってみると、ちっとも浪漫なんかじゃないわ……なんだか、心配になるばっかりで」

　小夜は慰なぐさめるように、そっと佳乃子の髪かみを撫なでてくれた。

「ごめんなさい、そうね。気持ちが本物だからこそ、当人たちは辛つらいことよね？」

　佳乃子は小さくうなずくと、学校へ来る前に抱かかえてしまった不安を打ち明ける。

「それで私、今朝早くに理津さんを捕つかまえて、冬馬さんとの仲ちゆう介かいを頼もうかと思ったの。そうしたら、思わぬ話を提案されてしまって……」

　佳乃子は理津から提案された『旅情でほっこり籠ろう絡らく作戦』について話してきかせる。

　すると小夜は、大きく息をついて「そうきましたのね」と意味ありげに目を伏ふせた。

「荷物を用意しておいて、下校途と中ちゆうでお店に寄るだなんて。つまりそれって、ふたりでどこかへ駆かけ落ちしなさいということではないの？」

「か……駆け落ちっ!?」

　思わぬ激しい言葉に、佳乃子は目をむいて声をあげる。小夜にぱっと口元を押さえられて、我に返ると周囲に苦笑いを見せた。

　思い切り声を潜ひそめて佳乃子は否定した。

「ち、違ちがうわ！　そんな意味じゃないと思うの……。ただ、冬馬さんがいまのままじゃいけないから」

　佳乃子にとっては理津が口にした提案に、果たして冬馬自身が納なつ得とくするだろうかと不安の方が大きい。

「あら佳乃子さんがどういうつもりでも、端はたから見ればこれはもう愛の逃とう避ひ行こうよ。風戸さんたら、なかなかやるわね」

　まるで物語そのものだと、盛り上がり始めた小夜は「そうですわ」と口にして懐ふところから小さな巾きん着ちやくを取り出した。

「これ、少ないですけれど。ないよりはマシですわ──」

　手にしている小さな巾着から、小夜はなにか取り出したかと思うと佳乃子に握にぎらせる。

　それが金銭が入った小こ袋ぶくろだと気づいて、佳乃子はぎょっとした。

「駄だ目めよ、そんなこと。それに用意なら理津さんが……」

　しかし小夜はすっと手のひらを見せ、佳乃子の言葉を遮さえぎると真顔になった。

「いいかしら、これは佳乃子さんが少しでも安全に旅をして、ちゃんと帰ってくるための御お守まもりみたいなものよ。気持ちだけじゃなくて、私はちゃんと佳乃子さんの役に立ちたいの。私がいただいてる小こ遣づかいですもの。使いたいことに使うわ」

　現実にことを動かすために必要なのは人の気持ちだけではないと、小夜にはよくわかっているのだ。

　華か族ぞくの令れい嬢じようでありながら、浅草の歌劇場に通う小夜は、劇団の手伝いを通して、金銭がいかに人の決断を変えるものであるかをしっている。

「佳乃子さんだって、覚かく悟ごを決めていらっしゃるのでしょう？　赤枝さんのために、手段を選んでいられないのですから、お持ちくださいな」

　御守りだというならば、ちゃんと持ち帰って小夜に返せばいい。

　自分の性格と行動力をよくわかっている小夜なりの、御守りを渡わたしてくれたのだ。
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　佳乃子は、渡された小袋をじっと見つめる。

　──そうだ、私は本当になにも持っていない。冬馬さんに近づくのだって、理津さんにお願いした。それだって千春さんに教えてもらってのことだもの。

　自分は未成年であり、学校に通わせてもらい周囲の世話になっている立場だ。

　だが、いまだけはそうした常識に捕とらわれていては、冬馬を助けることなどできない。

　あまりに無力な己おのれに落ちこみもするが、こうして手をさしのべてくれる友人がいることを誇ほこりに思うべきなのだ。

「ありがとう、小夜さんがいてくれるだけで、すごく心強い」

　自分の非力さを感じるいま、周囲の人の気持ちを信じようと佳乃子は心に決める。

　それは強い支えになって、迷わぬよう背中を押してくれるものだ。

　──父さんも深左緒さんも、冬馬さんや私のことを思って、いまは距離を置いたほうがいいって決めたんだわ。それに理津さんだって、ほんとなら私に任せたくないって迷ってたのに、ふたりで過ごすよう提案してくれた。冬馬さんを助けたい、その役目を私に託たくしてくれたんだとしたら。

　もう、佳乃子は迷わなかった。

「小夜さん、学校で私のことが取りざたされるだろうけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ。わかってるわ、佳乃子さんに変わったところはなかったって証言するし、級友たちにはなにもいわずにおくわね」

　万が一にも男性と駆け落ちなどという噂うわさがひろまれば、編入に手間をかけてくれた深左緒の顔に泥どろを塗ぬることになる。

　小夜の言葉を力強く感じながら、佳乃子はほっとして校舎へと戻もどった。

　佳乃子はその日は一日、いつも通り授業を受けてから学校を出た。

　迎えにきた車には、運転手の姿だけがあり深左緒は同乗していない。

　いまや帝てい都とで知らぬ者はない、赤枝財ざい閥ばつの当主である深左緒は、多た忙ぼうを極きわめる身であるだけに、赤枝家に毎日顔を出せるわけではない。

　車に乗りこんだ佳乃子は、家まで自分を送り届けるよう念を押されている運転手に、いかにも自然に口にした。

「あの、すみません。今日は銀座にある、夏祈さんのカフェーまでお願いできますか？」

「なにかお買い物か、お届けものでも？」

　聞き返されて一いつ瞬しゆんどきりとするが、佳乃子はなにげなさを装う。

「友人と少々待ち合わせしているんです。お店で降ろしていただければ、なかには夏祈さんがいらっしゃいますし。家に帰るときはご一いつ緒しよしますから心配はいりません」

「ですが……深左緒さまには」

「カフェーの電話から、深左緒さんに連れん絡らくをいれておきます。ご心配は無用ですわ」

　佳乃子は笑いかけて、何も問題はないのだというように約束すると、運転手はそれならばと納得してくれた。
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　佳乃子が、『三み日か月づき洋燈ランプ』の扉とびらを押して入ると「いらっしゃいませ」という真ま知ち花かの声に迎えられた。

　髪を肩かたより短く切りそろえた真知花は、夏祈が店で雇やとっている少女であり、着物に白いエプロンが似合っていて愛らしい。

　店の奥にあるカウンターから夏祈の姿がのぞくと、すっと右手で奥の席を指し示す。夏祈自らが対応してくれる珍しい事態に戸惑いつつ、視線を向ける。

　そこには白い将校服の背中が見え、すでに理津が座っているようだった。

「お待たせしました……って、冬馬さん!?」

　理津と向かい合わせに座っている人ひと影かげに、佳乃子はぎょっとして足を止める。

　しかし、冬馬は背もたれにややふんぞり返り、いつになく人をくったような笑えみを浮うかべていた。

　──なんだか冬馬さん、いつもと違う？　それに瞳ひとみが……金色になってる？

　状じよう況きようがわからず戸惑う佳乃子の目の前で、理津は席を立とうとする。

「じゃあ、私はいまから車の手配をするから、そいつと話をつけておいてくれ」

「え、話って……まさか九尾と？」

　理津が「そいつ」などと口にするからには、やはり冬馬の意識ではないのだ。

　戸と惑まどっていると、冬馬の腕がまどろっこしいと言いたげに伸のばされ、佳乃子を自分の方へと引き寄せる。

　するとふわっと嗅かぎ慣れぬ匂においがして、佳乃子はテーブルの上を見た。

　冬馬の前に置かれているのは紅茶のカップだったが、赤い液体からはそれだけではない香かおりが立ち上っている。

　佳乃子はくんと鼻をうごめかせて、顔をしかめた。

「これって、洋酒？　まさか、あなた……」

　佳乃子は洋酒を飲んだことはなかったが、料理や洋よう菓が子しに使われていることもあり香りを覚えていた。

　向かい合って座れば、九尾の意識があらわれている冬馬の頰ほおは、いつもの白さにわずかに朱しゆが差して見える。

《　どうやらあの男も、こいつの兄も我を引きずり出したかったらしいな　》

「それで、お酒……？」

　紅茶に洋酒を混ぜているようで、かなり香りが強い。冬馬を酔よわせるだけの量が入っていたのだろう。

《　冬馬の奴やつはひどく頑かたくななところがあるからな。このままでは話にならぬと、あやつらもしびれを切らしたのだろう　》

「冬馬さんが酔ってしまうと、九尾が出てくるの？」

　本人の意思を無視した強ごう引いんなやり方だが、それほど状況がせっぱつまっているのだろうか。

　するとコーヒーを盆ぼんに載のせて、夏祈が自ら席まで運んできてくれた。

「君が気持ちを決めてるって、さっき風戸から聞いた。それに帝都に父が戻ってくるってこともね……」

　もはや他人以上に距きよ離りを感じさせる口調で、夏祈が言い放つ。

「あの男が戻れば、冬馬は確実に利用される。それは、僕たちも同じだろうけど……冬馬はさらに特別だ」

　それは決してうらやましい特別などではないとわかる。

　夏祈の言葉にかすかな憐あわれみの響ひびきを感じて、佳乃子はさらに不安になる。

　すると、トンと冬馬の指がテーブルをつつき、金の瞳で九尾がみあげてくる。

《　どうする小こ娘むすめ。こやつの意思など放ほうっておいても、お前が帝都にいることで悪魔あいつらはより活発に動くだろう。なにしろ奴らにも、『贄にえの乙女おとめ』は邪じや魔ま者ものだが、うまく利用すれば強力な力の源になるとわかっている　》

　意味深な狐きつねの言葉に、佳乃子はすぐに気づいた。

「冬馬さんは、お父上のいうことを受け入れるつもりなの？　それって、帝都の結界を強くするために手を貸すってことよね」

　冬馬自身にも詳くわしく聞けなかったことを、佳乃子は問いかけた。

　──九尾が冬馬さんのなかにいる存在だっていうのなら、冬馬さん自身が無自覚なことでもわかっているのかもしれない。

　金の瞳を酷こく薄はくそうに光らせると、冬馬の唇くちびるが引きつるように嫌いやな笑みを浮かべる。

《　まったく、その通りだろうな。あいつにとっては、肉親縁えん者じやのすべてが駒こまよ。我のような大たい妖ようを操あやつり、異国の魔ま物ものを退け、なにを手にするつもりかのぅ……まったく、いつの時代も権けん威いを求める輩やからどもは手段を選ばぬ　》

　──九尾は、景護さんと対たい峙じして契けい約やくをしてるはず。相手をよく知っているから、こんなことをいうの……？

　だからこそ理津も、迷いながら冬馬のことを佳乃子に任せると決心して、事を急いでいるのだろう。

　そして夏祈も景護の人ひと柄がらを知っているからこそ、冬馬を帝都から逃にがすため、こうして店を使わせてくれている。

　佳乃子は会ったこともない、赤枝景護という男がひたすら恐おそろしく思えた。

　カップを置いた夏祈は、店内を見まわしてひそっとささやく。

「まったく、早く話を決めて出て行ってくれよ。僕の店で学生の飲酒があったと知られれば問題になる。冬馬は洋酒を口にしたことがないせいか、思ったよりあっさり飲んでくれたが」

　その言葉に、佳乃子は改めてこの紅茶は夏祈が用意したものだと気づいた。夏祈は眉をひそめ弁解するように口を開く。

「風戸に頼たのまれた。冬馬と話し合うのにどうしても必要だから、とね」

　その言葉を聞いて、金色の瞳をした冬馬が鷹おう揚ようにうなずいた。

　お膳ぜん立だてされたから出てきてやったとでも言いたげな、偉えらぶった態度だ。

　佳乃子はずいっと身を乗り出して間近に迫せまると、九尾に向かってきっぱり告げた。

「お願いがあるの。いまから私と一緒に、列車に乗ってくれないかしら？」

《　ほぅ……？　列車か。どこへ行く？　》

　九尾からの問いかけは、あまりに当たり前のことだった。

　佳乃子は自分でも茫ぼう然ぜんとして目をしばたたく。

「……そうだった。ここにきたら、すぐにそれを理津さんに聞こうと思ってたのに」

　すぐ隣となりにいた夏祈が、啞あ然ぜんとした表情でのけぞる。

「君は……行き先も知らされないまま、風戸の頼みを引き受けたのか!?」

　さすがにぎょっとされてしまい、もっともだと佳乃子は気まずくうなずいた。

《　なんともずぶとい小娘だ。我と共に旅立つだけでもずいぶんな判断だろうが、その行く先も知らぬままとは。これはどこへ連れていかれても良いと……つまり何をされても構わぬという覚かく悟ごなのだな？　》

　ならばよし！　というようにうなずかれ、佳乃子は慌あわてる。

「ちょ、ちょっと待って！　覚悟の方向が大きくねじ曲がっちゃってる。違ちがいます、そういう意味じゃなくて、理津さんが考えて決めてくださるなら、間ま違ちがいないって思ってるから詳しよう細さいまで確かく認にんしなかったんです！」

　佳乃子はきっちりと誤解を正すと、今度は九尾に負けじと気き迫はくをこめて金色の瞳を強く見つめる。

「少しの間でいいから帝てい都とを離はなれて、安全な場所で冬馬さんとちゃんと話し合いたいの。帝都にいるままじゃ、きっと気持ちは変わらないもの」

　すると九尾は、テーブルに置かれた佳乃子の手に冬馬の手を重ね、にやっと口の端はしで笑った。

《　我と寝しん食しよくを共にしたいということと、ふたりきりでいたいということとなにが違う？　》

　ちらりと流し目をした先に、佳乃子が朝まとめておいた荷物が入った鞄かばんが置かれている。

「あ、あの鞄は……」

　赤枝家の自室に置いてきたはずの鞄が目について驚おどろくと、夏祈が口をひらく。

「あぁ、あれは風戸に頼まれて、僕がわざわざこの店まで運んでやったんだ。冬馬には借りがあるからな」

「夏祈さんが!?　す、すみません、ありがとうございます」

　まさか理津がそこまで夏祈に協力を頼んでいるとは思わなかった。

「遠出になるんだろう。これを持って行け、夕飯がわりに食べるといい」

　夏祈が渡わたしてくれたのは、小さなバスケットに入ったパンのようだ。

《　その荷物で列車、ということはそれなりに長旅じゃな。ふん、娘むすめ……そなたは怖こわくはないのか？　我とそなたの母のことも……聞いておるだろうに　》

　藍恵法師の話を思い出し、わずかにひるみそうになったが、佳乃子はきゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

「あなたが私を殺すつもりなら、とっくにそうしてるはずよ。それに、私は『贄の乙女』じゃないもの」

　すると楽しそうに目を細くした九尾が、佳乃子の手を取って立ち上がる。

《　良いぞ、我はそなたを気に入っておる。いまは気分がいい、そなたの望みを聞いてやらぬでもない　》

　その視線が店の出入り口に向けられたのを追うと、理津が姿をあらわしたところだった。

　九尾はすっと先に立って歩き出すと、冬馬の手で鞄を持ち、そのまま店を出て行こうとする。

　佳乃子が戸惑って夏祈を振ふり返ると、小さくうなずき返された。

　すでに理津からこの先のことを聞いているのだろう。

　外に出ると、すでに日は暮れかけていて、空の端は細い帯のように赤色の残照が見える。

　店の前には、理津が呼んできたタクシーが待っていた。

「さぁ、乗るんだ」

　佳乃子は九尾が支配している冬馬と共に、促うながされるまま車に乗りこむ。

　後部座席にふたりを座らせると、理津は助手席に座る。

　車が走り出すと、理津は懐ふところから封ふう筒とうを取り出し、振り返って差し出した。

「これから新宿へ向かって、列車に乗ってもらう。切きつ符ぷはここに入っている。到とう着ちやくしたら宿から迎むかえの者がくるはずだから、そのままついていくんだ」

　どこか張りつめた空気のなか、佳乃子も緊きん張ちようして確認する。

「あの、私が……冬馬さんと向かう場所ってどこなんですか？」

　いまさら尋たずねるのもおかしな気がしたが、確認しておかねばと佳乃子は口をひらいた。

　理津は一いつ瞬しゆん真顔になったあと、耐たえきれなかったのか吹ふき出した。

「……ひどい、笑うなんて。だいたい、理津さんが説明してくださらないから」

「つまり、私もそれだけ焦あせってるってことだ。君みたいに無む鉄てつ砲ぽうな女学生に本気で頼たよらないとならないぐらい、慌てていたんだ」

「ちょっと理津さん、それひどいです！」

　さすがにむくれた佳乃子に、理津は「すまない」と笑ってまったく悪びれない調子でつぶやくと、気を取り直したようだった。

「悪かった。いや、こんな状じよう況きようで決心してくれるなんて、君は思った以上に剛ごう胆たんだな。これから向かう先は箱はこ根ねだ」

「……箱根？」

　理津にいわれて用意した荷物は三日分ほどの量だ。

　告げられたのが関東近きん郊こうの地名であったことに、佳乃子は少しほっとした。

「個人的に信用のおける筋を通して、部屋を押さえてもらってある。悪魔やつらの手が届かない場所だということは確認してあるが、帝都を離れたからといって油断はしないでくれ。九尾が表に出てきているだけに、特務省に勘かんづかれる恐れもあるからな」

　最後のあたりは極力声をひそめて、佳乃子に向けて告げられた。

　タクシーのなかであっても、ふたりの行き先は誰だれに気づかれるわけにもいかない旅なのだ。

　夕暮れの駅前は仕事帰りで行き交かう人も多く、人目にはつきにくい。

　佳乃子と九尾はタクシーを降りる前に理津から羽織と薄うすいコートを渡され、すぐにはおって制服を隠かくした。

　人波のなかで、理津は佳乃子の肩かたに手をおいた。

「頼む、冬馬をあきらめさせないでくれ。何にあらがっても、冬馬自身が生きることを選べるように、君なら伝えられるだろう」

　深刻な顔つきで告げられた言葉に、佳乃子は理津の瞳ひとみをまっすぐに見つめ返した。

　これまでどれほど彼が真しん剣けんに冬馬を守り、自分が近づいたことをもどかしく思っていたのか、いまさらながら気づかされる。

「冬馬さんと九尾の契けい約やくのこと、ずっと前から理津さんはご存じだったんですよね？　だから、そのなんていうか──」

　うまく言葉を選べず言いよどむ佳乃子に、理津が答える。

「そうだ。だから、私は君が冬馬に近づくのが苛いら立だたしくてね。……でも君は、思ったより憎にくめない」

　出会ったときには不ふ愉ゆ快かいな存在だったと、堂々と宣言されたようなものだが、原因がはっきりしてしまえば佳乃子も落ちこんだりはしない。

「私もいまは、理津さんと同じ気持ちです。冬馬さんのこと諦あきらめたりしませんから」

　宣戦布告するように告げると、理津は仕方がないと言いたげにため息をつく。

「……まったく、いまとなっちゃ君の意地と頑がん固こさを心強く思うよ。とにかく、あちらにいる間、なにかあれば夏祈さんの店に電話をしてくれ」

　いよいよ帝都を離れるのだという意気込みで、佳乃子は真剣な表情でうなずいた。

　理津に改札まで見送られ、鞄を手にした佳乃子は旅立つことになった。
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　改札をくぐったあとは、九尾の意識のままの冬馬を、佳乃子が先導するように連れて歩いた。

　週末ともなれば、行楽で帝都を離れる人々は小お田だ原わらを経由し、箱根の湯ゆ本もとへ繰くり出してにぎわうらしい。

　幸い今日は平日、しかも夕方であるせいか、列車はそれほど混こみ合っていなかった。

　さすがに学生だとわかるふたり連れが、夜にかかる時間に新宿から出る急行列車に乗りこめば、いらぬ人目を引いてしまう。

　佳乃子は、ひとめで女学生とわかってしまう袴はかまを着物に着き替がえることにした。

　待たせている間に、九尾が悪さをしていないか不安で気が気でない。

　急いで戻もどってみると、九尾はただじっと物もの珍めずらしげにホームを行き交う人を眺ながめていた。

　機き嫌げんが良さそうに手をあげて近づいてくると、佳乃子の手をぐいと引いて電灯が届かぬ場所で抱だき寄せようとした。

「ちょっと!?　やめて、こんな場所でなにするつもり？」

　ぎょっとする佳乃子に、冬馬の眉まゆがひょいと持ち上げられる。

《　そなた、自分の立場を理解しておるのか？　》

「立場……私のって、どういう……」

　つぶやく佳乃子に、九尾は小こ馬ば鹿かにしたようにため息をつく。

《　ふっ……やれ、のんきな小こ娘むすめだ。そなたは『贄にえの乙女おとめ』の血筋だと聞かされたであろう。だからこそ、香かおりを隠さねばならぬ。この近くでも小者の臭においがしているからな　》

　その言葉に、以前から冬馬や他ほかの人にも言われていた、己おのれの香りというものを佳乃子は意識する。

　自分ではまるでわからないのだが、悪魔であるライズワルドや、赤枝家の兄弟のような物の怪け憑つきの人たちには感じ取れるようだった。

「でも、そんなこといっても……どうやって」

　つい気になって自分の手の甲こうを嗅かいでしまった佳乃子に、九尾は笑えみを浮うかべてその手首をぎゅっとつかんだ。

　そのまま構内の柱の陰かげに佳乃子の背を押しつけ、逃にげられないようにしてしまう。

《　なに、簡単なことよ。そなたに我の妖よう力りよくで印をつけることで覆おおってしまえばよい。無論、そう長い時間効果があるものではないが──　》

　そう口にした九尾と距きよ離りが縮まり、冬馬の唇くちびるが迫せまってくる状況に、なにをするつもりなのか察して佳乃子は慌あわてた。

「ちょっ、待って。冬馬さんの意思は!?　それより、なにより私の気持ちはどうなるのよ！」

《　なに、減るものでなし。騒さわぐでない　》

「へ、減る！　色々減るからやめて[image: ][image: ]」

　必死に抵てい抗こうする佳乃子の耳元で、九尾がさらにつぶやく。

《　いいのか、そなたが抵抗すれば、いずれ周囲の者の目をひくぞ　》

　佳乃子ははっと顔をあげた。

　いまだ物陰でくっついている男女ふたりに、周囲は冷ややかに通り過ぎて行くだけだが、これが無む理り矢や理りに女性が迫られているとなれば状況は変わってくるだろう。

　もし助けに入られたりすれば、注目を集めてしまう。

　しかも九尾は魔ま物ものの臭いがすると口にしているのだ。自分の香りのせいだとすれば、対処が必要だろう。

「えーと、えぇえとね。じゃあ……あの、口だけはやめて。それと一瞬で終わらせて！」

《　ふん、文句と注文の多い小娘だな……　》

　いかにも面めん倒どうそうに九尾にため息をつかれ、肩をぐいと引き寄せられると、佳乃子は恐きよう怖ふのあまり眉を寄せて目をつぶってしまう。

　ふっと顔の前に近づく気配があったかと思うと、温かいものが額に触ふれた。

　びくっと佳乃子が体をすくませると、そのまま両のまぶたや頰ほおに次々と唇が落とされる。

　まさかこのまま口づけられてしまわないだろうかと身構えると、くすっと笑われた気配がして額を指で押された。
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《　まさに小娘じゃな。まったく手のかかる、いまはこれで勘かん弁べんしてやろう。無論、本気で我がものとなるというならば、そなたを抱だいてしまうのも簡単な方法なのじゃが　》

「……い、いえいえいえ……！　それは、ものすごく遠えん慮りよしておきます！」

　慌てて後ずさる佳乃子に、普段の冬馬からは想像もつかない艶つやのある笑みを浮かべ、九尾はそのまま歩き出した。

　──いまのって……単にからかわれただけよね？　でも、ほんとにこれで香りがわからなくなったのかしら？

　それを確かめるすべもないまま、佳乃子は慌てて冬馬の背中を追った。

「待って。あなたが先に行ったって、どの列車に乗るかもわからないでしょう！」

　まったくもう、と佳乃子は九尾の腕うでを引き、目当ての列車を探すと乗りこんだ。

　佳乃子が持ってきた荷物を荷に棚だなに載のせようとすると、背後から冬馬の腕が伸のびて持ち上げてくれた。

「あ、ありがとう」

　振ふり返ると、九尾は返事をせずに少し足あし下もとをふらつかせて席につく。

　座席に座るとめまいを覚えたのか、額を押さえるのがわかり心配になった。

「九尾？　それとも……冬馬さん？　具合が悪いの？」

　すると額を押さえた手の隙すき間まから、のぞいた瞳ひとみは潤うるんだような黒い色だ。

　──冬馬さんだ。酔よいが醒さめてきて意識が戻ったとか？

「待ってて、すぐに売店でお茶を買ってくるから」

　佳乃子が売店でお茶を手にして座席に戻ると、ちょうど列車が動き出した。

　冬馬はただ黙だまって窓の外をじっと見つめている。

「……ごめんなさい。冬馬さんの意見も聞かずに、勝手に連れてきてしまって」

　理津の発案だったとはいえ、思えばこれからしばらく冬馬とふたりきりなのだ。

　それでも黙っている冬馬に、やはり怒おこっているのだろうかと不安になり顔色をうかがう。

　思っていた以上にぐったりした冬馬のようすを見ると、どうやらそうとう酒が合わなかったらしい。

　──これは、怒っているっていうより、本当に具合が悪いのかしら。

「冬馬さん……あの、これを飲んで。少し眠ねむったほうがいいかも……」

　佳乃子は冬馬にお茶を渡わたすと、ふたりで並んで座りようやく一息ついた。

　暗い窓に映る冬馬の白い横顔を眺め、隣となりにいられることにほっとする。

「君が、僕のことをすごく心配してくれてるのは知ってる」

　冬馬はぽつりとつぶやいたあと、それを嫌いやだとも嬉うれしいとも言わないまま、すうっと寝ね入いってしまった。

　佳乃子は仕方なくバスケットを開き、持たされたサンドイッチをひとりで頰ほお張ばる。

　夏祈が持たせてくれただけに、挟はさまれたハムには香こう辛しん料りようがふられ、かなり本格的な味わいがした。

「あ、苺いちごまで入ってる。冬馬さんにとっておこう」

　佳乃子がバスケットを閉じると、ちょうど冬馬の頭がことんと肩かたにもたれかかってきた。

　どきっとするほど間近にある白いまぶた、頰ほお骨ぼねには長いまつげの影かげが落ちている。

　ひどく疲つかれて思い詰つめていたのだとわかる憔しよう悴すいぶりに、佳乃子の胸は痛んだ。

　佳乃子は冬馬の手をそっと握にぎると、うとうとと睡すい魔まに襲おそわれ、いつの間にか意識が眠りに落ちていった。




　とろりと意識が溶とけ出す心ここ地ちよさのなか、閉じた眼まな裏うらが白く明るく変化する。

　どこか見覚えのある眺めに、佳乃子はうっすら思い出した。

　──これ、ついこないだ夢で見たばかりの雪景色みたい……。そうだ、あの夢……。

　黒くろ髪かみの女性は、顔も覚えていない母親ではなかったかと、夢のなかで夢の記き憶おくが巻き戻る、奇き妙みような感覚を味わう。

《　待て、お前。知流花……　》

　物音が吸いこまれてしまいそうな、吹雪ふぶくなか、覚えのある声が母の名を呼んでいるのだと気づいて佳乃子ははっとする。

　──やっぱり、九尾。

　確信すると同時に、あたりにふわっと金こん色じきの光が広がった。

　それは佳乃子がはじめて目にする、冬馬の姿を借りていない九尾そのものの姿だ。

　不定形な光が形をとり、白銀の雪のなかに巨きよ大だいな狼おおかみほどもある四し肢しで宙に浮いている。

　その背には、まるで後光がさすかのごとく、九つの長い尾おが炎ほのおのように揺ゆれていた。

　──九尾と……母さん!?　まさかこれって……。

　これはまるで、法師の藍恵に聞かされた話の光景そのものだ。

　いまになって夢に見るほど、自分は母の過去に衝しよう撃げきを受けていたのだろうかと考えたが、思わぬ言葉が聞こえて意識がそれる。

「…………だめね、全く。本当にこうも力がなくなると、このぐらいの悪あく魔ま……道連れにしてやれると思ったのに」

　やや高い澄すんだ声は、勝ち気そうでいて悔くやしげだ。

《　無理だ。いまのお前の体に悪魔を取りこむなど　》

　その言葉に、九尾を見上げようと顔をあげた母の面おも立だちは、いまの佳乃子と変わらぬ年頃ごろのように見えた。

　雪のなかに溶けてしまいそうな白い肌はだ。

　黒い瞳は野生の鹿しかを思わせる澄んだ輝かがやきがあり、細い首も肩も、とても子供を持つ母親とは思えない。

「だいたい、あなたがしくじるから、私が出てくるはめになるんじゃないの。契けい約やくまでしたって景護から聞いたのに、まったく九尾だなんて名前ばかりの見かけ倒だおしね……」

　外見からは想像できないきつい口調で、ずけずけと九尾を罵ば倒とうした知流花は、咳せきこんで身を折ったかと思うと、再び唇くちびるから血を滴したたらせた。

《　お前という女は……仕方がないだろう。異国の奴やつらは、逃にげ足ばかり速い卑ひ怯きようもので調子が狂くるった……我もお前の力を借りるほどには落ちぶれてなどおらぬ。とっととその悪魔を解放──　》

「……無理よ」

　九尾の声を遮さえぎって答えた知流花は、大きく首を振った。

　血に濡ぬれた唇で、したたかに微笑ほほえむ。

「いま、悪魔は私をむしばんでる。本来ならこのまますぐに消しよう滅めつさせるのだけど、いまの私じゃ力不足ね……それにこいつを解放したところで、あなたに勝負がつけられるとは思えない」

《　己の力不足をわかっているなら、なおのこと放ほうり出せ　》

「いやよ」

《　知流花……死ぬつもりか？　》

「だって、これ以上悪魔なんかにのさばられると困るのよ。私が結界のために社に縛しばられたように、今度はあの子が犠ぎ牲せいになるかもしれない。それに、惚司さんにもこれ以上迷めい惑わくかけたくないの」

　惚司さん、と口にするときだけ、知流花はまるで少女のように頰を赤らめた。

　だがすぐに厳しい表情を取り戻もどし、知流花は九尾をにらみつける。

「でもいまなら悪魔を私の体に閉じこめた状態に……あなたの力があれば勝算はある」

　知流花はふらりと上体を起こすと、九尾の前に白い喉のどをさらした。

《　本気か？　》

「いつだって、本気よ。あの人を好きになって、私はお役目から逃げた。罪悪感はあっても後こう悔かいはしてないの。あの子を……佳乃子を愛してる。勝手なものだけど、いまこのときだけは『贄にえの乙女おとめ』の力が欲しいってこんなに思うのに……」

　そう口にして、知流花は心底悔しそうに顔を歪ゆがめたかと思うと、すぐに幸福そうにくしゃりと笑った。

「でも、惚司さんや佳乃子に出会わなかったら、こんな気持ちは永遠にわからなかった」

《　愚おろかな女だ……　》

　知流花の言葉に九尾がつぶやくと、その体がまとう光が強く色を増す。

「さぁ、あなたの望みを果たして」

　吹雪が一いつ瞬しゆん放射状に散らされると、そこに巨大な姿の狐きつねの輪りん郭かくがあらわれる。

　ひゅんと風が鳴って雪が光ると、軌き跡せきをなぞるように雪せつ片ぺんがうねりを見せた。

　次の瞬しゆん間かんには、パッと血がしぶき、知流花の体が軽々と宙に飛ばされる。

　降りしきる雪で境目はわからなかったが、突とつ如じよ知流花の体は視界から消えたかと思うと、遠くで水音があがった。

　これほどの雪でも凍こおらない、川か滝たきがあるようだ。

　返り血を浴びて、九尾の放っていた光がみる間に薄うすれる。

　そこへ矢のように錫杖が飛び、雪原に突つき刺ささった。

「知流花様っ……！　この魔ま物もの風ふ情ぜいが!!」

　雪に足を取られながら、走ってくる人物が誰だれなのか佳乃子は知っていた。

　法師姿の青年は、雪から引き抜ぬいた錫杖を鋭するどく振ふり構える。

　だが、すでに九尾の姿は実体を失い、力を放出したときとは逆に、雪がうずまき霧きりのようにおぼろげになっていく。

　変化した光が凝ぎよう縮しゆくすると、細く形を変え彼方かなたへと飛び去る。

　まばゆい光は、真昼の流星のように尾を引き空を横切ると明めい滅めつして消えた。

　そして、いままで顔も知らぬままだった母の言葉を、佳乃子は繰くり返し胸に焼きつける。

　──私のこと、『愛してる』って母さんはいった……。それと、あの男の人はきっと藍恵法師ね……。いまの場面だけ見れば、一方的に九尾が母さんを攻こう撃げきしたみたいに思えるかも……。

　思考が混乱するなか、佳乃子の視界もぼやけていく。

　赤枝景護が九尾と交かわした契約は、帝てい都とに入りこんだ悪魔を消滅させるためのものだった。

　だが九尾は思いのほか苦戦したのだろう。

　悪魔にとどめを刺し切れぬまま追走劇となった。そして佳乃子の母である知流花は『贄の乙女』の力を使い、身を挺ていして悪魔を葬ほうむろうとしたのだ。

　いきさつを知ったいまなら、佳乃子にも母の気持ちがわかる気がする。

　自分の務めから逃げたことと向き合い、なにより愛する夫と我が子のために、責務を果たそうと決めたのだ。

　──九尾は矜きよう持じが高いから、自分がしくじった過去を知られたくなかったのかも。だから、母さんを殺したと誤解されても弁明しなかったんだわ。

　ぐるぐると考えめぐらすうちに、佳乃子はぐらりとめまいを覚え、意識が浮うき上がるのを感じた。

　するとガタン、と列車が大きく揺れて、はっと身を起こす。

「冬馬さん……！」

　慌あわててぎゅっと握にぎった手のなかに、確かな感かん触しよくとぬくもりがあって、佳乃子はすぐに真横を見た。

　きょとんとこちらを見つめ返す黒い瞳ひとみが、やわらかく細められる。

「大だい丈じよう夫ぶ、ここまできたんだ。逃げたりしないよ」

　くすっと冬馬に笑われて、佳乃子は赤面してしまった。

　言われた通り、冬馬が自分から離はなれてどこかへいってしまうという恐きよう怖ふがあったのだ。

　互たがいに手を触ふれたまま黙だまっていると、列車の規則的な音が体に響ひびいて心ここ地ちいい。

　そっと冬馬のようすをうかがう。夜空が広がる窓の外を見つめる視線が、とても遠くにあるようで、佳乃子は不安にかられた。

　その気配に気づいたのか、冬馬は振り返って口をひらく。

「佳乃子さんさっきはよく眠ねむってた。この列車に乗るまで、無理してたんだね」

　寝ね顔がおを見られていたのかと思うと恥はずかしくなったが、確かにしばらくは冬馬のことが気がかりで、赤枝の家でもよく眠れていなかったのだ。

「……本当のことなのかどうかわからないけど。不思議な夢をみたの」

　佳乃子が先ほどまで見ていた夢のことを口にすると、冬馬はわずかにうなずいた。

「僕もついさっきまで、同じ夢を見てた。女の人が出てきて……たぶん、九尾が答えてくれたんだろうけど」

「九尾が、答えるって……？」

　尋たずねる佳乃子に、冬馬はややためらって教えてくれた。

「僕は、九尾と話をする必要があるときは、鏡を使うことが多いんだ。昨夜佳乃子さんが部屋にきてくれたときがその途と中ちゆうで……知流花さんとの過去のいきさつを聞こうとしていたから、夢で答えを見せたのかもしれない」

　どうやら佳乃子は、冬馬と九尾のやりとりを中断させてしまっていたらしい。

　だがそれを自分にも夢で見せたのだとすれば、九尾の意志で伝えてくれたのだろう。

「あの夢……九尾は母さんを殺したんじゃなかった。九尾は母さんが捕とらえていた悪あく魔まを仕留めようとしたのね。でも黙ってたのって──」

　冬馬にも、やはり九尾の心情は察せられたらしい。

「知流花さんの手を借りた自分が、かっこ悪いと思ってるんだろ。普ふ段だん偉えらそうにしてるから」

　呆あきれた冬馬の口調に、つい佳乃子もつられて笑う。

「ほんと、普段あれだけ自信家なのに……意外と小心者っていうか」

　真実がわかり、佳乃子は少し気持ちが軽くなったが、冬馬は変わらず厳しい表情を浮かべていた。

「九尾のことはわかったけど……でもここ数日、考えてたことがある。父が帰ってきて特務省が動きだせば、佳乃子さんが巻きこまれてしまうんじゃないかって」

　思い詰つめたように伏ふせられた瞳に、佳乃子は胸が痛んだ。

「わざわざ今年の春に、佳乃子さんや惚司さんを赤枝家に呼び寄せたのは、帝都の結界のために利用するつもりがあったんじゃないかって」

「……それは、私の母さんが『贄の乙女』だと知っていたから、娘むすめの私をってこと？」

　自分にもまた、なんらかの役割が求められていたのだろうかと、佳乃子は帝都にきてからを振り返る。

「だから、いまは君が帝都にいないほうが安全かもしれないんだ」

　いま列車に乗っているのは、あくまで佳乃子のことを思って決めたという口調だったが、それでも冬馬が帝都を離れることに同意してくれたのは嬉うれしかった。

　やがて列車は小田原に無事到とう着ちやくした。

　冬馬が荷物を持ってくれ、すっかり暗くなったホームにふたりで降り立つ。

　平日の夜に、小田原駅に降り立つひとがまばらなせいか、佳乃子たちにちらちらと視線を送る者もいた。

「冬馬さん、こっち。迎むかえの車がくるはずだって理津さんが……」

　佳乃子が戸と惑まどって方向を確かく認にんしようとすると、冬馬がすっと手を引いてくれた。

「こっちだよ」

　冬馬は迷うことなく先に立って歩き出す。

「冬馬さん、このあたりにきたことがあるの？」

「あぁ、小さい頃ころには年に数回かな。理津の家が箱根に避ひ暑しよ地を持ってるから……預けられていたことがあるんだ」

　──避暑、とかそんな話を聞くと、やっぱり冬馬さんとか理津さんとは、住む世界が違ちがうなぁって思っちゃう。

　わずかに気き後おくれしながら改札をくぐり、やや開けた場所に出る。

　どうやらそこは乗り合いのバスや、宿からくる迎えの車が駐ちゆう車しやできるスペースのようだ。

　佳乃子は目印に持っているよう言われた、和歌が書かれた扇せん子すを手にして広げる。

　すると暗がりから、袴はかま姿すがたのかっぷくのいい男性がひとり近づいてきた。

「……失礼、羽はね原はら様でしょうか？」

「はい。風戸さんからご紹しよう介かいをいただきました」

　佳乃子がそう口にすると、男性は黙って車へと案内してくれる。

　荷物とふたりを積みこむと、車はそのまま走り出した。

「風戸様からは、おふたりについて詮せん索さくされぬようにとうかがっております……つまり、訳ありですな？」

　運転席の男は意識をこちらに向けたようすであり、その口調はなにやら誤解を含ふくんでいるように思える。

「えっ……と、訳ありというか……その」

「ほかならぬ風戸様の頼たのみです、無理にお話し頂く必要はございません。おふたりが道ならぬ恋こいなのか、愛の逃とう避ひ行こうでもようございます。ただ流行歌のように、早まった真似まねだけはしないようお願い申しあげます」

　思いもしない心しん中じゆう疑ぎ惑わくを向けられて、佳乃子は大おお慌あわてで否定した。

「……もちろんですっ！　というか、そんなんじゃないですから！」

　このところ帝都で流行はやりの映画では、『シネマを見るか、お茶を飲むか、いっそ小お田だ急きゆうで逃にげようか』などという流行歌が、男女の駆かけ落ちに似合うと歌われているのだ。

　年若い男女が思い詰めた顔つきで、奇き妙みような時間にあらわれただけに、宿の者も怪あやしんでいるのだろう。

　そもそも理津が秘ひ密みつ裏りに宿を押さえるために、自分たちのことをどう伝えているのかわからず佳乃子は戸惑う。

　車は小田原から箱根に到着すると山道をあがり、かなり急にくねった道を進んでいく。

　佳乃子は箱根にくるのははじめてだったが、さすがにこの時間では外の景色も眺ながめられない。

　複雑な夜道は、不安な自分の心そのものに思えたが、到着した旅館の立派さに圧あつ倒とうされてしまった。

　巨きよ大だいな木の柱で作られた四し脚きやく門が構えられた、切妻造りの立派な日本家屋だ。

　繊せん細さいな造りの格こう子し戸どは黒を基調に、落ち着いて品のある趣おもむきである。

　静まり返った庭園の砂じや利りを踏ふんで進むと、周囲はしっかりと竹たけ垣がきに囲まれており、外から人に見られることもない。

　あまり人目に触れず、ゆっくりとくつろぎたい人間が利用する場所のようだ。

　建物のなかへ通されると、すでに理津が話を通してあるからか、宿しゆく泊はく台帳に記入することもなく部屋へ案内される。

　木目の明るい客室は、ふたり部屋とは思えない広さがあり、ふた間つづきの立派なものだ。

　手入れの行き届いた畳たたみに障子、置かれている調度品も特別にあつらえられたものだとわかる。

　案内してくれた仲居はさまざまな客への対応を心得ているのか詮索することもなく、「お食事はいかがなさいますか？」とだけ笑え顔がおで尋ねた。

　すでに列車で食べてきた佳乃子は、冬馬の空腹が気になった。

「僕はいいよ、佳乃子さんが食べられそうなら──」

「うぅん。私もお腹なかは空いてないから。すみません、では明日の朝食をお願いします」

　そう伝えると、仲居は「ごゆっくりお休みください」とだけ告げて退室し、部屋にふたりきりになった。

　しん、と部屋が静まりかえると、どことなく気づまりになり、佳乃子は机に用意されていた茶器に触れ支し度たくを始める。

　部屋には木き肌はだの良い香かおりがしており、そこにお茶の香りが漂ただよいだすと、佳乃子はほっと息をついた。

「あの、そんな場合じゃないってわかってるけど、こんな旅館はじめてだから、なんだか緊きん張ちようしちゃう」

　冬馬は手て渡わたされた茶ちや碗わんに口をつけて、やはり同じように表情をゆるませた。

「……そうか、佳乃子さん箱根ははじめてなんだよね。明日には案内するよ。確か近くに公園があるんだ」

「うん」

　答えて、ふと心のなかに不安が浮うかぶ。

　今いま頃ごろ帝てい都との赤枝家では、かなりの騒そう動どうになっているだろう。

　──父さんと深左緒さん、ごめんなさい。でも、いまはやっぱり冬馬さんと話をするべきだって思うから。

　日ひ頃ごろ世話になっている人たちを、心配させていると思えば気持ちが沈しずんだが、この先を後こう悔かいしないためにここまできたのだ。

「そうだ、佳乃子さん。お風ふ呂ろにいってきなよ。ここは温泉なんだから」

　突とつ然ぜん思い出したように冬馬に言われて、佳乃子は自分たちが訪おとずれているのが、本来なら余よ暇かを楽しむための場所であることを思い出す。

　──そ、そうよね。箱根なんていえば、もう週末ごとに人でいっぱいになるって聞いてるもの。温泉に入れるなんて、嬉しいけど……なんだかおかしな感じ。

　列車に乗っている間は、冬馬の気持ちを変えなくてはとばかり思い詰めていたが、これでは本当に旅行のようだ。

　苦笑したものの佳乃子は勧すすめられるまま、浴衣ゆかたと丹たん前ぜんを手にすると温泉へと向かうことにした。
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　一方、男湯に入った冬馬は、体を清めたあと、思い切り冷えた水を桶おけでかぶった。

　寒さにぶるっと背をふるわせて、目の前にある鏡をのぞきこんだあとガクリとうなだれる。

「……理津、ほんとになんてことしてくれるんだ」

　今日は帰宅の途と中ちゆうに、突然夏祈の店に寄るように言われたのだ。

　特務省でライズワルドの捜そう査さが進んだのかもしれないと考えて、冬馬はすぐに同意した。

　店に入ると、珍めずらしく夏祈が姿を見せ、あまり飲み慣れない味の紅茶を出されたことは覚えている。

　紅茶のカップを載のせた盆ぼんを手にした夏祈が、自らテーブルにきたかと思うと、ふんぞり返って告げられた。

「わざわざ僕がブレンドした特別な紅茶を、お前のために淹いれてやったぞ」

　確かにこんなに珍しいことはない。

　常々から飲み物に砂糖を入れすぎる冬馬の（九尾の）癖くせがでるのを嫌きらって、普ふ段だんの夏祈はテーブルに近づきもしないのだ。

「でも……これ、なんか──」

「いい香りだろう。これは特注の、非常に稀き少しようなシロップがどーんと入れてある新メニューだ。なに、遠えん慮りよなどいらない。お代は風戸が持つそうだ」

　決して好意で振ふる舞まわれるのではないようだが、夏祈の見た目だけはやわらかな笑顔の凄すごみを知っているだけに、冬馬は黙だまって口をつけた。

　かなりきついアルコールの香りが鼻を刺さすが、夏祈の瞳ひとみには飲み干すまでは許さんという眼光がある。

　冬馬は喉のどがひりひりするのを必死に堪こらえて、なんとか飲みきった。

「だいたい、夏祈兄さんと理津の間で、なにか通じ合ってるなんてこと自体が異常だっていうのに、怖こわいから……飲んでしまった……」

　紅茶のカップを空けてしまってから、すぐに頭の芯しんがぼうっとし始めた。

　理津となにかを言い争ったような気もするが記き憶おくはおぼろげだ。

　なんとなくわかってはいる。佳乃子を遠ざけ、ひたすら父親の帰りを気にする自分の姿に、理津がしびれを切らし苛いら立だっているのは感じていた。

　だが特務省に籍せきを置く理津が、こうして自分を帝てい都とから遠ざけてしまうなど、事実が明るみに出れば大問題である。

　このところ、自分でもふさぎこんで見えるだろうという自覚はあった。

　それでも悲ひ愴そうにまでなっているつもりはなかったのだ。

　──昔からわかっていたことだ。帝都に兄さんたちと集められて、父さんが姿を消してしまった日から、いずれこうなるはずだって、覚かく悟ごしてるつもりだった。

　幼い頃ころは九尾の気配に怯おびえ、自らの境きよう遇ぐうもすべては父親のせいなのだと、恨うらめしく思ったこともある。

　それでも再び兄弟たちと引き合わされたことで、少しずつ気持ちの整理がついてきた。

　父の景護が戻もどってくれば、自分が結界に関かかわることは予想通りのことだった。

　だが、思わぬ事態が起きた。

　冬馬の日常にいなかったはずの、佳乃子があらわれたからだ。

　彼女と再会してから流れた日々が、自分を変えてしまったのかもしれない。

　だからこそ、いまの自分は戸と惑まどってしまっている。

　──前は、兄さんたちの……誰だれにどう思われてるとか、気にしたりしなかったのに。

　佳乃子がきてから、赤枝家のなかの空気はあきらかに変化した。

　佳乃子の母親と、九尾の過去の因いん縁ねんについては、すでに列車のなかで誤解が解けたが、いま冬馬にとって気がかりなのは、父親の景護のことだ。

　物思いにふけりつつ湯船に浸つかると、時間が遅おそいせいか湯殿にひと気がなくほっとする。

　もともと胸むな元もとに走る傷が目立つせいもあり、人前で肌はだを見せるのは気き兼がねしてしまうのだ。

　いまや四本の大きな傷が、胸を斜ななめに走っている。

　巨大な獣けものの爪つめでえぐられたような傷は、目にすれば熊くまや虎とらにでも襲おそわれたように映るだろう。

「父さんは……どういうつもりで佳乃子さんを呼んだのか」

　つぶやいても答えは見えない。

　ただ、予感だけはあった。

　冬馬に異母兄たちと暮らすように告げ、同居を強要した景護。

　日頃ほとんど交流のなかった兄弟たちは、いまではそれなりに親しみを持っている。

　──父さんは気づいている。僕になにを与あたえれば、効果的に結界が作れるのか。九尾の力を使うために、必要なものがなんなのか……。

　景護の考えを想像し辿たどることで、冬馬は思いのほか自分が父親を残ざん酷こくな人間だと思っていることを知った。

　それを憎にくく思うわけではない。

　ただ、知っているのだ。

　わずかな時間だが、赤枝景護という人物と接してきて、彼が目的のためになにを成し得る人物なのかということを。

　──でも、佳乃子さんを傷つけるような真似まねだけは許さない。

　考えこみすぎて湯あたりする前にと、冬馬は早めに風呂を出た。

　濡ぬれた髪かみをふき、廊ろう下かを歩いて部屋まで戻ると、まだ佳乃子は戻っていないようだ。

「ふぅ」

　思わず漏もれるため息に、いったい何度目なのかと冬馬は苦く笑しようする。部屋に戻って衣い桁こうを探して、閉められていたふすまを開けた。

「うぐっ…………！」

　目の前に広がる光景に衝しよう撃げきを受けて冬馬は後ずさる。

　思わぬ眺ながめに、手にしていた手ぬぐいと着き替がえを床ゆかに落としてしまった。

　そこにはぴっちり並べて敷しかれた布団ふとんが二組。

　壁かべ際ぎわにほんのり灯された凝こった竹細工の行灯あんどんが、妖あやしく照らし出している。

　激しく動どう揺ようしていた冬馬は、背後から「冬馬さん？」と声をかけられて、飛び上がるほど驚おどろいた。

　パシン！　ととっさにふすまを閉めてしまったが、滑すべりがよすぎてぶつかった戸口がいくらか開いてしまう。

「早かったのね？　どうしたの……手ぬぐいを乾かわかしてしまいたいのだけど」

　佳乃子も同じことを考えたようで、「え、あの……そこは」と口ごもる冬馬の脇わきにすっと身を寄せるとふすまの向こうをのぞきこむ。

　すると明らかに、佳乃子の肩かたにぐっと力がこもり動きが止まった。

　おそるおそる振り返って冬馬と目が合うと、もとからほんのり桜のように染まっていた頰ほおが目元まで赤くなる。

「そ、そっか。そうよね。一いつ緒しよに旅館に泊とまるのに同じ部屋だから」

　男女が同じ部屋を取る以上、旅館の人間は当然のこととして支し度たくをしてくれただけだ。

「僕も少し驚いたけど……すぐに布団を一組こっちへ移すよ」

　冬馬は落とした手ぬぐいや衣類を慌あわてて拾うと、鞄かばんのそばへ放ほうってしまい布団へと近づく。

「あの……っ！」

　突とつ如じよ佳乃子が大きな声を出したので、冬馬はびくっと動きを止めた。

「な、なに……かな」

　すると佳乃子はややうつむきがちに、耳まで赤くして口をひらく。

「そのままのほうが、いいかも……」

　自分が口にしている言葉の意味が分かっているのだろうか。

　冬馬が言葉に詰つまっていると、佳乃子は必死にあとをつづける。

「その……ね。旅館の人は、私たちのこと駆かけ落ちじゃないかって疑ってるみたいだから、いっそ誤解しておいてもらえば、特務省にも見つかりにくいと思うの」
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「そうか……そうだね。特務省が……確かに場合によっては、追っ手がかかるかもしれないけど、うん。そうか」

　一いつ瞬しゆん勘かん違ちがいしかけた己おのれを恥はじつつ、冬馬はもっともだとうなずいてみせる。

「それに冬馬さん、子供の頃はこのあたりにきていたんでしょう？　冬馬さんの話がもっと色々聞きたいの」

　幼い頃、互いに離はなれてしまってからの時間を埋うめたいのだと佳乃子の声で気づく。

　思った以上に欲よくばりな自分に気づいた冬馬は、苦笑いで畳たたみの上に寝ねころんだ。

　明るい楢なら材の天てん井じようを見上げると、ようやく心が少しゆるんだ気がする。

「そうだね、明日あしたは学校もないんだし、少し夜よ更ふかししようか」

　行ぎよう儀ぎが悪いのは承知でころりと寝ね返がえりを打つと、佳乃子がまだ少し赤い頰のまま、嬉うれしそうにうなずく。

　その笑え顔がおのやわらかさに、胸の奥深くがツキンと痛んだ。

　なににも代え難がたい、幸福な気持ちが満ちていくのを感じて、冬馬はここへきて良かったのだと思えた。

　ふたりでお茶を飲んで話すのは、赤枝家でもよくある光景だったというのに、なぜかいまは常にはない緊きん張ちようがある。

「あの……ごめんなさい」

「佳乃子さん？」

「箱根にくることになったのは、私が理津さんに相談したからなの。計画は理津さんが立てていたんだけれど、まさか九尾を呼び出して待ってるなんて思わなくて」

　改めて佳乃子に謝罪され、夏祈の店であったことを聞くと、だいたい自分の想像通りだったことが確かく認にんできた。

「そうじゃないかと思ったけど……理津が九尾を呼び出すなんて……」

　冬馬と九尾の契けい約やくの件を知る理津は、九尾の存在を決して快く思っていないのだ。

　それだけ理津も佳乃子も、自分を説得するのに必死になってくれているのだと、強い気持ちが伝わってくる。

　だがいまはまだ、冬馬もなにが正しいのかわからないままだ。

「気にしてないよ。文句なら理津にいうからいい」

　冬馬は笑ってそう告げると、この数日、佳乃子と離れていた間に流れた時間を埋めるように、ぽつぽつと話しだした。

　自分が言葉を口にすると、佳乃子の表情がくるくると変わるのが嬉しい。

　かなり夜が更ふけてきて、佳乃子のまぶたがほんのり重たそうになった。

「佳乃子さん、もう眠ねむったほうがいい。明日は近くを散策するんだろう？」

「……うん、そうね。じゃあ、冬馬さんも」

　ふらりと立ち上がると、佳乃子は無防備に冬馬を手招く。

　部屋の明かりを落として、行灯の薄うす暗ぐらい輝かがやきだけになると、それぞれ布団に入った。

　佳乃子と並んで横たわるなど、眠れるはずがないと思っていたが、温泉の湯で温まったせいか、思ったより早く眠ねむ気けが訪おとずれる。

「冬馬さん？」

　隣となりにいる佳乃子に、小さく名前を呼ばれた気がした。

　昼間から酒を盛られたり、九尾に意識をのっとられたりしたせいか、体がひどく重たい。

　疲ひ労ろう感かんに襲われた冬馬は、瞬またたく間に眠りに落ちていった。







「冬馬さん、可哀かわい想そうに」

　自分に呼びかける声は楚そ々そとして、[image: ]もろくやわらかな響ひびきがある。

　それが母の千ち鶴づ子この声だとわかるが、冬馬はまぶたが熱くて開けられない。

　二歳を過ぎた頃ころ、ひどい熱に浮うかされたことがあった。

　本来なら自分の足で歩き回り、ときに悪戯いたずらもする子供らしい盛りだ。

　しかし突とつ如じよ高熱を出して倒たおれてから、三日を過ぎても熱がさがらず、しょっちゅう母の千鶴子がようすを見にあらわれる。

　診しん察さつにあらわれた医師たちも、原因がわからないと首を傾かしげるばかりだった。

　母の千鶴子は平素から、明けても暮れても我が子にばかりかまけていたので、この事態にひどく心を痛めてしまったようだ。

「冬馬さん、大だい丈じよう夫ぶよ。私がいますから、すぐに良くなるわ。私が……私だけが貴方あなたを愛しているのですから」

　華か族ぞくの令れい嬢じようにふさわしい華はなやかな容よう貌ぼうが自じ慢まんだった千鶴子は、いまや頰がそげてきてしまい目ばかりが大きくきらめいて、どこか病的な麗うるわしさが増していた。

　病びよう床しようの我が子を思うあまり、ここ数日ほとんど眠れていないのだ。

　幼い頃から千鶴子についていた乳母も、赤枝家に嫁とつぐおりに同行し、主人の体調はもとより、危あやうい心の均きん衡こうに日々気をくばっている。

「お嬢じよう様さま、坊ぼつちゃんは先生が診みてくださいます」

　嫁ぎ先に入ったいまも、主あるじを「お嬢様」と呼び気づかいながら、千鶴子をなだめるように部屋から連れ出す。

　残された冬馬は、ただじっと浅い呼吸を繰くり返して、熱い息をついていた。

　ただ朦もう朧ろうとする意識のなか、大きく威い圧あつ感かんに満ちたなにかが自分に近づいてくる。

　幼いながらに、本能的な恐きよう怖ふを感じて冬馬は声も出せなかった。

　覚えているのは、熱が下がってからのことだけだ。

　広い座ざ敷しきにぽつんと寝かされていた冬馬は、開いた障子の向こうに母の姿を見つけて嬉しくなる。

　近づいてくる母に手を伸のばすと、畳に膝ひざをついた千鶴子ははっと目を見開いた。

「冬馬さん……貴方──」

　千鶴子の目が驚おどろきと恐怖で揺ゆれている。

　伸ばした冬馬の手は宙に浮いたまま、母にはたかれてしまった。

　そのままよろけて布団ふとんに転がる我が子に、千鶴子は忌いまわしいものがそこにいるというように身を遠ざける。

　それ以来、母の情じよう緒ちよ不安定はさらに悪化の一いつ途とを辿たどった。

　冬馬が五歳になった頃。唐突に部屋を訪れた母に部屋から連れだされたかと思うと、雪の積もった本ほん邸ていの庭を引きずっていかれた。

　母、千鶴子の姿は異様だった。牡ぼ丹たんや小鳥をあしらった正しよう絹けんの着物は帯がゆるみ、裾すそは乱れ、履はき物はとうに脱ぬげている。

　束そく髪はつがほつれかかった白い顔は、どこか鬼き気き迫せまって青ざめており、唇くちびるは厳しく引き結ばれていた。右手をきつく握にぎられて、冬馬はあらがうことができない。

「や……やめて、母様。お願い……っ」

　大人の歩調に合わせきれず、雪の上を倒れたまま引きずられる。

　雪のなかで足を踏ふん張った冬馬を振ふり返った千鶴子は、我が子の顔をみるなり「ひっ」と声を引きつらせて手を振りはらった。

　後ずさり、怯おびえるように距きよ離りをとると唇を震ふるわせる。

「また……またお前なのね。悪あく魔ま……気味の悪い化け物……」

　ぶつぶつとつぶやきながら、千鶴子は冬馬を雪の上に押さえつけた。

「母様？　やめてくださ……い、僕は──」

　薄うすい体にのりあげるようにされると、胸が詰つまり息ができなくなる。

　冬馬が苦しさにもがくと、その表情をみた母親はさらに形相を険しくする。

「その金色の右目、まるで化け物の証しるしじゃない……。何度いったらわかるの、冬馬さんを……私の冬馬を返してっ!!」

　右目をひっかかれそうになり、冬馬は反射的に顔を背そむける。

　爪つめをくいこませながら、喉のど元もとにぐっと重みをかけられ、さらに息を詰まらせた。

　吐はき気と頭痛、胸の苦しさに空気を求めて手を振り回し、ぎゅっとまぶたを閉じる。

　空には雲があるものの、雪が反射してあたりは明るい。

　気が遠のくような苦しさに、体の奥底から《　契約を交かわすなら助けてやろうぞ　》とわき上がる声が響いた。

　それは決して穏やかな気配ではなかったが、冬馬は苦しさから逃のがれたくて、死にものぐるいでうなずく。

　すると、閉じた眼まな裏うらの白さが、一いつ瞬しゆんにして真しん紅くに染まった。

　頭上で甲かん高だかく耳みみ障ざわりな悲鳴があがり、首を絞しめつけられる苦しさから解放された。

「ゴホッ……ゲホン、ゲホ……ッ!!」

　激しく咽むせ、ようやく息が継つげるようになった冬馬は、冷えた空気を吸いこんで胸をあえがせる。

　空を仰あおいで獣けものじみた呼吸を繰り返すうちにも、粉雪がはらはらと頰ほおに降りた。

　無意識に頰をぬぐおうと触ふれ、ぬるりとした感かん触しよくに冬馬は我に返った。

　金かなくさいにおいに慌あわてて周囲を見まわす。

「母様……!!」

　目の前には桶おけでぶちまけたように、鮮せん血けつが広がっていた。

　その先に打ち捨てられたように倒れている母親の姿があり、かすかに震え呻うめいている。

　冬馬が駆かけ寄ると、切り裂さかれた衣服の袖そでや背中からおびただしく血が流れているのがわかった。

「い、や……こないで、化け物……ひいぃぃ、いや、いやぁ!!」

　かっと見開かれた目は血走り、心の底から恐怖と嫌けん悪おをむき出しにして冬馬を拒こばむ。

「ちが…………母様……」

　だが冬馬が否定するよりも早く、今度は首を絞められてもいないのに、再び意識がぼんやりとかすみ出す。

「ダメだ……出るな、いやだお前なんか──」

　冬馬が必死に意識を手放すまいとするも、胸むな元もとを激しい痛みが襲おそい、視界にもやがかかり金色の光に塗ぬりつぶされた。

《　愚おろかな女よ。いずれおぬしの害悪になろうて、我がいまのうちに始末を……　》

　脳のう裏りの声が耳の奥に響いて広がり、意識も思考も支配されていくのがわかる。

　絶対に従うまいと思っているのに、冬馬は母親の体に近づき血に濡ぬれた手でその白い首筋に触れた。

　その手元からさらに鮮血があふれ出すのに、冬馬は渾こん身しんの力で叫さけぶ。

「やめろぉぉ────!!」

　そのとき、背後からざざっと雪を蹴けり迫せまる足音が聞こえた。はっと首を返すと同時に、首筋に熱い衝しよう撃げきが走る。

　暗くなる視界の隅すみに見えたのは、見覚えのない男の姿だった。

　次に気づいたときには、冬馬は別べつ棟むねの洋館へと身み柄がらを移されていた。

　冬馬の面めん倒どうを見てくれた男性は、威い厳げんある将校服に身を包み、父親に仕えている軍人なのだと聞かされた。

　そこで冬馬は、はじめて己おのれの父親に目通りをすることになり、母親に会うことは二度と叶かなわなかった。

　父親のもとで暮らしてから、自分の瞳ひとみが不安定に色を変えることを知った。

　鏡で見ると、目の中心が不安定に揺れ、蜜みつが染しみ出すように金色の筋がうずまくと、瞳どう孔こうの周囲を満たしていくのだ。

　すると体の芯しんから力が抜ぬけていくような、冷たい穴に背中から吸いこまれてしまう気持ち悪さが襲ってくる。

　冬馬がぎゅっと拳こぶしをにぎりこんで嫌いやな感覚にあらがうと、やがて体に熱が戻もどり目の色も正常になった。

　かつて母親が自分の顔を見て取り乱したのは、これが原因だといまならわかる。

　徐じよ々じよに、ものごとがわかるようになると、冬馬自身も不満や納なつ得とくしきれない様々な思いを胸に抱かかえるようになった。

　なにより、胸に残った傷が九尾と交わした契けい約やくの証しるしなのだと父に聞かされて以来、それを目にするたび冬馬は罪の意識にかられる。

　ときおり、感情が逆さか撫なでされるようなことがあると、冬馬自身も訳がわからぬことがある。

　記き憶おくが途と切ぎれていたり、まったく身に覚えのない物が部屋にあったり、体に傷や痣あざが残っていることもあった。

　それを薄うす気き味み悪わるく思うものの、実際には周囲の人間のほうが、自分に対して何倍もそう感じていることも思いしった。

　ほとんど屋や敷しきにいることのない父親は他人も同然だったが、父だけは自分の息子むすこになにが起きているかをしっているせいか、臆おくすることなく冬馬に触れ話しかけた。

「わかるか、冬馬。お前に物の怪けがついているのは、私のせいだ」

　率そつ直ちよくに口にする父親は、かといって悪びれたようすもない。

「お前には苦労をかけるが、なにより大事な役目がある。お前とは少し違ちがうが、同じように生まれた兄さんたちが三人いるんだ。いずれ、会わせてやろう」

　一方的に自分の話ばかりをしていく父親に対して、冬馬は距離を測りかねるばかりだった。

　こうして思い出を突つきつけられるような夢のなかでまで、景護の態度は相変わらずだ。

　過去には、そうした父親に腹を立てていた時期もあったはずだったが、もはやそういう感情自体を冬馬自身忘れていた。
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　つい先ほどまで佳乃子は睡すい魔まに襲われていたというのに、目の前で先に冬馬に寝ねられてしまったからか自然に目が覚めてしまった。

　列車でうたた寝してしまったせいかもしれない。そう思いながら、そっと隣となりの気配をうかがうと、規則正しい寝ね息いきが聞こえる。

　わずかに眉まゆがしかめられることがあるが、佳乃子が布団ふとんの上からそっと手で触れると冬馬の表情はやわらいだ。

　──なにか、夢でも見てるのかしら、楽しい夢だといいのに……。

　ほっとしたのもつかの間、佳乃子は布団の端はしにある自分の指に触れる感触に驚おどろいた。

　ぱっと手を引いて身を起こす。

「……冬馬さん、起きてるの？」

　ひそめた声で問いかける。

　暗がりのなか、窓辺の向こうはかなり月が明るいのか、障子の白さがしらじらとわかった。

　冬馬はむくりと体を起こすと、その両目が闇やみでもはっきりとわかるほど金色に輝かがやき、獣の鋭するどさを浮うかべていた。

《　のう、小こ娘むすめ。ようやく我の伽とぎをする決心がついたか？　》

「は!?　伽……って」

　聞こえてきた九尾の声と言葉に、佳乃子は慌てて起き上がり、思い切り布団を握にぎりしめる。

《　なに、こうして身を並べているからには、もちろんそなたの覚かく悟ごも決まったということであろう？　》

　確かに未み婚こんの男女がひとつの部屋で眠ねむるなど、人にしられればもう嫁よめ入いりも叶わぬ話だ。

　なにより佳乃子が通っている女学校などは、ほとんどが見合いで婚こん儀ぎを決めてしまうため、なおさら貞てい淑しゆくな女性としての教育がとても大切にされている。

　──もちろん私だって、冬馬さんと一いつ緒しよの部屋で眠るなんて……とんでもないことだってわかってる。

　だが冬馬を失うかもしれないと怯おびえていた日々の間に、いままで以上に冬馬へ気持ちが向かっていたのは本当のことだ。

　さらに冬馬が置かれている状じよう況きようを知ったいま、自分も臆することなく彼と向き合おうと心に決めていた。

　──冬馬さんのこと後こう悔かいしたくないって思ったけど、ちょっとこういう意味とは違う……わよね。でも、失ってしまったら、もう触れることもできないんだもの。

「いい、はっきりいっておくわ。九尾あなたとは、なにもないわ。私はあなたの味方じゃなくて、冬馬さんを取り返したいの」

　すると月より鋭い色を宿す瞳が、わずかに細められた。

《　ほぅ。なるほど、我と対決するというのだな、面おも白しろい。だが我が赤枝景護と交かわした契約は、どうあっても冬馬に不利じゃぞ？　どう取り戻そうというのだ？　》

　意地悪いその質問に、佳乃子は負けずに相手をにらみ返す。

「あなたには教えないわ。でも、私が一緒にいたいのは冬馬さんだけよ」

　無意識に肩かたに力がこもっていた佳乃子は、冬馬の腕うでがすっと伸のばされたのにびくりとする。

　列車に乗る前、駅の構内で『贄にえの乙女おとめ』としての香かおりを隠かくすためだという九尾に、額や頰に口づけられた記憶がよみがえる。

　用心して身構えたものの、九尾は遠えん慮りよのない力で手首をつかむと、勢いのまま佳乃子を布団に引き倒たおす。

「……っ！」

　目を見開いたまま、佳乃子は近づいてくる金色の瞳をきつくにらみ返した。

　吐と息いきが唇くちびるに触ふれると、一いつ瞬しゆん鼓こ動どうが強く打ち、心がひるみそうになる。

　──だめ、九尾につけこまれたら。これは『贄の乙女』の香りを消すためなんだから。冬馬さんを取り戻すまで、絶対に負けたりしない……。

　目の前にあるのは冬馬の顔に違いないのに、胸にわきあがるのは恥はじらいでもときめきでもない。

　佳乃子の内にある決意や心が伝わるのか、冬馬の眉が不ふ機き嫌げんそうにつり上げられた。

《　ふん、強ごう情じような。お前はたしかにあの女の娘むすめだ。冬馬のためなら、口づけにも耐たえてみせるといいたげだな。しかし、お前たちの仲はさほど深まっているようにも見えなかったが？　》
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　意地悪く笑えみを浮かべると、わずかな間を保っていた唇をかすめるように重ねられ、佳乃子は反射的に腕でぐっと押し返してしまう。

　意外にも唇はあっさり離はなれたものの、そのまま鼻筋や顎あごをたどると首筋へと下りていきそうになり、衝撃にぐっと息を吞のんだ。

《　そなたのやせ我が慢まんがどこまでのものか、確かめてみるのも一興──　》

　──や……どうしよう……。どうしよう……怖こわい！

　胸がつぶれるような恐きよう怖ふにぎゅっと目をつぶると、目め尻じりに涙なみだがにじむ。

　そのとき、佳乃子の手首をつかんでいた冬馬の手の力が突とつ然ぜんゆるんだ。

　さらに冬馬の全身が力を失い、まともに自分の上に倒れこんできた重みに、佳乃子は色気の欠片もないうめき声をあげてしまう。

「ぐっ!?……む、く～！　な、なに!?　苦しい……」

　もがいて冬馬の下から這はいだすと、その肩を揺ゆらしてみる。

「冬馬さん！　冬馬さんったら、やっと正気に戻った？」

　しかし、冬馬のまぶたはしっかりと閉とざされたまま、起きあがる前と同じく穏おだやかな寝息をたてている。

　九尾の身勝手に翻ほん弄ろうされた佳乃子は、安らかな冬馬の寝ね顔がおが悔くやしくなって、ぽかりとその胸むな元もとを叩たたいた。

「ひ、ひとがこんな目に遭あってるってのに、ここはビシッと目覚めて助けてくれたっていいじゃない……それとも、助けてくれたの？」

　突とつ如じよ気配を消してしまった九尾のことは不可解だ。

　再び暗くら闇やみに取り残された佳乃子は、叩かれてなお目を覚まさない冬馬が気の毒になり、布団をかけて寝かせなおした。

　明日あしたは箱根を案内してくれるという冬馬の言葉を思い出し、もう一度布団にもぐりこむ。

　横になると、自分の指で唇に触れた。

　つい先ほどの恐怖がよみがえり、思わず視界が涙で曇くもる。

　──違うもの、いまのは冬馬さんと口づけたんじゃない。九尾が香りを消すとかいってたじゃない……だから、口づけとかじゃない。

　気づけば呪じゆ文もんのように、ぶつぶつと繰くり返していた。

「うん、これはそう……悪あく魔まの追つい跡せきを逸そらすためのものだから、だから大だい丈じよう夫ぶ！」

　なにが大丈夫なのか佳乃子自身にもわからなかったが、必死に自分に言い聞かせているうちに、恥ずかしさと恐怖は悔しさと怒いかりに変わる。

　思えば乙女小説を読みつづけてきただけに、憧あこがれる告白のシーンや、はじめての口づけは素す敵てきな雰ふん囲い気きのなかでと望んでいたことを思い出す。

　──さっきは必死で……負けちゃだめだって思ってたけど……なんか、でも負けるとか負けないじゃなかったかも……うぅぅ、もう考えない！

　ぎゅっと鼻の上に布団を引き上げて、佳乃子はわずかに唸うなってしまった。

　ふたりで箱根にきたことを、間ま違ちがっていたとは思わない。

　それぐらいいまは、冬馬を連れ戻もどしたかった。

　冬馬がどんな思いでなにを諦あきらめ、ひとりで決意してしまっているのかと思えば胸がつぶれそうになる。

　すっかり目が覚めてしまった佳乃子は、思い立って自分の手荷物に入れてきた日記帳を取り出した。

　慌あわただしい荷造りのなか、これだけはと思いとっさに持ってきてしまったものだ。

　暗がりのなか、ぼんやりと白い障子をたよりに佳乃子は日記の最初を開いた。

　そこには古びたハガキが一枚貼はり付けてある。

　赤枝家で過ごすようになってから、冬馬と過ごしていなかった間のことを思い出して、文ふ箱ばこに入れていたハガキを見つけだしたものだ。

　幼い頃ころは父の仕事のせいで移動が多い生活だった佳乃子は、手紙を出しても返事を受け取ることが難しかった。

　そんな思い出のなか、たった一度だけ引っ越こす前に冬馬から届いた便りだった。

　ハガキに連ねられているのは、たどたどしく、丁てい寧ねいに書こうとしているのがわかる幼い字だ。

　冬馬の人ひと柄がらそのもののようで、いま目にしても笑みが浮かぶ。




〈　お元気ですか、じきに冬も終わります。雪があると佳乃子さんのことを思い出します。だから、冬が終わってしまうのが残念です　〉




　子供らしい、短くて気取ったところのない文面。

　だがその言葉が、当時の佳乃子はすごく嬉うれしかったのだ。

　雪が降れば、冬馬は自分を思い出してくれる。

　それは佳乃子も同じで、怖い目にあった雪の日が、いつからか思い出深い大切なものになり、雪が降ると嬉しかった。

　しかし何年も会えぬまま、冬馬に対して特別な初はつ恋こいの人だという印象ばかりが強まってしまったおかげで、再会が叶かなったときには、まるで別人の印象に人ひと違ちがいをしたのだ。

　思い出すと苦笑してしまうが、胸の奥は温かい。

「ほんとは冬馬さん、ちっとも変わってなんてなかったね。……でも、いまは変わらなくちゃ、冬馬さんも私も」




[image: ]




　気がつけば、視界のまばゆさに佳乃子はまぶたを開いた。

「……ぁ、あれ？　寝ねちゃってた」

　体を起こすと、まだ少し頭が重たい。

　布団ふとんのなかに、半ば日記帳を引き入れるように眠ねむっていたことに気付いて、佳乃子は慌てる。

　隣となりの布団に目をやるとすでに冬馬の姿はなく、隣の部屋からほんのりと味み噌そ汁しるの香りがしていた。

「やだ、もう朝ご飯!?」

　大おお慌あわてで丹たん前ぜんをはおり起きていくと、すでに身み支じ度たくを整えている冬馬がいた。

「おはよう、佳乃子さん……あの、それ……浴衣ゆかたが」

「え……は、キャー！　ちょっと、とにかく私もひとまず着き替がえます!!」

　大きくゆるんでいた襟えりや帯が丹前の下にのぞいており、寝ね乱みだれたままの髪かみに気づくとひどく恥ずかしい。

　すぐに引っ込んでふすまを閉め切ると、持ってきた荷物をあけて着替えを済ませた。

　そそっと寝ね間まを出て水場に向かうと、手早く顔を洗い、髪を結ゆい急いで座ざ敷しきに戻る。

「ごめんなさい。お待たせしました」

　身支度を整えれば、いくらか気持ちも引き締まった。

　朝食の膳ぜんはかなり充じゆう実じつしたもので、小田原が近いおかげか、出される焼き魚はしっかりと身が厚く脂あぶらがのっている。

　すり身を使ったつみれのおすましや、だしをちゃんと利きかせた卵焼きを口にするうち力が漲みなぎってきた。

　ふたりは食事をとったあと、外へ散策に出ることにした。

「鍵かぎをあずけるついでに、電話を借りてくるわ」

　佳乃子は旅館の人と極力明るい声で挨あい拶さつを交かわし、駆かけ落ち疑ぎ惑わくをぬぐおうと意識する。

　若い男女が夜にやってきて一夜を過ごしたと知れば、佳乃子が従業員だったとしても訳ありすぎると感じるはずだ。

　それでも受付の人間はにこやかに自然な対応をこなし、さすがだと感心させられる。

　電話をかけると、すぐに夏祈が受話器を取ってくれた。

「ふたりとも……無事か」

「おはようございます。はい、無事に冬馬さんと箱根の宿に到とう着ちやくしてます。今日はこれから少し歩いて、話ができると思いますから……はい、景護さんは…………はい、まだなんですね」

　夏祈からざっと状じよう況きようを報告される。

　どうやら深左緒には、理津から直接話をしたらしい。

　佳乃子はともかく、冬馬の姿が消えて理津が帝てい都とに残っているとなれば、必ず事情を知っているはずだと、すぐにわかってしまうからだろう。

　[image: ]しつ責せきは覚かく悟ごの上だが、ふたりがちゃんと話し合うまでは居場所も明かせないということが伝えられたようだ。

　なにより、まだ赤枝家に景護は戻ってきていないと聞かされて、佳乃子はほっとした。

「夏祈さんと連れん絡らくがとれたわ。理津さんがちゃんと動いてくれてるみたい」

「……当たり前だよ。まったく、無む茶ちやするんだから」

　当人の意思確かく認にんもなく箱根まで連れてこられてしまった冬馬にしては、恨うらみ言のひとつも言いたくなるだろう。

　佳乃子が苦く笑しようすると冬馬もつられて笑い、ふたりは宿の外へ出た。

　春も終わろうという季節だが、いまだ箱根も山の上のほうは風が冷たい。

　冬馬に言われて、羽織を着てきた佳乃子は納なつ得とくする。

　周囲は坂道ばかりで、当たり前だがここはかなり山の高い場所なのだと実感できた。

「どうする？　昨日話した公園に行ってみる？」

　すっと手を差し出されて、佳乃子は冬馬と手をつなぐと、ほんのり伝わる互たがいの体温が嬉しかった。

　──冬馬さんから手をつなごうなんて……はじめてかも。

　ふと昨夜、冬馬の唇くちびるに触ふれたことを思い出して赤面しかける。

　だがあれは、九尾の儀ぎ式しきみたいなものなのだからと自分に言い聞かせて、佳乃子はぶるっと首を振ふった。

「どうかした？」

「なんでもない。こんな時間に冬馬さんとふたりで歩くなんて、珍めずらしいわよね」

　本当ならふたりとも、学校で講義を受けている時間帯だ。

　見上げれば、やわらかな青い空にはふんわりとした雲がかかっており、街路沿いにみずみずしい香かおりを放つ樹木が、ずっしりとした存在感でたたずんでいる。

　都内の住宅街とまったく異なる空間はどこか現実離ばなれしており、おかげで父や深左緒に黙だまって家を出てきた罪悪感が少しやわらぐ。

　平日であるせいかそれほど人ひと影かげもなく、緩かん急きゆうのある坂道を歩いていると、まるでふたりだけの世界になってしまったかのようだ。

「ここには、理津さんときたことがあるの？」

　連れてこられた植物園はかなり広さがあり、入り口から園内を見み渡わたすと、人の手がしっかり行き届いた趣おもむきだ。

「そうだね、このあたりは避ひ暑しよ地が多い。夏には毎週、ここで華か族ぞくの園遊会もひらかれるんだ。理津の家に預けられたときに遊びにきた」

　その口調は昔を懐なつかしむようでもあり、どこか厳しい色を感じさせるものでもあった。

「私、理津さんから話を聞いたの。冬馬さんのお父さん……景護さんがじきに戻もどってくるって」

「うん」

「景護さんが帰ってきたら、必ず九尾の力を利用するだろうって。だとしたら冬馬さんの契けい約やくはどうなるの？　なにか、いい方法を見つけてきた……とか？」

　そうあって欲しいという望みをこめた佳乃子の言葉は、冬馬の曖あい昧まいな笑えみに否定される。

「たぶん、そういうことじゃないと思う。父は帝都の結界のためだけに、ずっと動いてきたから、それがなによりの優先事じ項こうだろうね。僕はその役に立てるように、育ててもらったようなものだから」

　すっと背筋を伸のばした冬馬は、心を決めているようだった。

　佳乃子は、離はなれてしまっていた冬馬の手を再び握にぎる。

「でも、その役目を果たせば、冬馬さんは死んでしまうんじゃないの？」

　絶対にごまかされるものかと、佳乃子はまっすぐ冬馬の瞳ひとみを見み据すえる。

　冬馬が着ている薄うすいコートとシャツの下にある、痛ましい大きな傷はその事実を物語っているとしか思えない。

　九尾と契約を交わすたび増えるという傷は、冬馬の命が削けずられていく証しるしなのだ。

「どうかな。でも、契約を使い切るか、そうでなくても僕が十八歳になれば……この体は九尾のものになるだろうね」

　落ち着いた冬馬の声に、佳乃子はやり場のない怒いかりを覚えた。

　──お人ひと好よしで、遠えん慮りよがちな冬馬さんが、これだけ落ち着いて語るなんて……どれだけの時間そのことを考えてきたの……？

　気づくと、ひどく寂さびしく辛つらい気持ちにさせられる。

　──でもこんなのは強さじゃない。雪のなかの氷柱つららと同じだわ。高潔で澄すんでいるけど、すごく[image: ]もろい。

　いまだけは自分を見て欲しくて、佳乃子は冬馬の手を強く引いた。

「冬馬さんにとっても、結界のことが大事なんだってわかる。……でも、命を捨ててまでするべきことなんてないと、私は思うわ」

　すると冬馬は、すっと佳乃子の手を離した。

「君にはわからないよ」

　冬馬の表情が、はじめて苦しげな色にゆがむ。

　返された言葉にひるみそうになるが、佳乃子はここで引くまいと口をひらいた。

「わからないわ。私は冬馬さんじゃないし、ずっと近くにいられたわけじゃないもの。簡単にわかってるなんていうつもりもない」

　佳乃子の言葉から逃にげるように、冬馬は視線を合わそうとはしない。

「だったら、お願いだから。僕のことは放ほうっておいてくれ。僕はただ……君が、佳乃子さんが帝都にきて──」

　かすかにうわずった声を、冬馬ははっと止めた。

「私が、帝都にきて……？」

　佳乃子の問いかけに、冬馬はしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが口をひらく。

「春に、帝都で君と再会して毎日すごく楽しかった。ずっと、憧あこがれて……叶かなわない夢だと思ってた時間に、自分がいて」

　必死に言葉を探す冬馬は、苦しみを嚙かみしめるように声が小さくなる。

「こんな日が、ずっとつづくわけはないってわかっていたけど、つい欲よく張ばりそうになる……」

　ややあって、冬馬はまっすぐに顔をあげた。

「だから守りたい。帝都も、君も、兄さんたちも。僕にはそれが一番大切なことだ。自分にできることがあるなら、逃げたり諦あきらめたりしない」

　佳乃子は、冬馬に近づくと離された手を再びぎゅっとつなぐ。

「私も同じなの。冬馬さんのことを、危険にさらしたくないし、諦めたくない。だから、いまの冬馬さんは見ていられない。自分が犠ぎ牲せいになるって覚悟してる。九尾との契約を納得してしまってるもの……」

　佳乃子は、なんとか気持ちを伝えようと、必死に手に力をこめる。

「大事な人を守りたいって気持ちはわかる、そういってもらえて嬉うれしい。ただ、私は冬馬さんにもっと望んで欲しいの。卑ひ怯きようでもいいから、大事な人と一いつ緒しよにいたいって思って……自分を諦めないで欲しい」

　きっと理津も自分と同じもどかしさを感じていたからこそ、帝都から冬馬を遠ざける手配をしてくれたのだ。

「……佳乃子、さん」

　気付けばいつの間にか、佳乃子のまぶたは熱く腫はれたようになり、涙なみだがこぼれていた。

　そのまま冬馬にぎゅっと肩かたを引き寄せられ、抱だきしめられる。

　佳乃子は小さく身じろいだ。

「お、怒おこってるんだから。私は、冬馬さんのそういうあきらめの良すぎるところを、ちゃんとしてもらおうって……お説教するつもりで、ここまできたんだから」

　口にすれば思わぬ悔くやしさが生まれて、自分でも戸と惑まどう。

　感情のまま冬馬の背をどん、と拳こぶしで叩たたいた。

「私を守ってくれても、もし冬馬さんがいなくなってたら……私が喜ぶと思う？　一生忘れられないひどい傷になって……悲しむに決まってる。お兄さんたちだって、理津さんだって……冬馬さんがいなくなっても当たり前にやっていけるって思ってるなら、それってすごい侮ぶ辱じよくだわ。ちっとも守るなんていわない」

　半ば泣き声混じりではあったが、佳乃子はすべての気持ちを冬馬の胸にぶつけた。

　頑かたくなに決意している冬馬の気持ちを引き戻したい、ただその一心で。

　ぎゅっと佳乃子の肩を抱きしめる、冬馬の腕うでに力がこもる。

　その感かん触しよくに胸が締しめつけられて切なくなり、佳乃子の瞳からまた涙がこぼれた。

　そっとあごをすくわれ上を向かされると、そこには困ったというような、わずかにはにかむような冬馬の笑みがある。

　すっと近づく整った美び貌ぼうに、佳乃子は素す直なおに目を閉じた。

「僕が、どれだけ君に救われてきたか……」

　唇くちびるがそっと触れて離れる。

　昨夜九尾に触れられたのとはまったく違ちがう、心が震ふるえるような口づけ。

　冬馬の腕から解放されたときには、足の力が抜ぬけてふらつきそうになる。

　自分がひどく緊きん張ちようしていたのだと、佳乃子はいまさらのように気づかされた。

「いこう、もう少し話がしたいんだ」

　先ほどとは違う、やや軽かろやかになった冬馬の声に、佳乃子も少し胸が晴れた気がして手を引かれるままに歩き出す。

　すると唇に触ふれられた恥はずかしさがいま頃ごろこみあげてきて、うつむき加減に歩いた。

　園内は華族が園遊会を開くというだけあり、見事な薔[image: ]ばらが咲さく一角がある。

　季節柄がら、まさにいま満開に咲く花々が、気高く甘い香かおりを漂ただよわせていた。

「ここには、僕の母がよくきていたんだ。父と引き合わされたのもここでのパーティだったって、家の者に聞かされた」

　冬馬の口からはじめて聞く母親の話に、佳乃子は思い出したことがある。

　──そういえば、前にお母様は療りよう養ようしてるっていう話を聞いた気がしたけど……。

　赤枝家の兄弟はそれぞれに母親がいるうえ、誰だれの母親も本郷の家に同居しているわけではない。

「母さんは知らなかったんだ。自分の許嫁いいなずけになると紹しよう介かいされた男性に、いわゆる内ない縁えん関係の女性が幾いく人もいるってこと」

　やや気の毒そうに話す冬馬に、佳乃子もげんなりと肩を落とす。

「もしご存じだったら、きっと婚こん約やく破は棄きされていたでしょうね。……私、景護さんに会ったら冷静に話せるかしら。それとも、怖こわい人だったりする？」

　その問いかけに、冬馬は苦く笑しようすると首を振ふった。

「いや、怖いっていうよりすごくいい加減な人だから。父に関かかわった人は……みんな色々あきらめることになるんだ」

　それは決して嫌いやな感情ばかりが含ふくまれた響ひびきではない。

　──すごく……ものすごく意外だけど、ひょっとして冬馬さんは、お父さんのこと嫌きらいじゃないのかも。普ふ通つうだったら憎にくんでもおかしくないのに……。

　だが冬馬がつづけて口にした言葉は思わぬものだった。

「赤枝家にきた法師が話をしたよね。九尾が佳乃子さんの母親を殺してしまったって……」

「だから、それは──」

　慌あわてて佳乃子は口を開いたが、冬馬はわかっているというようにかすかにうなずく。

「九尾のことはわかったけど……僕は、佳乃子さんに出会う一年前に、自分の母親を殺すところだった」

　突とつ然ぜんの告白に、佳乃子は息を吞のむ。

「幼い頃ころ、君は僕に助けられたといってくれるけど、本当は僕が助けてもらったんだ」

　冬馬は遠い記き憶おくを懐なつかしみ、そして恥じるように目を伏ふせる。

　冬馬の言葉を耳にして、佳乃子の脳のう裏りに一面の雪景色がよみがえる。

　赤枝家本ほん邸ていのあまりに広い庭のなかで、自分を助けてくれたのは右目が金色に変じた男の子だった。

　佳乃子のあとをつけていた悪あく魔まの使徒とでもいうべき存在に、冬馬のなかにひそんだ九尾は激しく反応し、撃げき退たいしてくれたのだ。

「どういう、ことなの？」

「……あの雪の日。佳乃子さんに出会ってなかったら……あそこで君が九尾の力を止めてくれなかったら……きっといま僕はここにいない。覚えてるだろう、列車で見た夢を」

　九尾と佳乃子の母が対たい峙じしていた雪景色は鮮せん烈れつに覚えている。

　うなずく佳乃子に冬馬は話してくれた。

「僕に九尾が宿ったときのことを、父に後で聞かされた。十七年前の悪魔との戦いでは、九尾もかなり弱っていたらしい。そこで契けい約やくの通り、九尾は僕の体を器にした。ちょうど僕が二歳を過ぎてしばらくのことだよ」

　あの夢の光景のあと、冬馬と九尾の契約が成されたのだと知って、佳乃子は痛ましさに眉まゆをひそめる。

「僕が小さい頃は、九尾の力が制せい御ぎよできずに、すごく不安定だった。父がしていることを知らなかった母にとって突然我が子に起きた異変は、耐たえられることじゃなかった」

　冬馬の母親である千鶴子は、華か族ぞくの令れい嬢じようとして品格を持つように育てられた女性であり、自分が置かれた環かん境きようを柔じゆう軟なんに受け入れることなどできなかった。

　己おのれが身ごもっていることを、許嫁である景護に知らせぬまま、主あるじが不在の赤枝の屋や敷しきで冬馬を産むと、千鶴子はいっそう頑なになっていったようだ。

　我が子だけがより所になった千鶴子にとって、冬馬に突とつ如じよあらわれた異変は悪夢のようだったろう。

「僕も幼い頃のことだから、全部はわからない。ただ、僕のようすがおかしくなって、狐きつね憑つきだと聞かされてから、母は僕を避さけるようになった」

　ときおりふらりと我が子の前にあらわれては、「冬馬を返して！」とののしる。

　かと思えば、愛いとしげに抱きしめてくれることもあり、幼い冬馬は困こん惑わくさせられたという。

「……五つの頃だったと思う。僕は母にきつくとがめられたことがあった。意識を失ったときに九尾があらわれて、母を傷つけてしまって……あたりが血の海になって」

　言葉を途と切ぎれさせた冬馬に、佳乃子にもそのときの冬馬の恐怖と辛つらさが伝わる気がして顔をしかめる。

「あぁ、僕がやったんだってすぐにわかった。そのあとは母さんと離はなれて暮らすことになったよ。母さんに会いたい気もしたけど……いつ自分の様子が変わるかわからなくて……本当は怖かった」

　母に殺されるかもしれないと怯おびえていた日々が、今度は自分が母を殺すこともあるのかもしれないのだという現実に変わり愕がく然ぜんとした。

　それから一年間。冬馬は周囲の人と接することすら怖くなり、ほとんど言葉を発することもなく暮らしていた。

「自分がなにをしてしまうかわからないし、人に近づくのも怖かった。それから、母には一度も会っていない」

　いまは年に一度、那な須すの別宅にハガキを出すだけなのだと冬馬は口にした。

「僕が外に出なくなってから一年ぐらいして、屋敷に同じ年頃の女の子がきたんだ。そんなことははじめてだったから……すごく気になった」

　佳乃子は驚おどろいて自分を指した。

「そんな時期だったなんて……全然知らなかった。確か冬馬さんに気づいたのって、お屋敷に招かれてから一週間は経たっていたと思うわ」

　つまり子供の頃から、冬馬はその存在を周囲に気づかれにくいように過ごしていたのだ。

「すぐに、佳乃子さんが妙みようなものにあとをつけられたり、怖がってるのがわかった。昼間でも暗がりでも、怯えてばかりだったから」

　だからあの雪の日も、冬馬はすぐに佳乃子の草ぞう履りを持って追いかけてきてくれたのだ。

「あのとき、君を助けたかったけど。佳乃子さんを追ってたのは、強い悪魔の使徒で、僕ひとりじゃ太刀たち打うちできなかった」

　そのときの恐おそろしさを思い出して、佳乃子はぶるっと肩かたを揺ゆらした。

「ひょっとして、そのときにも九尾との契約を？」

　冬馬がうなずいて己の胸に手をあてると、佳乃子は眉をわずかにひそめた。

「これは、九尾との契約の証しるしだ。あいつの力を頼たよれば、こうして証文みたいに刻まれる」

　胸に走った大きな傷を作ったのが、そんなに幼い頃のことだと思うと痛ましい。

「でもあの日、君が『もう大だい丈じよう夫ぶ』っていってくれて。はじめて、そうなんだって思えた」

　大切そうにつぶやく冬馬に、佳乃子は力強くその手を引いた。

「じゃあ、これからのことを考えましょう。大事な思い出があるなら、もっと先の……一いつ緒しよに過ごせる時間のことを考えたり、約束をしたい。私は冬馬さんのことを、思い出になんてするつもりはないわ」

　もう決めたのだと口にすると、冬馬はあっけにとられたような顔をしたあと、はじめてみせる無む邪じや気きな笑えみを浮うかべ口をあけて笑った。

「な、なんで笑うの？　人が真ま面じ目めにいってるのに」

「違ちがうよ。ごめん、ふざけたんじゃないんだ。ほんとに佳乃子さんには……」

　やさしい笑みを見せた冬馬は、ずっと張りつめていた空気が払ふつ拭しよくされ、曇くもりがぬぐわれたように晴れやかな表情に見える。

　佳乃子は思わずその笑みに見とれながら、ほっとしていた。

　──きっと、大丈夫。帝てい都とで待ってる状じよう況きようは同じかもしれないけど、いまなら冬馬さんを信じようと思えるから。

　宿を出たときとは違い、佳乃子はその後一日、幸福な気持ちで冬馬と過ごすことができた。

　馬車鉄道を利用して湯本まで下り、そばを食べたりして過ごせば、ふたりきりで旅行に来ただけのような錯さつ覚かくを覚える。

　本当にこんな時間がいつまでもつづいてくれたならと、何度も願ってしまったほどだ。

　冬馬との平へい穏おんな時間を惜おしむ気持ちはあったが、ここにいても解決できないことばかりなのはわかっている。

「宿に戻もどったら、理津さんに連れん絡らくするわ。帰りの切きつ符ぷも宿の人に頼たのんであるって話だったのだけど……」

　そう話して夕暮れ前に宿に戻ったものの、理津に連絡をした佳乃子は、思わぬことを告げられた。強こわばる手で、愕然としつつ受話器を宿の人に返す。

「佳乃子さん、どうしたの？」

「……それが、景護さんが帝都に戻ってきたって。かなりばたついてるから、戻るのは明日にしてくれって理津さんにいわれて……」

「そう。きっと、すごくばたついてるんだと思う……うん」

　父親をよく知る冬馬は、思い当たることがあるのか、やや気の毒そうにうなずいた。

　もう一いつ泊ぱくすることになったふたりは、部屋に戻ってはたと我に返った。

　まっすぐに気持ちを告げたあと、こうしてふたりきりになると、お互たがいがひどく気になってしまうのだ。

　豪ごう勢せいな夕食が済み、やはり布団ふとんは昨夜と同じく一間に用意されてしまった。

　風ふ呂ろを済ませた佳乃子は、部屋に戻ってきたもののまごついてしまう。

　──な、なんか。昨日は必死だったからあんまり考えなかったけど……やっぱり浴衣ゆかたで向き合うのはよくないかも。冬馬さんの襟えりのあわせとか、濡ぬれ髪がみから袂たもとまで……気になって見られない。

　すると遅おくれて湯ゆ殿どのから戻ってきた冬馬が、部屋に入ってきた。

　気まずげに着物の襟えり元もとをきゅっと直す冬馬に、丹たん前ぜんの前をかき合わせた佳乃子は、視線を合わせられぬまま、なにか話さねばと気持ちだけが空回る。

「あの……今日は、冬馬さんとちゃんと話ができて良かったなーって思うの。これなら、明日帝都に戻っても──」

　視線をさまよわせつつ話していると、ふと目の前の畳たたみが翳かげって佳乃子は顔をあげる。

　すっと下りて来た冬馬の顔が、なんの躊ちゆう躇ちよもなく近づいたかと思うと口づけられた。

　──え、えぇぇ…………っ!?

　あまりに唐とう突とつな行動に、一いつ瞬しゆんで頰ほおが赤らんだが、冬馬の整った顔が美しく微笑ほほえむ。

「いまから、布団をひと組こっちに移す。今夜隣となりで寝ねたら、なにするかわからないし」

　さらりと口にして、冬馬は佳乃子の頭をそっと撫なでるようにすると、本当にひと組だけ布団を移してしまった。

「じゃあ、おやすみなさい」

「お…………おやすみ……なさい」

　──い、いまのって九尾じゃなかったわよね!?　瞳ひとみも黒いままだったし……でも、いまのってあの……本当に冬馬さん!?

　いまさら慌あわてても遅おそい状況ではあるが、佳乃子は自分がかなり無む謀ぼうなことをしていたのだと思いしらされた。

　しかしひとり布団に残されて、行灯あんどんの明かりだけになったあとも、まったく眠ねむ気けなどやってこない。

　気づけば自分で唇くちびるに触ふれて、赤面ばかりしてしまう。

「駄だ目めだ……眠ねむれなくなっちゃった」

　仕方なく佳乃子は鞄かばんから日記帳を取り出すと、今回あったことを書き留めることにした。

　きっと明日帝都に戻れば、小夜が熱心に聞き出してくれるはずだ。

　駆かけ落ちだの、浪漫ロマンだの、せめて小夜が楽しめる話にしてみせようと、妙な意気込みをこめて佳乃子はペンを滑すべらせる。

　こうして先のことを考えていれば、少しでも不安を紛まぎらわせることができるはずだと、いまならもうわかっていた。
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　赤枝家の本ほん邸ていにある洋館には、珍めずらしく多くの人が出入りしていた。

　大広間といっていい洋間の革かわ張ばり椅い子すに、どっかりと腰こし掛かけた男が口をひらく。

「遅くなった」

　身につけているのは、すり切れて色あせた粗そ末まつな着物だ。

　かなりだらしなく伸のびた髪かみ、無ぶ精しようひげも目立つ。

　彼が赤枝景護当人だと証明できる人間が屋や敷しきのなかにいなければ、門もん前ぜん払ばらいされていても仕方がないほどの不ふ審しん者ぶりである。

　応接テーブルをはさんで向かいに座っているのは、深左緒と、佳乃子の父親である惚司だ。

「遅くなったもなにも……兄さんはそもそも行き先も告げず、連絡すらせず、ふらっといなくなったわけで、もはやこれは失しつ踪そうですよ」

　まるで下手人を前にしたかのように、深左緒の口調は苦々しさに満ちている。

「仕方ないことだ。隠おん密みつでなさねばならん任務だからな。目め処どがついたところで連絡しようと思っていたんだが……ま、許せ」

　端はたで見ている惚司も、「ま、許せ」の一言にガクリとうなだれる。

　赤枝景護という男はいつもこうなのだ。

　常に最短距きよ離りをいこうとするため、手段や手法を選ばない。

　その行動は、決して私利私し欲よくに満ちたものではないのだが、目的のためにはひたすら前へと邁まい進しんする。当然、周囲の迷惑などしったことではない勢いだ。

「で、あいつらは本ほん郷ごうの家で仲良くやってるのか？」

「……それを君が聞くのか？」

　あきれた口調を隠かくせずに惚司が尋たずねると、景護は悪びれず答える。

「そうしろと伝えておいたんだがな。それに、もともと上の三人とはそういう約束になっていたんだ」

　啞あ然ぜんとした惚司は、深左緒に本当なのかと問いかけるように視線を送る。

　すると深左緒は、この兄にはもはや処置なしといいたげに、ため息をついて答えた。

「彼らは親権者である兄と契けい約やくをしています。立会人を呼んで正式に交かわされた契約であり、それに伴ともなう報ほう酬しゆうも彼らは受け取っている」

　実の親子でかなり異様な関係ではあるが、もともと景護が子供を望んだ動機自体が無む茶ちや苦く茶ちやなのだ。

　赤枝家の事情を聞かされた惚司は、表情を沈しずませてうつむいた。

　かつて自分が『贄にえの乙女おとめ』を失わせる結果を招いただけに、友人の景護のことばかり責められる立場ではない。

　それでも景護が憑つき物筋の家を探し、極きよく端たんな行動をとり始めたのは、惚司が『贄の乙女』だった知流花と恋こい仲なかになる前からだ。

　しかし九尾との契約を焦あせったのは、知流花が結界の守り手としての力を弱めてしまったせいだと言える。

「私にも、手伝えることがあれば遠えん慮りよなくいって欲しい」

「あぁ、大いに役立ってもらうつもりだ。本郷の家の蔵くらの中身の検分は済んでるか？」

　景護に問いかけられ、惚司はうなずく。

　すると景護はすくっと立ち上がり、執しつ事じを呼ぶ。

　やがてノックと共に開かれた扉とびらの向こうに意外な人物の姿を見つけ、深左緒と惚司はぎょっとした。

「藍恵……法師。なぜ、ここへ？」

　戸と惑まどう声をあげた惚司を景護はいなすと、藍恵に椅子を勧すすめた。

　惚司と深左緒は戸惑いつつ、居住まいを正した。

「藍恵殿どのは、惚司や佳乃子さんを捜さがしていたと聞いた。ところが私も藍恵殿を捜していたから、これがなかなか……すれ違ちがってしまってばかりだ」

　どこかのんきな口調で語る景護は、「でも、ようやくお互いに話し合う場をもてたからな、誤解がとけたというわけだ」と満足そうに口にした。

「……誤解？」

　怪け訝げんそうな惚司の問いかけに、藍恵がぐっと表情を硬かたくした。

「貴き殿でんが、知流花様を連れ出し、社と結界を乱したことを許してはいない。だが、九尾と知流花様の間に起きたことには、こちらに勘かん違ちがいがあったようだ」

　どういうことかと惚司が身を乗りだすと、景護が口を開いた。

「つまりだな、私も知流花の死因には不審なところがあったんだ。結界を調べて回るのと一いつ緒しよに、調査をつづけてきた」

　そして景護の口から語られた、知流花の覚かく悟ごと、九尾の行動が意味する真相を聞かされ、惚司は長々と息を吐はいた。

「どうして、もっと早くに知らせをくれない」

「悪かった。……だが、仕方があるまい。状じよう況きようはかなり切せつ迫ぱくしていたんだ。いまやもう、手紙をしたためている間もないぐらいにな」

　景護の言葉に、隣に座った藍恵法師が神しん妙みような顔で告げる。

「知流花様が果たそうとした願い、その御ご遺い志しを私も引き継つぎたいと思い、この場に参じることにしたのだ」

　どうやら法師は、個人的な確かく執しつは一いつ旦たん置いて、共同戦線につくことを承しよう諾だくしてくれたらしい。

「惚司、お前の気持ちもわかるが、いまは意識を切り替かえてくれ。知流花の願いを無む駄だにせぬためにも、我らにはせねばならんことがある」

　椅子から立ち上がり部屋を出て行く景護に、藍恵法師がつづき、執事が速すみやかに扉を開けた。

　このまま特務省へ向かうつもりなのだと察して、深左緒と惚司も同行する。

　廊ろう下かを歩きながら、景護はその場に控ひかえている将校たちに細かく指示を出していく。

　そしてやおら振ふり返ると、深左緒に言い放った。

「そうだ、千春をはじめ、夏祈と艶秋にも指示を出しておいた。明日には各所で、結界強化の術を展開させることになる」

「明日!?　それに各所とは、あちこちで行われるということですか？」

　なんの断りもなく、突とつ然ぜん告げられた話に深左緒の表情が引きつる。

　財界に身を置く深左緒にとって、兄の行動や常識は、まさに異国文化と同様に理解しがたいことばかりなのだ。

　しかし、帝てい都とにきてからのほとんどを蔵にこもっていた惚司は、鑑かん定てい依い頼らいという名目で山積みの資料の解読に当たっていただけに、景護の意図をくみ取っていた。

「本当に、あの外げ法ほうを使うのか……」

　廊下を再び歩き出そうとしていた景護は、なにをいまさらと言いたげに惚司を振り返る。

「そうならなければいいと思っているが……結界の鬼き門もんが狙ねらわれている。その再強化がうまくいけば、当面の問題はなくなるはずだ。あとは結界内の悪あく魔まを滅ほろぼしてしまえばいい」

「結界の再強化……？」

　隣となりで聞いていた深左緒にはなじみがない言葉なのだろうが、長年景護につきあって資料をひもといてきた惚司にとっては、いまがその時なのだとわかっていた。

「江え戸どの頃ころから数百年かけて、時の権力者たちが敷しいてきた結界は、徐じよ々じよに重なったり思わぬ災害や建築物によって、形を歪ゆがめられてしまいました。陰おん陽みよう寮りよう解体以後、それを鎮しずめる指針がさらにあやふやになり、他国との交流によってかつてなかった建築、文化が入りこみ、いまは張られた糸がもつれあった状態なんです」

　惚司の言葉に深左緒も「もつれた糸をほぐして、張り直すということか」と納なつ得とくしたようだ。

　だが景護は、それだけではないと口を開く。

「いまの特務省のように、起きたことに後手後手で対応しても意味はない。財界にまで入りこんでいるライズワルドのような悪魔がいる限り、根本を変えなければ」

　話している時間も惜おしいのだろう、景護は身み支じ度たくのため別室へと行ってしまった。

「では、私が蔵で調べてきたことを、移動の車中でお話しいたします」

　惚司が申し出て屋敷を出ると、すぐそこに理津の姿があった。

　ふたりを前に、殊しゆ勝しような顔つきで丁てい寧ねいに会え釈しやくする。

「風戸君……」

　つぶやく深左緒と惚司を前にして、黙だまってふたりを帝都の外へと出してしまった理津は詫わびるしかなかった。

「佳乃子さんと冬馬のことは、すべて私の独断でしたことです。特務省からの処分はもちろん受けます。ですが、後こう悔かいはいたしません」

　堂々としたその言葉に、深左緒はまとっていた厳しい空気をやわらげる。

「私は少し意外だったよ」

　深左緒の言葉に、今度は理津が問うように視線を向ける。

「君は長く冬馬のそばについていてくれた。それはもう、じつに忠実にね。けれど、父君と同じく特務省に所属を希望したと聞いて、君にとって冬馬は職務の対象なのだろうかとも思ったのでね」

「敵をあざむくには……と申しますゆえ」

　ひっそりとつぶやいて、理津は惚司に向かって深く頭を下げる。

「お嬢じよう様さまのことは、巻きこむ形となってしまいお詫びのしようもありませんが、冬馬がそばにいる限り身の安全は保証されます」

　誠意をもって伝える理津に、惚司も困こん惑わく顔だったが、「いや」とつぶやいて首を振った。

「きっとあの子が望んで動いたんだろう。大事な人を思う気持ちが本当に強い子だから。母親譲ゆずりだな」

「ともかく、冬馬と佳乃子さんは戻もどってくるんだな」

　深左緒の言葉に理津はうなずく。

「はい、このあとすぐ車を用意して、駅まで迎むかえに参ります」
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　赤枝家では、緊きん急きゆう招しよう集しゆうがかけられていた。

　記者をしている千春が急きゆう遽きよ会社から引き上げてきたのと同じく、夏祈も自分の店は真知花に任せて自宅へと戻ってきている。

　応接間で電話を片手に話していた千春が、受話器を置いた途と端たん、夏祈が不ふ機き嫌げん全開で眉まゆをつり上げた。

「は？　それで僕に、どこにいけって……!?」

　夏祈の不満に動じることなく、千春は眼鏡のつるを押しあげ、小さく笑えみを浮うかべる。

　だがそれは、決してにこやかばかりでない、譲らない意志が芯しんに秘ひめられたものだ。

「夏祈、お前が文句をいえる筋か？　いっておくけど、これは冬馬のためでもあるし、俺たち兄弟全員に関かかわる問題なんだ。知ってるんだからな、冬馬の家出に夏祈が一枚かんでるってことは」

「…………ちっ、地じ獄ごく耳みみ」

　ぼそっとつぶやいて、夏祈は唇くちびるを尖とがらせる。

　赤枝景護と交かわした契けい約やくは、長男の千春と次男の夏祈、そして三男の艶秋が、赤枝家の人間として生きていく限り、赤枝財ざい閥ばつから援えん助じよを受けられると言うものだ。

　引き替えに『赤枝景護の招集は絶対』という約束があり、だからこそ本郷の家での異母兄弟での同居生活が始められた。

　しかし同居のために呼び集められてすぐ、景護自身が帝都から姿を消してしまっていたため、それ以上の命令が下ることはなかった。

　千春は話しながら、取っていたメモを千切ると、真しん剣けんな面おも持もちで口をひらく。

「親父おやじ殿どのは、とうとう帝都の結界に手を出すつもりだ。俺たちも指示された場所で待機することになる。もう陰おん陽みよう師じたちが集められて特務省の人間と現地へ向かっているそうだ」

「そうはいっても、千春兄さんだってなにするか知ってるわけじゃないだろう」

　つっかかるような夏祈の声に、向き合うふたりの間に緊きん張ちようが走る。

　だが、その背後で歌うようにのんきな声が聞こえた。

「なにするかなんて、現地で聞けばいいだろうに。もう、面めん倒どうだよ。どのみちまともじゃない用件なんだろう？　生家にいても仕方ないところを、父親だってことであの男に買い取られたんだ、金の分は役立つしかなさそうさねぇ」

　普ふ段だんは己おのれをモデルに美人画を描かいている艶秋は、浮き世よ離ばなれしているようでいて商売にはけじめがある。

「私は自分を安売りはしないけれど、筋は通しちまいたいしね」

「いったいいくらで自分を売り飛ばしたかなんて、いちいち覚えちゃいないけどな。金とけじめについてお前に説教されるぐらいなら、華け厳ごんの滝たきにでも飛び込まなくちゃな」

　ため息をつく夏祈に、千春が小さく笑った。

「まぁ俺も、滝に飛びこむつもりはないけど、その滝がある場所……日光は俺が担当みたいだ。夏祈は鎌かま倉くら……えーと、艶秋はね──」

　電話をしている間に、メモを取っていたらしい千春が読み上げはじめる。

「……あ、ずるい。艶秋だけ大おお手て町まちだってさ……」

　唐とう突とつに行き先を告げられて、夏祈も艶秋も顔を見合わせる。

「鎌倉だの日光だのって、またえらく遠出させるもんだな。だいたい、なんだよ艶秋だけその近きん距きよ離り」

　不服ながらも父の指示に従わざるを得ない夏祈は、さっさと部屋へ向かおうとした。

「ちなみに、冬馬は上野みたいだ。上野っていうと……特務省の本部が近いんだっけ」

　その声にぴくっと動きを止めて振ふり返る。

「見つかったのか、ふたりとも？」

「うん、見つかったっていうか。明日には……ふたりで、帰ってくるって」

　千春の口調に感じとるところがあったのか、夏祈はようやく瞳ひとみの険をやわらげた。

「そうだ、鎌倉へ向かう前に少しだけ時間をもらえるか？　店に寄っておきたいんだ。いまなら、真知花とイナサがいるから伝えておかないと」

「へぇ、イナサが店に来てるのか」

　意外そうな艶秋の言葉に、夏祈はわずかに笑みを浮かべる。

「……そうだな。あいつもこの頃ごろはずいぶんあちこちへ出かけるようになった。真知花が積極的に誘さそってくれてるのもいいみたいだ」

　かつて望んでいたことが、少しずつ実現しつつあるのだというように、夏祈の表情は力強い。

　それにつられたように、艶秋は満足そうにうなずく。

「良かったじゃないか」

　自分が口にした言葉が思わぬものだったのか、艶秋自身も戸と惑まどうように目を瞬まばたかせた。

　それぞれが結界のため目的地に向かったあと、帰宅がいつになるのか、そもそも全員が無事に戻れるかどうかもわからない。

　誰だれも口にはしなかったが、それは父親である景護と契約をしたときから覚かく悟ごして、わかっていたことでもあった。




[image: ]




　小田原駅を出た列車が、新宿駅のホームに滑すべりこむ。

　平日のそれほど混み合う時間ではないというのに、やたらと旅りよ行こう鞄かばんを持った人々が目について佳乃子は首を傾かしげた。

　駅構内を歩く冬馬が、佳乃子の手を引いてくれる。

「佳乃子さん、こっち」

「なにかしら、すごく人が多いのね。新宿へ向かう列車は空いてたのに……」

　帰路につく列車のなかでは、ずっと互たがいの手を握にぎっていたせいか温かい。

　やがて人混みの向こうに立っている、背の高い理津の姿を見つけた。

　二日ぶりに理津と再会した冬馬が、強ごう引いんに帝てい都とから連れ出されたことを怒おこるだろうかと思ったが、互いに真顔で見つめ合うと苦く笑しようを浮かべた。

「理津、すまなかった。僕を帝都から逃にがしたことで……特務省からとがめは？」

　冬馬の気づかいに、理津はなにも問題はないというのか首を振った。

「俺のことはいい。ただ、景護様が戻られたことで、特務省の人間も昨日から動いてる。このまますぐに、車で移動してもらうことになるが……」

「わかった。従うよ、安心して連れていってくれ」

「本当に？　お前が望むなら、俺は特務に従うことは──」

　あくまで冬馬の意志を尊重したいという理津の口調だったが、冬馬の表情は明るい。

「理津、大だい丈じよう夫ぶだから。佳乃子さんとちゃんと話し合ったんだ。いまは、自分の気持ちがすめばそれでいいなんて思っていない。思い違ちがいをしてたって気づいたから」

「……冬馬」

　冬馬の言葉を耳にした理津は、ちらりと佳乃子へ視線を寄こす。それにうなずいて見せると、ようやく納なつ得とくしたのか、一同は急ぎ足で駅を後にした。

　待たせてあったらしい車に近づくと、運転席にいる人物は理津と同じ将校服を身にまとっており、物々しい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　乗りこんだ車窓から見える光景は、どこか奇き妙みようなものだった。

　普段は混み合う大通りに人の姿はほとんどなく、行き交かう車も少なくなっている。

　駅構内にあった違い和わ感かんが、さらにはっきりとしたものになる。

　大きな交差点に差しかかると、「号外！　号外だよー！」叫さけび声をあげて、新聞売りの青年が走り回っていた。

　道行く人々は、不安げに顔を寄せて話していたり、新聞を求めたりする人も多い。

　帝都を離はなれる前にも、ずいぶんと異様な事件がつづいていたようだったが、さらに混乱は広がっているらしい。

「なにか、あったんですか？」

　佳乃子が問いかけるのと同じくして、冬馬も理津に尋たずねた。

「理津、帝都はどうなってる。なにか騒さわぎが……？」

「まるで、時期を見計らったようだが、景護様が戻もどられると同時に、騒ぎが拡大してる。それとふたりを帝都から遠ざけてる間に、悪あく魔ま崇すう拝はい者の騒ぎがつづいてな。先日は市電が巨きよ大だいな鳥に襲おそわれる事件が起きた。社寺では不ふ審しん火びがつづいているし、事件を数えたらキリがないが、いま景護様が全国から集められた術師や、陰陽師を各地へ派は遣けんした」

「そんなことになってたなんて……」

　いまの佳乃子は不安な気持ちで、人ひと影かげのない帝都の光景を眺ながめることしかできない。

　その後も冬馬と理津の間で交わされる、特務省や景護についての会話は、佳乃子にはよくわからないままだ。

　──色々聞いてみたいけど、そんな雰囲気じゃないみたい。それに……ひょっとしたら藍恵法師がいってたみたいに、『贄にえの乙女おとめ』として私にもできることがある……？

　自分にも母親と同じく、魔まや物の怪けを取り込み消しよう滅めつさせる力が備わっているかどうかはわからない。

　ただわずかでも可能性があるのなら、佳乃子は協力するつもりだった。

　母の代わりが務まるとは思えないが、冬馬のために、帝都を守る手伝いができたならと強く願う。

　冬馬が窓の外を見つめたあと、心配そうに尋ねた。

「兄さんたちは？　いまどうしてる」

　理津はなるべく感情を交えまいとするように、淡たん々たんと答えた。

「もう景護様から連れん絡らくを受けて、全員が移動してる。千春さんが日光、夏祈さんが鎌倉、艶秋さんだけ都内に残ってるな」

　それぞれがすでに配置に向かっているという理津に、佳乃子はおずおずと尋ねた。

「あの、これからなにが起きるの？　景護さんと特務省はなにをなさるつもりなんですか？」

　問いかけに、もっともだと気づいたのか理津が「あぁ」とうなずいて見せる。

「帝都は、昔から結界が幾いく重えにも作られ守られてきた。江え戸どの頃ころにもずいぶん強化されたんだが、それも陰おん陽みよう寮りよう解体でずいぶん弱体化したらしい。それを強化する方法を景護様はずっと探してこられた。いまは結界に力を取り戻すための、再強化を行おうとしている」

「それはなにか、儀ぎ式しきみたいなものなの？」

「……そうなるだろうな。景護様はそのために、各地に散ってしまった術師たちのもとへ出向いて、熱心に協力を要よう請せいされてきた。君たち親子を帝都に招いたのも、その一いつ環かんだろう」

　理津の言葉に、佳乃子のなかで「やはり」という思いが確信に変わる。
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　もともと、父親同士の交流があり、そして佳乃子の母である知流花もまた、結界と強くからみあっている。

「話を聞いて思ってました。父さんはずっと景護さんに罪悪感があるだろうって……いくら、互いに惹ひかれたからといっても、母さんには重大なお役目があった。父は景護さんの立場を知っていたのに、母さんと逃げてしまったんだもの」

　生前の母を知っているという法師の話を聞いてから、佳乃子は想像していた。

　──父さんは景護さんを裏切って、母さんと逃げた。でも、私が生まれて母さんが九尾に殺されてしまったあと、私に近づいてくる悪あく魔まや物の怪を、遠ざけておく方法がわからなくなったんだわ……。だから、私は小さい頃に赤枝家に滞たい在ざいしたことがあるし、そこで冬馬さんに助けられた。

　そうしたいきさつを冬馬も察しているのか、苦い表情で口にした。

「誰が正しかったかなんて、わからないよ。誰かが誰かに惹かれる気持ちまで、否定はできない」

　その言葉には佳乃子も素す直なおに共感できた。

　孤こ独どくだった母が父に惹かれて共に外の世界へと出ていったように、自分もまた冬馬の手を離したくなかった。

「すでに景護様は特務省本部にいる。深左緒さんと惚司さんも同行しているはずだから、これから向かう上野で合流できるだろう」

　冬馬はその言葉に、そっと顔を背そむけて窓の外をのぞき見る。

　帝都の上空にうずをまく暗雲は、徐じよ々じよに低く垂れ込めてきていた。

「あ……上野って……」

　突とつ如じよ驚おどろいて声をあげた佳乃子に、理津と冬馬の視線が何事かと集まる。

「ご、ごめんなさい。確かいまは上野で文化交流博覧会の支し度たくをしているんでしたよね？」

「あぁ、そうだな。本番は一週間後だから、だいたいの会場は設営が済んでいるはずだ」

　理津も思い出したのだろう。

　明治時代に公園とされた上野公園では、これまでにも政府主導で数々の博覧会が開かれてきた。

　公園自体も桜の名所として知られているが、敷しき地ち内にはこれまでに何度か行われてきた博覧会の名残なごりで、異国文化にまつわる展示や博物館が多く見られる。

　いずれ佳乃子が通う花崗女学園からも、生徒たちが直接見学に訪おとずれる予定があると小夜から聞かされていた。

　話しているうちにも、車は公園に併へい設せつしている駐ちゆう車しや場に到とう着ちやくした。

「こちらへ」

　車を降り、運転席にいた将校に案内され、一同は上野公園の敷地へと入る。

　道中には東京帝てい室しつ博物館や、図書館、学校施し設せつなども目についた。

　だが一週間後の設営準備が大おお詰づめなのか、工事に使われている機材や足場があちこちに置かれている。

　佳乃子たちは、イギリスから移築されたという大きな洋館へ案内された。

「ここは……？」

「博覧会の設営事務所として使われていたが、一昨日おとといから関係者に明け渡わたしてもらい特務省の支部として使っている」

　佳乃子の質問には理津が答えてくれた。なんとも強ごう引いんな話だが、本来なら人の出入りが激しいこの時期に、特務省の関係者以外を閉め出してしまったのだろう。

　ある一室の前で、理津が扉とびらをノックする。

「風戸です。ただいま戻りました」

　開かれた広間はゆったりと見えかなりの広さがある。

　その中央に置かれた巨大な机には古文書がひもとかれ、周囲には載のり切らなかった巻物や書しよ籍せきが山と積まれていた。

「父さん……」

「佳乃子」

　机の上に視線を落としていた父親の姿に気づき、佳乃子はおずおずと歩み寄った。

　自分がしたことで、ずいぶんと心配をかけたことはわかっている。

「あの……ごめんなさい。でも、どうしてもちゃんと冬馬さんと話がしたかったの」

　勢いよく頭を下げて詫わびると、惚司はふっと息をついた。

「そのことについては、あとにしよう。佳乃子にも改めて紹しよう介かいする。本郷の邸てい宅たくの主あるじで、仕事の依頼主になる。赤枝景護さんだ」

　父の声に、佳乃子ははっと体を硬かたくした。

　冬馬がこれほど頑かたくなに自分の役目をと思い詰つめてしまうのも、赤枝家の兄弟たちの一風変わった生おい立ちも、すべてはこの人物が原因と言えるのだ。

　がっしりとした体つきの男性は、日に焼けた顔つきを一いつ瞬しゆんで笑えみに崩くずした。

「おおぉぉ……、佳乃子ちゃんか!?　またずいぶんと大きくなったものだなぁ」

「えっ、わ……っと、きゃ！」

　突とつ如じよ振ふり返った景護に両手を取られ引き寄せられたかと思うと、まるで検分するように頰ほおを両手ではさまれる。

「なるほどなぁ。母親ほど気はきつくなさそうだ。やさしい目をしている」

　ぺたぺたと犬を可愛かわいがるように触さわられて、佳乃子は呆ぼう然ぜんとしてしまったが、背後から冬馬が肩かたを引いてくれた。

「父さん、彼女に失礼です。初対面と同じようなものなのに……」

　とがめる冬馬の声に、景護は綺き麗れいに整えられた髪かみをぐしゃっと乱して「まったく、つまらん息子むすこだ」といじけたようにつぶやいた。

「すまなかった。いや、家はこの通り全部男の子ばっかりだっただろう。惚司のところに女の子が生まれたときには珍めずらしくてなぁ……あのお人形みたいだった女の子が……な」

　佳乃子はまったく覚えていなかったが、どうやら景護のほうでは佳乃子に妙みような思い入れがあったようだ。

　だが冬馬の視線が机に向けられたのに気づくと、景護はまとう空気を変えた。

「ちょうど良かった、みんなにも聞いてもらおう」

　景護が部屋の全員に呼びかける。

　広間の隅すみのほうにいた法ほう衣え姿の幾いく人かが、顔をあげて振ふり返った。

「公園内を見てわかったと思うが、現在は特務省とその関係者以外にはすべて撤てつ退たいしてもらっている。すなわち、それ以外に入りこんでいる人物がいれば、それは悪あく魔ま崇すう拝はい者か邪じや魔ま者ものだと判断していい」

　さらに大きな机の中心に広げられた地図を見るよう、景護は全員を手招きする。

　佳乃子が目にしたその地図は、関東近きん郊こうまでが描えがかれた古めかしいものだ。

　そこにピンが打たれ、印がつけられている。

「ここにつけた印は、帝てい都とを守護する鬼き門もんを示してある。古くから用意されたこの結界は、徐々に手を加えられ強化されてきたが、環かん境きようや状じよう況きようの変化によって現在は不完全なものになってしまった。だからこそ、異国の悪魔たちに付け入る隙すきを与あたえてしまっているが──ここに、各地から陰おん陽みよう道どうの流れを汲くむ術師たちに集まってもらい、助力をいただくことになっている」

　冬馬は佳乃子の隣となりでぼそっと口にした。

「父さんはそのために、ほとんど家にいなかったんだ」

「冬馬さんは、お父さんがどこにいるのか知ってたの？」

　佳乃子が小声で尋たずねると、冬馬はほんのり苦く笑しようする。

「いや、想像してただけ。どうせ移動ばかりしてるだろうと思っていたしね」

　結局父親本人が帰ってくるのを待つしかなかったのだろう。

　手にしたペンで、景護はトンと地図をつく。

「まずは鎌倉、ここへは夏祈を向かわせてある。そして日光には千春を、都内では大手町に艶秋。そしてこの上野には冬馬にきてもらった」

　地図上に線と点が複雑に描かれ、ピンで印が打たれた箇か所しよを眺ながめるものの、佳乃子にはその意味までは理解できない。

　戸惑う気配に気づいたのか、景護はふと顔をこちらに向けると、わずかに思案したあとに教えてくれた。

「この地図にある細かい社寺をなぞっていくとだな、帝都のための見えない壁かべが作られることになる。だが、長い年月のなかで焼け落ちたり、別の建物や社寺が入ることで、その壁が[image: ]もろくなっているんだ。なかでもこの鬼門とされる箇所は、昔から鬼おにが入りこむ凶きよう意いが強く集まる場所。鬼が出入りするから鬼門と呼ばれた」

　景護の言葉に佳乃子もおぼろげながらに理解する。

　だが、これまで日々自分が暮らしている土地に、意識したこともない守りが働いていると聞かされ不思議な気がした。

　──母さんも、その結界に関かかわるお役目についていたってことなのね。

　そして、思い当たることがある。

　つい先日、夏祈やイナサを巻きこんでライズワルドが騒さわぎを起こしたのは、浅草の凌雲閣だった。

　そのときには、この上野にある不忍しのばずの池いけでも『切り風』と呼ばれた鎌かま鼬いたち憑つきのイナサが、人々を切りつけ世を騒がせたのだ。

　いまや都内で起きている事件をたぐれば、そのひとつひとつが結界に結びついてくるのかもしれない。

「じゃあ、悪あく魔またちも鬼門と呼ばれる場所から？」

「そうだ。本来はこの帝都に起こる災さい厄やくを遠ざけるために施ほどこされた結界だが、どうしても魔まが引き寄せられ、入りやすい場所がある」

　それでもわからないことがある。

　憑つき物筋の女性を探し出してまで生まれた子供たち、赤枝家の四兄弟がそれにどう関わるのか佳乃子にはさっぱり想像できないのだ。

「あの、見えない壁に対して、冬馬さんたちはなにをするんですか？」

　その身を案じてつい声を尖とがらせてしまう佳乃子に、景護は部屋に控ひかえている術師を眺めてから冬馬に視線を向けた。

「それについては、特務省が創設される以前から、私が個人的に調べて動いていたことなのだ。先人たちが数百年に渡って築いてきた帝都の結界は、もともとその土地にある神々や物の怪けを利用して張り巡めぐらされたものだ。調べて回るにも気の遠い作業になった」

　佳乃子は長男の千春の年ねん齢れいを思い出してはっとする。

　──そうだ、千春さんは冬馬さんより七つも年上だもの。景護さんは特務省ができるよりずっと先に動いてきたんだ。

　苦々しさがにじむ景護の声には、複雑な後こう悔かいが含ふくまれているようにも感じられた。

「十七年前と同じことは起こさせない。特務省を立ち上げて、状じよう況きようを少しは動かせるようになったんだ。帝都の結界の効果は数年数十年じゃ意味がない。帝都の安あん寧ねいのためには、何世代も後世に伝えていけるだけの結界を、もう一度成立させなければな。かつて天てん海かいが作り出した結界をさらに超こえ、引き継つがれるもの──」

　そう口にした景護は、厳しい眼まな差ざしで冬馬を見つめつづけた。

「人が作る組織は、その命が尽つき移ろうなかでいずれ形を失う。ならばこの国に在る、悠ゆう久きゆうの時を越こえていく、この国そのものといってもいい存在に、力を借りるべきだと私は考えた。つまり結界を強化するためには、地主の神の力を借りる必要があるということだ」

　景護の言葉を必死に追っていた佳乃子は、耳慣れぬ言葉を口にする。

「地主の神……」

　はじめて耳にする言葉は、景護の説明によると、人がその地に足を踏ふみ入れるより以前から土地を支配している神のことらしい。

　人の手による社寺の創設よりも古くから、土地に根付き存在するもの。

　地主の神は、古いにしえから土地を司つかさどるものとして敬われてきたのだ。

「多くは社寺建設にあわせて本ほん殿でんに合ごう祀しされるか単独で祀まつられるが、いまや社寺も移されたり廃はいされてしまうことが増えた。そういった地主の神に働きかけるために、近しい存在として憑き物筋の人間が必要だった。つまり、人と地主の神の間に立てる、仲ちゆう介かい者のような役割だ」

　そのために景護は各地を行脚あんぎやして、ふさわしい人物を捜さがし出してきたのだという。

「こうした調べを進めて各地へ向かうために、君の父親である惚司にはずいぶん手伝ってもらっていた」

　景護の言葉に父の名が出てきて、佳乃子は顔をあげた。

「……父さんの仕事は、美術品の鑑かん定ていだって思ってました──」

　惚司は机に広げられた古地図の一部に触ふれ、決まり悪そうに口をひらく。

「もちろん、それも仕事のうちだけれどね。基本的には古くからつづく家やそこにある蔵くらには、特務省で必要になる資料が多く眠ねむっている。大半は、それがなんであるかもわからないまま……」

「じゃあ、父さんはわかってたの？　赤枝の家がどういう場所で、冬馬さんたちがどういう人たちかも？」

　惚司が黙だまったままでいることが、肯こう定ていにほかならない。

「私はお前の母親と出会ったことを後悔していないが、その出来事が及およぼした影えい響きようについては責任がある」

　なにより佳乃子の身を守りながら育てるためには、赤枝景護の知識や力が必要だったのだと惚司は口にした。

　本当に、自分はなにも知らないまま暮らしてきたのだと痛感して、佳乃子は守られてきたことへの感謝と、悔くやしさの混じるもどかしい気持ちに襲おそわれる。

　そのとき、冬馬が一歩前へ出て景護に向き合った。

「結界についてですが、佳乃子さんが関わる必要はありません。彼女は正式な『贄にえの乙女おとめ』ではありませんし、もともと僕らがいれば──」

　間に合うはずのことだと冬馬が口にするより先に、佳乃子は冬馬の前に出る。

「やめて、関係なくはないわ。だから私も本郷の家に呼ばれた。少なくとも、景護さんはそのおつもりだし、それに応じたということは、父さんも納なつ得とくしているってことだもの」

　これ以上、自分だけが安あん穏のんと安全な場所にいるつもりはない。

　しかし目の前のやりとりに、視線を動かしていた景護は不ぶ躾しつけにも吹ふき出した。

「……っははは！　悪い……いや、べつに笑うつもりじゃなかったんだが、すまないね。惚司、お前の娘むすめには、まるで親心が届いていないようだが……」

　場の空気を吹き飛ばすように勢いよく笑った景護の肩かたを、佳乃子の父は決まり悪そうにこづいていさめる。

「佳乃子、お前は『贄の乙女』として正式に座についていない。再強化の儀ぎ式しきに関わっても邪じや魔まになるだけかもしれない」

　なんとか娘を留め置こうとする惚司の隣で、景護が言葉を添そえる。

「つまりだね、惚司が特務省の人間でもないのに、長らく放ほう浪ろう生活をしながら調査の日々を送ってきたのは、娘の君を危険な場所に置きたくないと望んだからだよ」

「いいか、佳乃子。…………移動しながら暮らしてきたのは、お前が人ならぬものを引きつけるからだ。だがそれもお前にかわいそうだからと、一度だけ景護のところに預けようかと思った……ただ」

　重苦しい惚司と対照的に、景護はにやりと人の悪い笑えみを浮うかべる。

「私に預けたら『贄の乙女』にされるかもしれない、なんて疑ったんだろ」

　まったく悪びれず、笑いながら口にする景護に惚司は気まずそうだ。

　──そりゃ、そうよね。だって私が生まれるより前から、結界のためならって子供をあちこちで作っちゃうような人なんだもの。

　目的のためなら手段を選ばない、まさに千春が口にしていた通りの男なのだ。

　そのとき、部屋の外がにわかに騒そう々ぞうしくなり、将校服姿の男たちが駆かけこんできた。

「報告いたします！　都内各所の上空に黒い影かげ。公園の敷しき地ちにも魔ま物ものの侵しん入にゆうを感知です」

　ただならぬようすの将校に、部屋には一気に緊きん張ちようが走った。

「ずいぶんとせっかちだな。始めるか」

　そう言って景護が机を離はなれると、室内にいた術師たちはいち早く外へと出て行く。

　同じく出て行こうとする冬馬のあとに、佳乃子もつづこうとした。

「佳乃子さん、君はせめてここに──」

　止められるだろうとわかっていただけに、佳乃子は毅き然ぜんとした態度を崩くずさず、冬馬から離れると景護に近づいた。

「お尋たずねします。私は父のいうとおり、巫女みことしての教育や修練は積んでいません。ですが、魔物を引き寄せ滅魔の力を持つというのなら、それを役立てられないのですか？」

　臆おくさず尋ねた佳乃子に、景護はわざとらしく眉まゆをあげてみせた。

「そうだな、役に立たないわけではない。だが、危険がないわけでもない」

　ややもったいぶる調子で口にして、険しい表情を浮かべている冬馬や、不安そうな惚司にわざとらしく視線を向けた。

　佳乃子は、そんな景護のずるさを利用することにした。

「私を赤枝家に呼んで冬馬さんと再会させたのは、きっとこうなるってわかっていたからじゃないですか？」

「……まさか、そうなにもかも思い通りになるとは思っていない。君たちの再会が、互たがいに良い影響になればと思っていたが……純じゆん粋すいな親心だろう？」

　調子のいい言葉を並べる景護に、佳乃子は「では、良い影響のためにご一いつ緒しよします」と口にして、扉とびらの外へと出た。

　その背を追って、冬馬と景護もすぐに出てくる。

「なるほど、君は確かに母親に似ているのかもしれないな。それだけ肝きもが据すわっているなら、今度こそ望む結果を手に入れられるかもしれん」

　意味ありげな言葉を残して、景護は法ほう衣えの術師たちを引き連れると、急ぎ足で公園のなかを歩きだす。

「佳乃子さん！」

　まだ冬馬が納得していないのはわかっていたが、佳乃子も意志を変えるつもりはない。

　すると突とつ然ぜん手を繫つながれて、佳乃子ははっと足を止めた。

　振ふり返ると、案じる色をたたえた黒い瞳ひとみがまっすぐに向けられている。

「いってもきかないって、もうわかったよ。それに父さんが、最初からこれを期待してたんだってこともね」

　冬馬はうらめしそうに先を歩く父親の背中をにらむ。

　結局、佳乃子は冬馬に手を引かれるまま、公園内を進んでいった。
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　深い木々の合間に延びる参道には百段を超こす階段があり、精せい緻ちをこらした建造物が並ぶ東とう照しよう宮ぐうに千春は到とう着ちやくしていた。

　先に到着していた術師や将校の一団と合流し、参道を逸それて山道に入る。

　一見修しゆ験げん僧そうのように見える術師たちは、山歩きに慣れており軽い足どりだが、千春はかなり苦戦させられた。

「ふぅ、ひ～……ちょっと、これってひょっとして、俺が一番足場悪いんじゃないの？　とはいえ、眠ってばっかり猫ねこじゃ困るからって、駆り出されたわけなんだけどさー……俺は『眠り猫』じゃないっての」

　息切れをおこしながら、千春はぶつぶつつぶやきつづける。

　山の奥まった祠ほこらにたどりつくと、すでにそこでは榊さかきと縄なわによって清められた儀式の場が作られていた。

　千春を案内した術師たちは先に真言を唱えつづけている者たちと同席し、地主の神を招来するための場を整えていく。

「さて……ここでは俺が交こう渉しよう役ってことか」

　列車を降りてすぐに、袴はかまと明衣に着き替がえさせられていた千春は示された場に座ると、呼吸を整え静かに目を閉じた。

　神職でない千春にとって、術師たちの真言もこの場で行われている儀式も、まるで理解できないものだ。

　それでも己おのれのなかにある闇やみに、ひたひたと寄せてくる存在を感じることはできる。

　じっとその気配だけを探さぐり、相手の意思や力、そして古いにしえに交かわされた約束が反ほ故ごにされたわけではないのだと、ひたすら相手の説得に努めた。

　千春の意識の明るみに相手を引きずり出すと、それはこちらの出方をうかがいながら、じっとうずくまり耳を傾かたむけている。

　ひた、と進められた気配は、どのような形を持つのか。

　千春に憑いている猫ねこ又またの格は、本来ならばとうてい相手に及ぶものではない。

　そのため相手に屈くつ服ぷくを強しいるのではなく、結界を置くことの許しをただひたすらに願い請こい、そばに在る形なき意思に奉ほう納のうを欠かさぬと誓せい約やくを立てる。

　押しつぶされるかと思うほどの重圧が、毛一筋の極どさで留められた。

　やがて千春の脳のう裏りに、周囲で繰くり返される唱和の声と、榊が立てる音が戻もどってくる。

　ふうっと気が遠のくように姿勢が崩れると、背後にいた術師に支えられる。

「ありがとうございます。無事に……無事に結界が──」

　声をかけられ、まぶたを引き上げれば、祠の背後から光があふれ、染みいる水のように大地へと流れ出す。

　千春はようやく表情をふにゃっと崩してずり落ちた眼鏡をあげると、夏祈がいるはずの鎌倉の方角を見つめた。

「……ふー、あとは頼たのんだ」
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　夏祈が向かった鎌倉では、すでに術師たちが苦労して魔物と切り結んでいた。

　駅からの移動の車中で衣装を改めさせられた夏祈は、単ひとえに差さし袴こを身に着けただけで、大きく袖そでをめくりあげた。

　姿勢を低くする間に蔓つる草くさ模様が肘ひじから手指の先まで浮かびあがり、夏祈の瞳どう孔こうはきゅっと収縮する。

「こんなんじゃ、いつになったら社にたどりつけるんだ……っ！」

　思い切り腕うでを上から下へと斜ななめにはらうと、鬱うつ蒼そうと茂しげった枝葉が切り払はらわれ、醜みにくく濁にごった叫さけびと共に魔物が空に散る。

　そのあまりの威い力りよくに、術師たちも一いつ瞬しゆん閉口しかけたが、素す早ばやく夏祈は活を入れた。

「ほら、そこ！　とっとと場所を作れ。いっとくけど、僕は長居するつもりはないから。それに、地主の神にもへりくだったりしないからな……」

　ぶすっと言ってのけると、見る間に立て直され支し度たくされていく祭さい壇だんを、夏祈はじとっと見つめる。

　──帝てい都とにいる異国の輩やからがここまで入り込んできたってことは、ここらの神しん霊れいも不快には違ちがいない。駆け引きするならそこを材料に……それと神事と祭礼は、このあたりの社だと相場はどのぐらいだったか……。

　早急に調べを済ませてきた情報を並べて、夏祈はこれから説得すべき相手をどう切り崩すか計算する。

　──まったく、暴ぼう力りよく沙ざ汰たはごめんだね。最小の危険で最大の収しゆう穫かくを得る。それが僕の生しよう涯がい目標なんだから。

　術師たちが一いつ斉せいに真言を唱和しはじめると、夏祈はすっと背筋を伸のばして、古びた社の本ほん殿でんへ足を向けた。身にまとう気き迫はくはもはや夏祈に憑く鎌かま鼬いたちそのもので、逆らうものはすべて薙なぎ払うという意気に満ちている。

　腐くさった床ゆかを踏ふみ抜ぬかぬよう、社の中央に腰こしを据すえると、背後でわずかに快さいがあがった。

　どうやら千春が、日光にある鬼き門もんを守り無事結界を始動することができたようだ。

「さぁ、こっちもとっとと話をつけようじゃないか」

　にやりと口角をつりあげた夏祈は、かつて本尊が奉たてまつられていたはずの祭壇に向き合い目を閉じた。
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　特務省の支部となった洋館を出た佳乃子と冬馬は、足早に歩きながら公園内の異様な気配を感じていた。

　夕暮れというには早い時間だが、空は全体に重たく雲が垂れこめ、端はしから鮮やかな赤みを帯びて見える。

「なに……あれ」

　厚い雲の隙すき間まから、はっきりとわかる黒い群となってコウモリが飛来する。

　草を踏む獣けものの走る足音や、蛙かわずを思わせる濁った声がそこらじゅうで不規則に響ひびく。

「佳乃子さん、急いで」

　公園内にいる、将校や術師が払いのけ、真言を唱え護ご符ふを飛ばす。

　さらに園内の木々がざわめくと、鳥の声がけたたましくあちこちに響き、甲かん高だかい声のあと次々と地に落ちる。

「侵しん入にゆう者だ！」

　警けい戒かいを呼びかける声と、将校たちが走っていく長靴ブーツの音が、物々しく響く。

　博覧会の準備がされており、異国の建物がずらりと建ち並ぶ園内は荒廃に満ちていた。

　薔[image: ]ばらの飾かざり窓まどや屋根の風かざ見み鶏どりの付近には、黒く子こ鬼おにのような影かげが躍おどり、整えられた花か壇だんに花が飛び散ると、土中から泥どろにまみれた黒い腕が這はい出てくる。

　佳乃子たちが移動する合間にも、徐じよ々じよに上野公園全体が魔物に浸しん食しよくされていくのがわかった。

　新宿駅についたあとの、ひと気のなくなった帝都の奇き妙みような静せい寂じやくを思い出して佳乃子はぞっとした。

「ひどい」と、そうつぶやいて足を急がせる間にも、頭上の異様な雲は帝都全体を覆おおうほど広がっていく。

　すでに被ひ害がいは帝都だけにとどまってはいないのかもしれない。

　逃にげ場を求めてさまよう人たちにも、いつ災難が降りかかるかわからないような状じよう況きようなのだ。

　魔物たちの爪を逃れようやく佳乃子と冬馬は、公園の南西に位置する不忍池が見える場所にたどりついた。

　池のなかにある、中なか之の島しまにかけられた橋の向こうに弁天堂が見えている。

　冬馬はそこで、軍刀を手にした理津と踏みとどまった。

　佳乃子は景護に招かれると、橋を渡り連れていかれる。

「さぁ、こちらへ」

　中之島の中央には護ご摩ま壇だんが設けられ、数人の術師たちが座して真言を唱えながら、護符を焚たき入れていた。

　結界を強化するのに必要なものなのだろう。

　香こう炉ろや護符、墨すみと筆などが山積みにされている物もの陰かげで、着替えるようにと景護に指示される。

「え、私も着替えるんですか？」

　戸と惑まどう佳乃子に、自らも明衣に衣装を改めた景護が笑う。

「ここで『贄にえの乙女おとめ』として役目を果たしてくれるんだろう？」

「その……心意気はあるんですけど。どうしたらいいのかまでは……」

　語ご尾びが小さくなる佳乃子に、景護は機き嫌げんよく笑った。

「冗じよう談だんだ。君に滅めつ魔まの力を期待はしていない。ただ、『贄の乙女』としての香かおりは大いに役立つはずだ。魔ま物ものをここへ集めてくれるだろう」

　恐おそろしい要求と共に手て渡わたされたのは、巫み女こ装しよう束ぞくのようだ。

　祭壇の奥に置かれた物陰で、佳乃子は急いで着替えを行う。

　白地の単と緋色の切袴を身に着けて、髪かみをひとつにまとめると、金きん環かんのような円い飾りが残ってしまい戸惑った。

「あの……これは」

「ほぉ、似合うじゃないか。やはり知流花の娘むすめだな」

　景護はひとしきり感心すると、佳乃子の手から金環を取り上げ、すっと櫛くしのように髪に挿さして額に納めてくれた。

　すると金環に結びつけられた、白絹を複雑に編んで垂らした飾り紐ひもが揺ゆれる。

　身なりを整えると、意識もかなりしゃんとして佳乃子は景護の視線を追った。

　不忍池を背にして、園内を振ふり返った景護が口を開く。

「ここにある寛かん永えい寺じは、かつて天海僧そう正じようが建こん立りゆうしたものだ。彼の風水による見立てによって、京の都に作られた結界になぞらえてある。例えばそう、寛永寺は比ひ叡えい山ざんの延えん暦りやく寺じにあたる。そしてこの不忍池は琵び琶わ湖ことして見立てられ、弁天堂が鬼門を守る要かなめになっている。帝都の鬼門は、ここに集約されているといってもいい」

　はじめて聞く話に、佳乃子は琵琶湖に見立てられたという池に視線を向ける。

　いっぱいの蓮はすを浮うかべた水面は、先ほどから不気味な静寂に満ちていた。

　背後の池でボコンと鈍にぶい音が響く。

　振り返ると、池の底から大きなあぶくが上がり、次々と割れていった。

　ひとりの術師が意識を引かれたのか、橋の欄らん干かんから池をのぞきこむ。

　すると突とつ如じよ水音と飛沫しぶきがあがり、バックリと赤い口を開けた巨きよ大だいな蛙に術師は頭ごとくわえられ、池に引きずりこまれた。

　その脚あしが蜘蛛くものように八本もあったのを見て、佳乃子は震ふるえあがる。

「急ぐぞ」

　景護に付き添そわれ、術師が必死に真言を唱えつづけるなか、佳乃子は榊さかきとしめ縄なわを巡めぐらせた祭壇に座るよう案内された。

　清めの水をふりかけられ、手渡された杯さかずきから御お神酒みきを口に含ふくむように言われる。

　──冬馬さんは？

　気になって佳乃子が周囲を見回すと、突如池の周囲の木々が激しく波打つように揺れた。

　目をかばいながら空を見上げれば、先ほどまで広がっていた雲の中心が、うずまくようにどす黒く変化していた。

　あらゆるものをさらうような強風が、地上から天空へ巻き上がったかと思うと、ほんのつかの間無風になる。

　誰だれもが気を張りつめた次の瞬しゆん間かん、ドォオンと凄すさまじい音を立て、視界が真っ白に焼き尽つくされた。

　雷いかずちが落ちたと感じる衝しよう撃げきのあと、周囲にたちこめた靄もやが徐々に晴れていく。すると弁天堂につながる橋の向こうには影がふたつあった。

「冬馬さん……それに、あれはライズワルド？」

　冬馬も術師たちに着き替がえさせられたのだろう。

　白い小こ袖そでに差さし袴こを身に着けた姿は、凜りんとして気品に満ちていた。

　対たい峙じするライズワルドは、これまでと同じく三つ揃ぞろいのスーツ姿だ。

　わずかにウエストを絞しぼり、肩かたにぴったりとあった上着は品が良く、いかにもイギリス紳しん士しといった風ふ情ぜいを漂ただよわせる。

　しかしいびつなのは、その背を覆っている黒いコウモリの翼つばさだ。艶やかな皮ひ膜まくが、何重にも畳たたまれている。

「ほぅ、かぐわしき乙女が、清らかな蓮に囲まれているとは……じつに結構」

　そう発言する間にも、ライズワルドの背中が曲がり膨ふくれ上がると、容積そのものが倍にも増して見えた。

　ライズワルドを人たらしめていたスーツはちぎれて滑すべり落ち、最後に背中からずるりと影が伸のびたかと思うと、サソリのような尾おがうねって落ちた。

　異国の魔ま神じんのごとき姿に、池の周囲にいた術師や将校のなかにも、うなりをあげひるむ者があらわれる。

「無理もないことだ。我が名こそが奈な落らくそのもの。あらゆるものを破は壊かいし滅ほろぼす定めとして、世にあるのだ」

　見る間に裂さけた口の端はしには、獣のごとき牙きばが見える。紫むらさきに澄すんでいた瞳ひとみは、滴したたるような血の赤へと変じていた。

　冬馬はすかさず身を低くすると、懐ふところから取り出した扇おうぎを開き高く掲かかげる。

「九尾、契けい約やくを成せ！」

　叫さけび終わるより早く、冬馬の全身を包む黄金の光がいつもより強く輝かがやきを放った。

　その瞳がぎらりときらめいたかと思うと、足が大地から解放されたかのように、冬馬自身がふわりと宙に浮き上がった。

　まさに足あし下もとの大地が黒い泥でい土どと化すと、ぬめった牙となり冬馬を追って伸びる。

　冬馬が緋ひ扇おうぎを鋭するどく一いつ閃せんしたかと思うと、ライズワルドがその背にある大きな双そう翼よくを広げ飛び上がった。

　筋肉が盛り上がる腕うでを勢いよくふると、佳乃子がいる弁天堂を囲むように、池に激しい水柱がいくつもあがる。

「……きゃあぁぁぁっ!!」

　予期せぬ衝撃に、佳乃子は身を低くして祭さい壇だんの床ゆかに手をついた。

　顔をあげると、すでに周囲の術師が半分ほどに減っている。

「護ご摩まの火を絶やすな！　後もう少し持ちこたえるのだ!!」

　檄げきを飛ばすのは藍恵法師だ。

　残された術師たちが唱える真言が、徐々に重なり唱和を取り戻もどす。

「オン・キリキリ　ハラハラ　フダラン」

「……オン・キリキリ　……オン・キリキリ……」

　橋の向こうでは、駆かけつけようとする特務省の将校たちが、気味の悪い泥どろ人形を薙なぎ払はらうのに苦心していた。

　もはや空は闇やみに塗ぬりつぶされたように暗さを増し、周囲の視界さえ怪あやしいありさまだ。

　だがそのなかで、九尾を宿した冬馬の姿だけが輝いて見える。

　いまや上野にあらわれているのは、ライズワルドだけではない。

　これまで帝てい都とに巣くい、崇すう拝はい者たちによって力を得た悪あく魔またちが、続々とこの場に姿をあらわそうとしていた。

「冬馬さん、下よ！」

　雷が地上に穿うがった穴から、黒い大きな狼おおかみが這はいずりだし、冬馬を狙ねらって飛び上がる。

　袴の裾すそをひっかけられ体勢を崩くずした冬馬は、そのまま背面にくるりと回転し、木を蹴けることで鋭い牙を避よけた。

《　しゃらくさい。多勢でなくば、勝負も仕し掛かけられぬ異国のうらなりばかりよ　》

　舞まいを見せるかのように、優ゆう雅がに扇を操あやつってはいるが、すでに周囲を囲んでいる悪魔の数は尋じん常じようではない。

　そのいくつかは、徐じよ々じよに佳乃子がいる弁天堂へと詰つめてこようとしていた。

　時間が経たつほどに状じよう況きようは悪くなるばかりだとわかる。

「景護さん、結界はどうなってるんですか……」

　佳乃子が立ち上がると、景護は駆けつけてきた将校のひとりから報告を受けている。

「……どうやら、艶秋が少々手間取っているようだな。なにしろ帝都にこれだけ悪魔が増えているからな──」

　景護のようすから、どうやら各地に散った赤枝兄弟の力で、それぞれの鬼き門もんを強化しなければならないらしい。

「そんな……」

　いっそう不安が大きくなった佳乃子は、橋の向こうに黒い火柱があがったのを見た。
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「ったく、近くだからツイてるねぇなんて思ったもんだが──一番の貧びん乏ぼうくじだ。術師が憑つかれちまうなんざ、情けない」

　艶秋はぶつくさいいながら、自分に手を伸ばしてくる術師からすいと身をかわし当て身で気絶させる。

　さらに次々と挙動が怪しくなる術師を、他ほかの術師が必死に取り押さえた。

「こんなときに、すまない。あなたは早く、祠ほこらへ！」

　かろうじて正気を保っている術師数人が、魔ま物ものに惑まどわされる仲間をとどめる間に、艶秋はやれやれと先を急ぐ。

「はぁ、すぐに済ませるつもりが、これじゃあとで説教されちまうね」

　鬱うつ蒼そうと茂しげる木々のなか社しや殿でんの裏手にまわると、ほとんど人目につかない場所に、ぽつりと置かれている苔こけむした石いし塚づかが見えた。

　髪かみを結ゆわえていた紐ひもを切られた艶秋は、白い髪をうっとおしげに背に流すと、己おのれの額につと指で触ふれた。

　そこには[image: ]に似た痣が浮きあがっている。

　艶はゆっくりとその石塚に声をかけた。

「いまは新参に守護を明け渡わたしたようだが、わかっちゃいるんだろう？　眷けん属ぞくをけしかけるのはよしとくれ。気を利きかせて、そっちから出てくるぐらいしてみたらどうだ」

　口調はゆったりしているものの、その声こわ音ねとは裏腹に、艶秋の石榴ざくろ色の瞳は宝玉のように輝きを増し、瞳どう孔こうが糸ほどに細く変化している。

　すると艶秋の視界のなかには、石塚を抱だくようにとぐろをまく蛇へびがいた。

　もとは白かったであろう[image: ]うろこは、ところどころ打ち身のように汚きたない色を見せ、淀よどんだ気配を発している。

　艶秋はさっと伸ばした手で、触れた石に強く気をこめた。

　手の甲こうから腕へと流れるように、[image: ]の模様が浮うかびあがると、艶秋は普ふ段だん聞かせることのない、酷こく薄はくな声で告げた。

「わざわざ、こちらが足を運んでるんだ。同じみずちの頼たのみを邪じや険けんにすれば、どうなるかは……わかっているだろうね」

　ぎり、と白い歯を嚙かみしめて告げられた言葉に、場の空気がみる間に変わる。

　地中から立ち上る空気が清せい冽れつなものに変じると、術師たちが必死に唱える真言に招かれるように流れ出す。

　密度の濃こい大気にこもった意志に、艶秋が手を向けると、たちまち空気中の水分が凍こおってキラキラと粒つぶになる。

「格の違ちがいがわからないっていうなら、すべてすりつぶして葬ほうむっちまったっていいんだよ？　私はさまよう荒こう神じんだ……根城を定めるのに否いなやはない」

　艶秋のゆったりとした口調ながら気き迫はくのこもった言こと霊だまに、周囲の空気が一変した。

　それに呼応したのか、眼前まで迫せまっていた苦々しい悪魔たちの気配が瞬またたく間に押しつぶされ、消えていくのがわかる。

　術師たちが互たがいに顔を見合わせ、ようやく額の汗あせをぬぐった。

　艶秋は「ふぅ」と息をついて空をあおいだ。

「えぇと、日光は千春兄さんであっち……鎌倉は……夏祈兄さんがいるのか。まったく、同族相手にここまでてこずるとはね」

　つぶやく艶秋は、苔むした石塚を覆おおう淡あわい光を見つめた。

　地を這い編み目のように一いつ斉せいに広がっていく輝きは、やがて宙に舞い上がり空へとのぼっていった。

　空を仰あおげば、いまや上空いっぱいに白く小さく輝く光が流れている。細かな絹糸に似た光は、ゆっくりと広がり絡からまって伸のびてゆく。

　荘そう厳ごんさと神こう々ごうしさを放つ光の糸は、結界を再強化することによって生まれたのだろう。

　糸の一本一本がきらめくたび、ざわついていた不ふ穏おんな気配が、広がる光によって鎮しずめられ、この国に棲すまうあらゆる存在に呼びかけ、その力を正しく呼び覚ますのがわかる。

「あとは、これが上野の結界と無事つながればいいが──」

　艶秋にはわかっていた。

　父親はこの土地のあらゆる神々や物の怪けに近づくために、人生を捧ささげている。

　人間にも格があるように、彼らに近づくには一足飛びにはいかないのだ。

　憑き物筋と縁えにしを結ぶにあたって、景護はきちんと手順を踏ふんでいた。

　手始めに長男である千春の猫ねこ又また、そして夏祈の鎌かま鼬いたち、さらに艶秋の家筋はみずち憑きと、徐々に憑き物の格をあげていっている。

　特別な家と縁を深めることで、物の怪や怪かい異いが引き合う場所に己を導いていったのだ。

　さらにこの結界の再強化にあたって、鬼門を制圧するのに見合った力の場所へと各自を配置した。

「最後は、冬馬……結局お前が頼たより、か」

　末まつ弟ていの冬馬は、景護自身が予期せぬ存在であり、なにより九尾とは血や縁で結ばれたのではない契けい約やくの関係だ。

　だからこそ九尾は、宿主の命を取ることも厭いとわずに、最大限に力を発揮するだろう。

　冬馬と出会ったばかりの頃ころには、はじめて目にする弟という存在に興味はあったが、寝しん食しよくを一つ屋根の下で共にしてきたいまは、それなりに愛着が生まれている。

　艶秋はふと嫌いやそうに眉まゆを寄せた。

「もし、これもあの人の狙い通りなら……なんだか腹の立つことだ」







[image: ]




　九尾が支配している冬馬の体は、着物の襟えりがじっとりと血に濡ぬれている。

　池の中程ほどにある弁天堂を背に、冬馬はライズワルドを相手に苦戦していた。

　その周囲で理津をはじめとした特務省の将校たちが、わずかに青く輝かがやく軍刀を手にして化け物を切り払はらっていく。

　彼らが手にしている刀には、術師たちの祈き禱とうがこめられ、結界内で魔まを退ける力を持たせてあると景護が教えてくれた。

　背筋を湾わん曲きよくさせ巨きよ大だい化したライズワルドは、人の衣服を脱ぬぎ捨て、らんらんと光る血の色の瞳ひとみで、周囲を睥へい睨げいする。

　太い腕うでを振ふり回すと、地を駆かけ回る子こ鬼おにのような悪あく魔まをとらえた。

　耳元まで裂さけた口元へ小鬼を頭からつっこむと、笑い声をたてながら咀そ嚼しやくする。

「そうだ、お前たちは力を運べ。殺して奪うばい、憎にくみあうよう混乱と災わざわいを……！」

　ライズワルドの濁にごった音の哄こう笑しように、たちまち周囲の風が黒くうずまく。

　凶きよう風ふうは、冬馬の体をとらえると、勢いよく地面に叩たたきつけた。

　頭を強く打ったのか、冬馬は倒たおれ伏ふしたまま動かない。

「冬馬さん！」

　同じく橋の向こう側では、冬馬に加勢していた理津が、軍刀を手にしたまま必死に呼びかけているのがわかる。

　ただ事ではないようすに、佳乃子は青ざめて祭さい壇だんから下りると橋を渡ろうとした。

「なりません。貴女あなたがあちらへ渡っては悪魔の思うつぼです！」

　錫しやく杖じようを構えた藍恵法師にとどめられ、佳乃子は歯は嚙がみする。

　すると視線の先で、冬馬が苦しげに体を起こすのが見えた。

　目の色が左右でばらつき、一いつ瞬しゆんのちに双そう眸ぼうが黒く戻もどった。

　すると冬馬は痛みにわななく手で、再び緋ひ扇おうぎを握にぎり立ち上がろうとする。

　その胸むな元もとはすでに鮮せん血けつで真っ赤だ。

　ライズワルドは周囲の悪魔を取り込むことで、さらに力を増しているようだ。

　いまや不忍池のあたりは、これまでになく禍まが々まがしい気配に満ちている。

　異界を思わせる光景が公園内のことだけなのか、帝てい都とのどこまで広がっている状態なのか想像すると恐おそろしかった。

　長い時間をかけて地下に根が張るように、帝都には悪あく魔ま崇すう拝はい者たちによってそれだけの異国の魔物が入りこんでいたのだ。

　大たい妖ようと言われる九尾であってさえ、簡単に太刀たち打うちできる相手ではないのか、何度もぶつかり合っては意識を失っているように見えた。

　──いけない。……もしかしたら冬馬さん、もう何度か九尾と入れ替かわってる？

　ライズワルドはふらつく九尾を宙高く殴なぐりあげると、自らもそれを追って駆け上がり互いにぶつかり合う。

　動きが速すぎて、佳乃子の目ではすべてを追えないが、ひどく嫌な予感があった。

「冬馬さん……九尾との契約を何度交かわしたの？　まさか……」

　すると上空から、激しい雷いかずちが地上へと落ちた。

　激しく空が鳴り、まばゆい光が幾いく筋も生まれると、巨大な槍やりのように冬馬をめがけて大地にぶつかる。

　その衝しよう撃げきに驚おどろいた藍恵法師が空を見あげた隙すきに、佳乃子はするりと走り出し、術師たちの脇わきを抜ぬけて橋を駆けた。

「待って」冬馬に向かって叫さけびたかったが、声をあげれば足が鈍にぶる。

　恐きよう怖ふに目の前が揺ゆれて感じられたが、佳乃子は術師たちの間を走り抜けて、橋を渡わたりきった。

　するとすでに人の姿を失っているライズワルドが、巨大なかぎ爪づめのある獣けものの四し肢しで近づいてくる。

「ようやくあらわれたか、かぐわしき花よ……あの女と同じく、私に力を与あたえてくれるのだろうな」

　ひどく耳みみ障ざわりで不快な声は、幾いく重えにもひび割れて聞こえる。

　口にされた「あの女」というのが、母のことなのだとわかった。

　佳乃子は顔をしかめ、ライズワルドをはさんで向こう側に倒れている冬馬を見た。

　すでに血まみれではっきりとはわからないが、明らかに胸の傷が増えているのがわかる。

　──九尾がひどくやられると、冬馬さんの意識が戻ってる。もしかして、そのたびに九尾と契約を……？

　だとすれば、何度契約を重ねているのか、もはや佳乃子にはわからない。

　背後では術師たちが必死に真言を唱和する声が響ひびき、いまや鬼き気き迫せまる様相だ。

「そうよ、私はここにいるわ！」

　佳乃子が叫んだ途と端たん、獣の脚あしを持ったライズワルドは力強く地を蹴けると、一挙に距きよ離りを詰つめ、ふしくれだった巨大な手を佳乃子にのばす。

　乱暴に肩かたをつかまれ、体を宙につり上げられる。

　衝撃に髪を結う紐が切れ、金環がとばされた。

　肩と首に食いこむ爪の痛みにうめき、恐怖に目を閉じてしまいかけたとき、鼻の奥でふわっと花の香かおりがした。

　それは澄すんだ風が胸をすうっと爽さわやかにするようで、佳乃子の意識を明めい瞭りようにする。

　すると香りは一気に濃のう度どを増し、目の前がぐらりとゆがんだかと思うと、視界に一輪の大きな白い花が見えた。

　途端に、身のうちに直接刃は物ものをたてられたような激しい痛みを感じて、佳乃子はうまく息が吸えなくなる。

「っぐ……くっ……ふぅ」

　胸を強く押さえ、全身に吹ふき出る嫌な汗あせと悪お寒かんをこらえる。

「佳乃子さんっ……なんてことを──」

　身を起こして駆けつけた冬馬の青ざめた顔と、背後から近づいてくる藍恵法師の足音に気づいた。

「まさか、あやつを取りこんでしまわれた……？　佳乃子さん、私の声が聞こえますか？」

　法師の焦あせった声に、佳乃子は苦しい意識をさまよわせる。

　どうやら自分が、ライズワルドを身のうちに取りこんだのだと、ぼんやり理解できた。

　──『贄にえの乙女おとめ』だなんていっても……わからない。母さんは、悪魔を取りこんでどうするつもりだった？　滅魔の力って、どうすればいいの？

　目の前にあるのは、大きな白い花。

　不自然なそれは周囲の人には見えていないのだろう。佳乃子が意識を傾かたむけると、それは花びらを一枚落とす。

　はらり、と剝はく落らくする花弁のあと、さらに花の香りが強まり、体の痛みがわずかに引いた。

　無意識のうちに、佳乃子は白い花だけに集中していく。

　ひらりとさらに花弁が落ちる。

　すると香りが頭のうちまで満ちて、少しずつ痛みから意識がそれた。

　冬馬の手が頰ほおに触ふれるのがわかって心ここ地ちが良い。

「いけない、佳乃子さん。ライズワルドをすぐに解放するんだ」

「佳乃子さん、まだ貴女には無理です。このままでは命と引き替えになってしまう」

　はじめて聞く藍恵法師の慌あわてた声も、佳乃子はぼんやりとしか思考できない。

　──それなら、母さんと同じ。だって、それがお役目なんでしょう？

　唇くちびるが温かいもので濡れた気がして、口を動かすとほんのり錆さびのような味がしたが、いまは気にならない。

　──目の前の……散らさないと……白い花を消してしまえば。

　もはや操あやつられるように、佳乃子はただ目の前の花にだけ意識を集中し、じきに周囲の音もなにも届かなくなった。







　突とつ然ぜん、目の焦しよう点てんがおぼつかなくなると、佳乃子は意識を失い力なく首を垂れた。

　冬馬は佳乃子を抱だき起こすと、焦りもあらわに近づいてくる父親をにらみつける。

「父さん、佳乃子さんが……彼女はどうしたら……ライズワルドをどうやったら殺せるんです」

　駆かけつけた景護は、状じよう況きようを見てすぐに察したようだ。

「あぁ、意識がないのか。よくないな……」

　珍めずらしく余よ裕ゆうのない景護の顔色に、冬馬は状況が切せつ迫ぱくしていることを知る。

　佳乃子の頰が血で濡ぬれているのに気づき指でぬぐったが、いまは己おのれの手も綺き麗れいではないと知って袴はかまでぬぐいなおした。

　己の血まみれの胸むな元もとを見下ろすと、九尾と何度契けい約やくを交わしたかもわからないありさまだ。

「このままだと、佳乃子さんは……」

　藍恵が案じる通り命を落としてしまうのだろう。佳乃子の青ざめた頰や閉じたまぶたに触れ、冬馬は己の力の及およばなさを悔くいる。

「おそらく……お前が危ないとみて、とっさのことだろう。佳乃子さんは『贄の乙女』としての資格を満たしている。母親の知流花が命を落としたときより、力は強いだろう。だが、相手がライズワルドでは……滅めつ魔まと引き替えに、己の命を代だい償しようにすることになる──」

　半ば確信をもって答えられる言葉に、冬馬は手にした緋扇をぎゅっと握った。

　じりじりと焼けるように痛む胸元を指でさぐり、傷を数える。

「お願いします。彼女から悪あく魔まを……ライズワルドを解放してください。僕にはあと一度だけ契約が残ってます。今度こそ必ず──」

　決意を固める冬馬に対して、景護はすっと手を伸のばす。

　そして突とつ如じよぽんぽんと頭を撫なでたかと思うと、パシンとはたいた。

「……なっ、なにを──」

　この状況で自分が父親になにをされたのかわからず、冬馬は一いつ瞬しゆん混乱する。

　しかし景護は情けないと嘆なげくように、己の額に手を当てた。

「まったく、お前ときたら。末っ子だからと甘やかして育てたものの、思いのほか従順でけなげに育ってしまったものだから……佳乃子ちゃんも気が気じゃなかったろう。……まぁこうなってしまった以上は仕方がない」

　悔いもあらわな景護の言葉に、冬馬は恨うらめしい思いと焦りが混じって半眼になる。

　そもそも父に甘やかされたというのは、金銭的な面においてだけだ。

「だから、いまはそういう場合では……」

「いいか、冬馬。いまはそういう場合なんだ。お前が九尾と契約を成すのは、誰だれかのためじゃなく自分のためにしろ」

　思わぬ真しん剣けんさで告げられると共に、景護は冬馬の肩をぎゅっとつかんで言い聞かせてくる。

「彼女は、お前を助けようとして、必死になるあまり自ら力を引き出してしまったんだ。彼女に悪魔を解放させたければ、絶対にお前が助かるという望みが必要になる」

「僕が……」

　箱根で交かわした言葉や、佳乃子の強い瞳ひとみを思い出す。

「そうだ。お前が諦あきらめないことを彼女は誰より望んでいる。いっておくが、それはもちろん私も、兄弟や理津も同じだぞ」

　突つきつけられた言葉に、佳乃子や理津はもちろん、周囲の人間が伝えようとしてくれた気持ちがすうっと胸にしみる。

「いいか、いまから諦めないための呪まじないをお前に授さずける……この状況でなら、さらにうまくいくかもしれん」

　そう口にした景護が耳元で語る言葉を聞くうち、冬馬の瞳にこれまでと違ちがう輝かがやきが宿った。

　これまでは自分が犠ぎ牲せいになったとしても、結果として大勢が助かり帝てい都とが守られれば、特務省は面めん目もく躍やく如じよとなり、父親は望みを果たせると考えていた。

　だがそれは結果だけのことだ。

　自分を犠牲にすれば、大勢の人が傷つくことを本当はもう知っている。

　ただ、望みを持つことで期待を裏切られるのが恐こわくて、自分は九尾との契約を逃にげ場にしていたのかもしれない。

　──諦めない。それは僕が、この先を望むこと。彼女や、大切な人たちといる時間がつづくようにと願うことは……間ま違ちがっていない。
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　冬馬は佳乃子をそっと抱き寄せると、耳元でささやいた。

「お願いだ、佳乃子さん。僕は諦めないと約束する。だから、必ず佳乃子さんに側そばにいてほしいんだ……ずっとこの先も」

　冬馬はそっと佳乃子の額に口づけ、そのまぶたに触れる。

「佳乃子さん、僕には策がある。だから悪魔を解放して」

　そうささやくと、佳乃子の体がびくりと跳はねた。

　苦しそうに咳せきこむと、口元から黒い霧きりのようなものが漏もれ、再び形をとりはじめる。

　冬馬は血の気のない佳乃子を案じてそっと理津に任せると、その場からやや離はなれた場所で緋ひ扇おうぎを構えた。

　佳乃子から解き放たれたライズワルドは、見る間に姿を取り戻もどす。

　さらに力を漲みなぎらせたその体たい軀くは、ひとまわり大きくなり、獣けもののような顎あごを大きく開いて哄こう笑しようし牙きばを剝むく。

「九尾……契約に応こたえろ。僕は望む──」

　そう口にした冬馬の瞳が、さぁっと金色に変化を始める。

　だが、やはり九尾の力は不安定なのか、片目だけしか色が変わっていない。

　そのまま頭上を仰あおぐと、すっかり日は沈しずみ、さらに雲が重なっている。すると、闇やみを裂さく光が空を横に分断するように走った。

　稲いな光びかりとは違う、鋭するどい刃やいばに似た光は、さまざまな方角から幾いく筋も伸びると、弁天堂で真言を唱えつづける術師たちの頭上でぶつかり合う。

　もはや小山ほどに巨きよ大だい化したライズワルドは、空からの光に巨きよ体たいをくっきりと浮うかびあがらせると、遠とお吠ぼえに似た雄お叫たけびをあげる。

　その耳みみ障ざわりな叫さけび声が唐とう突とつに途と切ぎれた。

　まるで刻ときが止められてしまったようで、一瞬の静けさと空白に、誰もが驚おどろいて動きを止める。

　すべての音が真綿にくるまれたように消え去ると、周囲一帯を包んだ光が編み目のように細く伸びて広がった。

　ライズワルドの体に、光の糸が触れた途と端たん、体から白く蒸気があがり、狂くるったように己の肩かたや腕うで、背中とかきむしり苦しげに暴れ出す。

　徐じよ々じよに周囲の物音が戻ると、術師たちによって途切れずつづけられる真言の唱和が、再び絡からみ合い周囲に流れ出す。

　その音を合図に、冬馬は理津から軍刀を受け取った。

　冬馬は軍刀を構えると、挑ちよう発はつするように九尾に呼びかけた。

「大たい妖ようだのなんだのと、偉えらそうな口を叩たたいてきたけど、所しよ詮せんお前は悪魔ごときに遅おくれをとる小者だな」

《　半人前の小こ僧ぞうがなにを……この結界は我にも作用するのだ。動けるだけでも感謝するんだな　》

　言葉を返すと同時に、冬馬の全身に金色の光の帯が乱暴にまとわりつき、その体が宙へと浮いた。

　頭上高く振ふり上げた刀を、冬馬はまっすぐライズワルドの眉間に向かって振り下ろす。

　右目は金に、もう片方は黒く艶つややかな色を宿し、激しい怒いかりをたたえて見えた。

　軍刀の刃のきらめきに、ライズワルドを覆おおっていた光の糸が呼応して輝きを増す。

　ライズワルドの喉のどをつく叫びは、凄すさまじい咆ほう哮こうとなり、血が混じり赤くたぎった瞳は怒りのままに周囲の木々や空気をびりびりと震ふるえさせる。

　闇が凝こり固まったような姿が、冬馬の軍刀に両断され、さらに光の糸に切り刻まれて千切れると、ぐずぐずと形が崩くずれる。

　術師たちの唱和がいっそう高まると、その音と共に、キンと涼すずやかな音が周囲を包んだ。

　響ひびき渡わたった音の余よ韻いんが消える頃ころには、光の糸はほどけて消えた。

　冬馬も全身の力が抜ぬけ、足が萎なえたように膝ひざをつく。

　だが、その視界は不安定で、九尾の力が寄せては返す波のように、自分のなかでせめぎあっているのがわかった。

「……冬馬、さん？」

　やや離れた場所から、呼びかけてくれる佳乃子の声に顔をあげる。

　理津に支えられながら、近づいてくる佳乃子の姿が目に映る。

　必死に目を凝らしているのは、横たえられた自分が、冬馬自身なのか九尾なのか確信が持てないからだろう。

「冬馬」

　近づいてきた父の景護が手をあげて合図を送ると、うなずいて見せた。

　冬馬は佳乃子を押しとどめようというのか、手のひらを向けてふらりと立ち上がる。

　再度、術師たちによって真言が唱えられ始めると、周囲には異様な気配が満ちていった。

　冬馬は手にした軍刀を地に置くと、ふらつく足でまっすぐに立ち、己おのれの胸に手を当てる。

「九尾、最後の契けい約やくを命じる」

　そう口にしながら、己の不安は欠片かけらも悟さとられてはならないと冬馬はわかっていた。

　父の景護は、こう耳打ちしたのだ。

『悪魔との戦いで、最後の契約をちらつかせろ。しかし絶対に約束は交わさず、ぎりぎりまで九尾を追いこめ。己の消しよう滅めつがかかった状じよう況きようであれば、奴やつをうまく誘ゆう導どうできる』

　物の怪けとの約束ごとや契約は、いわば駆かけ引きだ。

　ときに命がけとなる誓ちかいは、物の怪の格や賢けん明めいさに伴ともない、遊びを持たせていることが多い。

　高位の物の怪ほど、駆け引きを楽しむ余よ裕ゆうがあり、小者であればそのぶん単純にしかことが運べないのだ。

　冬馬が投げかけた言葉に、身のうちで激しい抵てい抗こうがおき、切り裂かれた胸の傷が激しく血を流し始める。

　冬馬に契約の主導権を取られたことに、九尾が怒り狂っているのだ。

　それを目にして、景護が歩み出た。

「聞け、九尾。このまま結界内でお前を仕留め、鬼き門もんを閉じるための外げ法ほう物として、永遠に封ふうじてもいいのだぞ？」

　術師がこれだけそろい、結界も完成しているなかでは、明らかに九尾の立場が悪い。

《　我をたばかるとはな、そのような道理が通ると思うか？　》

　屈くつしはせぬと言うのか、九尾は冬馬の喉を支配して不ふ遜そんな言葉をつむぐ。

　冬馬は顔をしかめたが、すぐそばに佳乃子が歩み寄ると、冬馬の頰ほおに両手で触ふれる。

「わかる？　いまなら、私はあなたを取りこんでしまえる。弱っているあなたになら『贄にえの乙女おとめ』として、勝てるかもしれないわ」

　冬馬の金色の右目をのぞきこみ語る佳乃子は、緊きん張ちようを気取られまいとするように笑えみを浮かべてみせた。

　数瞬しゆんの間、沈ちん黙もくが満ちる。

　冬馬は視界にちらちらと明るい炎ほのおがゆらぐのを感じた。

《　……よかろう。長々と時をかけて、我はいっぱい食わされたわけだ　》

　してやられたと、かすかに笑いを含ふくんだ声が、冬馬の体のなかに響く。

《　最後の契約は、お前にあずけてやろう。くだらぬ塚つかに封じられるくらいならば、惰だ眠みんをむさぼりながら、乙女を眺ながめるほうがおつというものよ　》

　そう口にしたかと思うと、冬馬の右目が一いつ瞬しゆん輝かがやき、頰に触れていた佳乃子の手首を引き寄せると、姿勢を崩したその唇くちびるに軽く触れた。

　驚いて頰を染めた佳乃子が、ふっと目を見開いて真顔になる。

「冬馬さん……目の色が」

　冬馬は己の体の深いところに、凝ぎよう縮しゆくされていく存在を意識した。

　そして、すうっと消えていくのがわかると、自分の胸に生まれた感情を知る。

「…………冬馬さん？」

　佳乃子の指が頰をなぞる。

　冬馬は、自分が涙なみだをこぼしていたことに気づかされた。

　佳乃子がぎゅっと冬馬に身を寄せると、互たがいの肩に顔を埋うめ、離すまいとして背を抱だき寄せる。

　九尾との長きに亘る契約に、ようやく終止符が打たれたのだ。

　近づいてきた理津が、軍刀を拾い上げるとほっとしたような視線を向けた。

「ったく、本当に世話のやける」

　つぶやいて、ようやくいつもの余裕のある笑みを浮かべる。

　やがて救護用品を手にした衛生担当の兵士が、公園内を走りはじめた。

　それぞれが手に角灯を持ち、将校はもちろん術師たちのところへまわっていく。

　その明かりを追って周囲を眺めると、上野公園の園内は嵐あらしが過ぎたあとよりもひどい光景だとわかった。

　折れて倒たおれた木々や、地表に空いた穴は惨さん憺たんたる状態で、思わぬ場所から飛ばされてきた岩まで転がっている。

　一週間後の博覧会に向けて準備が進められていた建物は一部が壊こわれ、準備のための資材があちこちに散らばり、果たして残る日数で回復できるのだろうかというありさまだ。

　冬馬と佳乃子は、景護と理津に付き添そわれて、作戦本部となっていた建物まで戻もどることになった。

　すると道の先から近づいてくる明かりと、人ひと影かげが見える。

　現場では足手まといだと、景護に洋館に留め置かれていた佳乃子の父と深左緒だ。

「よく、無事で……」

　駆け寄った佳乃子の手を取ると、父は感情をこらえるようにうつむく。

　佳乃子は、はじめて父親が泣き笑いの表情を浮かべるのを目にした。

「ごめんなさい。父さん、ありがとう」

　母との過去がある父親にとって、佳乃子を行かせるのは苦く渋じゆうの決けつ断だんだっただろう。

「私、まだまだ父さんに聞きたい話がたくさんあるわ」

　親子が再会を喜ぶ隣となりでは、意外にも深左緒が厳しい声を出す。

「本当に、私も保護責任者のひとりとして、ふたりから聞かせてもらわなければならないことがあるんだ。色々とね……」

　青ざめる冬馬の隣で、佳乃子も小さく「本当にごめんなさい」と謝った。

　深左緒には、心配と迷めい惑わくばかりをかけた自覚がある。

「ほんとに、最近の若い者ってのは……なぁ」

　後ろから大おお股またでやってきた景護が口にすると、深左緒が苛いら立だちも限界だというように吐はき捨てる。

「ふたりとも、兄さんにだけはそういわれたくないでしょう」
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　一週間後。文化交流博覧会は無事に開かい催さいの運びとなり、深左緒は開会式に出席した。

　騒そう動どうから会場をたて直すためには、参加企き業ぎようの死にものぐるいの努力があったことも、来場者にはわからないほどの盛せい況きようぶりだ。

　ライズワルドが関かかわった海運商社の建物は、国内の商社だけが集まった展示に変へん更こうされたらしい。

　今後の財界においての異国の動きは、深左緒が監かん視し役となり、妙みような出来事や気配がないかどうか気にかけてくれると約束された。

　そして博覧会当日は、赤枝家の兄弟たちも、それぞれ会場に足を運んだ。

　千春は取材にとびまわり、夏祈は各国のお茶や茶器の品定めをしながら、商談を交かわすのに忙いそがしいようだ。

　そして艶秋は美人画の画家として、日本画の展覧会場でひっぱりだこになっていた。

　カメラマンを連れて、園内を走っていく千春を見つけた佳乃子は、つい足を止めてしまう。

　今日は女学校の見学として、会場を訪おとずれていた。

「佳乃子さん、こっちこっち！」

　一いつ緒しよに歩いていた小夜に呼ばれて、佳乃子は慌あわてて歩き始める。

　すでに女学生全員で聞く説明会や講義は終わり、数時間の自由時間が与あたえられているのだ。

「ごめんなさい、えーとオペラの舞ぶ台たい衣装がみられるのよね？」

「そうよ、この週末には小こ万ま記きさんたちも見に来るって」

　弾はずんだ声で答える小夜は、いまも浅草に足あし繁しげく通っているようだ。

　小夜に手を引かれて、公園をそぞろ歩くとここで起きたことが本当だとは思えず、佳乃子は苦く笑しようする。

　騒動の後、無事女学校に戻った佳乃子は、まず小夜に会ってお礼と共に御お守まもりを返した。

　そして駆かけ落ちならぬ箱根での出来事を、友人である小夜に話してきかせる。

　小夜はただ静かに耳を傾かたむけてくれ、「本当に良かったですわ」と笑ってくれた。

　しかし佳乃子が過ごす教室では、さまざまな噂うわさと憶おく測そくが乱れとんでいた。

　かつてから登下校を冬馬たちとしていただけに、駆け落ちだの、行きすぎたつきあいがあったのではないかと、話題がつきないのだろう。

　だがそんな教室の空気を、小夜は思わぬ告白で黙だまらせてくれた。

「あら、皆みな様さまだって恋こいは情熱的なほうが素す敵てきだってご存じでしょう？　私は佳乃子さんを見習って決意してしまいましたの」

　突とつ如じよ口をひらいた小夜に、周囲はざわっとどよめいた。

　美しく凜りんとして品の良い級長が突とつ然ぜんなにを口にするのかと、誰だれもが興きよう味み津しん々しんだ。

　佳乃子も戸と惑まどって「あの、小夜さん？」と声をかける。

「私、つい先日婚こん約やくを決めました」

「……え、えぇええ!?　小夜さん、どういうことなの!?　私なんにも聞いてない！」

　取り乱す佳乃子に、小夜が苦笑する。

「もう、佳乃子さんが一番驚おどろいてどうするのよ」

　突然の小夜の告白に、華か族ぞく令れい嬢じようの婚約ということもあり、学友たちの興味は一挙にそれてしまった。

　こうして一緒に公園を歩いているいまも、佳乃子は信じがたい思いでちらりと小夜の横顔を見つめてしまう。

　どうやら小夜は、以前から親に勧すすめられていた見合いを受けることにしたというのだ。

　一度釣つり書がきを見ただけで、実際に会ってもいない相手との婚約を小夜が決めてしまったことが、佳乃子には意外で仕方がなかった。

　だがいま隣を歩いている小夜は、決して無理をしているのではなく、どこか伸のび伸びとして見える。

「ほら、佳乃子さん。これは昨年パリのオペラ座で使用された舞台の衣装と資料だそうよ」

　弾んだ声を聞かせる小夜の言葉と、目の前の華はなやかな衣装を目にして、「小夜さんも、こんなドレスを着てお嫁よめにいったりするのかしら……」とつぶやいてしまう。

　すると小夜が隣で吹ふき出した。

「もう、佳乃子さんたら。まだ驚いてらっしゃるの？　婚約のお話はずいぶん前からあったものなの。でも、佳乃子さんと知り合って心が決まったのよ。私も真ま面じ目めに、自分のしたいこと、将来のことを考えたくなったの」

「……私？」

「そう、前に学校の外階段で仕事のこととか、女学校に通うことについてお話ししたでしょう？　私はなにをしたいのかなって、あのときからずっと考えてた。婚約者は、歌劇や芸術にとても理解のある人なの。この方なら、きっと私を自由にしてくださるって信じられた」

　堅かた苦くるしく家に縛しばられるぐらいならば、望む世界を与えてくれる夫を選ぶことにしたのだと、小夜は誇ほこらしげに語った。

　ありがとうと言うように、美しい微笑ほほえみを見せてくれた小夜に、佳乃子は不思議な気持ちになった。

　──私が？　小夜さんにできたことなんて……いつも相談してばっかりなのに。

　自分こそ帝てい都とにきてから小夜に教えられたこと、知ったことを数えあげればキリがない。

　新しい土地での人々との出会い、そして冬馬との再会は、自分をずっとこの先まで連れて行ってくれる気がした。

「あ、そろそろ時間ね。入り口で赤枝さんたちと待ち合わせなんでしょう？」

「もう、そんな時間……急がなきゃ」

　佳乃子と同じく、学校を無断で休んでしまった冬馬は、休日を返上して特別講義を受けているらしい。

　気の毒に思いつつも、公園のにぎやかな並木を抜ぬけて、視界の先に冬馬を見つけた佳乃子は、嬉うれしくなり手を振ふった。
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「羽原さん、昨日送られてきた写真どこにある？」

　ざわざわと人の声が飛び交かう部屋で、名前を呼ばれた佳乃子は封ふう筒とうを手に立ち上がる。

「はい、ここです。デスクのチェック終わってます！」

　佳乃子は自分の手元にある原げん稿こうを置くと、狭せまい通路を急いで部屋の奥へと向かった。

　ここは千春が勤める、帝都の新聞社の一室だ。

　花崗女学園を卒業した佳乃子は、千春の紹しよう介かいで無事新聞社へ就職できた。

　まだ女性の記者は数が少なく、入社一年目の佳乃子は資料整理や連れん絡らく係が主だ。

　それでも自分なりに企き画かくを出し原稿を書きつづけ、先せん輩ぱいやデスクが目を通してくれることもある。

「佳乃子ちゃん、女性だからって遠えん慮りよはいらないからね。仕事は勝ち取るもんだ～」

　のんきな口調で教えてくれる先達の千春に励はげまされ、佳乃子ははじめての職場で日々張り切っていた。

　定時を知らせるベルが鳴ると、夜よ更ふけまで残る取材担当以外は退社することになる。

　まだまだざわつく社内で、写真から顔をあげた上司が声をかけてくれた。

「あぁ、羽原さん。今日はもうごくろうさん」

「はい、お先に失礼します」

　普ふ段だんは居残って仕事をすることもあったが、今日は約束があるため佳乃子は新聞社を後にする。

　通りに出ると、暮れかかった空の下、帝都の街は相変わらず人であふれている。

　整備され、車や人が増えていく一方の通りは、この時間からは街灯が灯ともされ華やかさが増して見えた。

　黄昏たそがれの空気が心ここ地ち良く、佳乃子は浮うき足だって歩き出す。

　今日は浅草まで出かけ、劇を観みてから夕食を食べるのだ。

　こうしてきちんと仕事には就ついたものの、いまの佳乃子は思わぬ副業を持っている。

　女学校の卒業前に、浅草の劇場で『流星の乙女おとめ歌劇団』を主しゆ宰さいしている白しら萩はぎ小万記に依い頼らいされ、『空駆ける刃やいば』というタイトルで、切り風事件のことを脚きやく本ほんに仕立ててみたのだ。

　実際に事件の舞台となった金糸雀カナリヤ館で上演した歌劇は、連日満員御おん礼れいを記録した。

　それは約一年に亘わたってのロングランとなり、いまでは『流星の乙女歌劇団』の代表作のひとつといってもいい。

　以来、佳乃子は新しい世界の魅み力りよくにとりつかれ、休みの日には舞ぶ台たいの脚本や演出を見せてもらいにいくことが増えているのだ。

　今日は週末から上演となる、芝しば居いの稽けい古こを見学にいく予定だった。

「冬馬さん、ちゃんと待ちあわせにこられるかしら」

　心持ち足どりが浮かれているのは、夕食には冬馬や理津、そして小夜が同席することになっているからだ。

　冬馬は昨年までは、父親の景護に連れ回される日々でほとんど赤枝の家にいなかった。

　すでに学校を卒業した冬馬は、結界の再強化を確かく認にんするため、各地の社寺やいわくがある神々を祀まつる地を訪ねる景護に同行させられていた。

　しかし今年に入ってから、ついに深左緒が景護にねじ込んだらしく、ようやく冬馬は帝都で落ち着いて暮らせるようになった。

　いまでは毎日スーツを身につけ、叔父おじの深左緒と共に、赤枝財ざい閥ばつの経営について勉強を始めたところだ。

　多た忙ぼうなのは変わらぬようで、兄弟と暮らす家に帰るのは、ほとんど寝ねに戻もどるだけだと聞かされた佳乃子は心配だった。

　──ほんと、冬馬さんも人がいいから。私としてはあちこち放ほう浪ろうされるより、赤枝の家にいてくれたほうが安心だけど……。

　互たがいに仕事を持っているだけに、以前ほど一いつ緒しよに過ごせる時間があるわけではない。

　いまは佳乃子も父親と一緒に赤枝の家を離はなれ、都内にあるこぢんまりとしたアパートメントに移っていた。

　洋式の家具や間取りに父の惚司は慣れないと漏もらしていたが、いまや帝都ではアパートメントは大層な人気で、深左緒のツテがなければそうそう入居できなかっただろう。

　週末になれば佳乃子は赤枝家に顔を出して艶秋やフミに会い、仕事の帰りに夏祈のカフェーに立ち寄ったりしている。

　以前よりそれぞれに会える時間は減ったものの、こうした変化もみんなに会える時間を特別なものにしてくれていた。

　市電の乗り場へ向かおうとすると、「佳乃子さん、こっち」と呼び止められた。

　振り向くと、そこにはスーツ姿の冬馬が立っており、傍かたわらには将校服の理津の姿があった。

　どうやら車を待たせているらしい。

　混こみ合う道を浅草へ到とう着ちやくすると、週末を控ひかえた宵よいの時間であるだけに、辺りはいっそうのにぎわいだ。

　金糸雀館に向かうと、ちょうど通りの向こうから、洋装の紳しん士しと連れだって歩いてくる束そく髪はつの女性がいる。

「佳乃子さん、お久しぶり！」

　すっかり大人っぽくなった小夜はいまや人妻になり、黒地に鮮あざやかな薬くす玉だまの柄がらが描えがかれた粋いきな着物をまとっている。

　鉤かぎ編あみのショールを肩かたにかけ、綺き麗れいに結ゆわれた髪かみにべっ甲こうの櫛くしを飾かざり、紅を差してしっとりとした風ふ情ぜいだ。

　そんな小夜の傍らにいるやや小こ柄がらな紳士は、「また夜に迎むかえにくるよ」と穏おだやかに告げる。

　佳乃子たちより十は年上の男性は、落ち着いたふるまいと声こわ音ねで、小夜を受け止める包容力を感じさせた。

　立ち去る背中を見送りつつ、佳乃子はぽつりと口にする。

「小夜さんが、婚こん約やくしたときも結けつ婚こんしたときも驚おどろいたけど。なんだかしっくりくるものね」

「そうでしょう？　とても良い人なのよ。音楽も劇も大好きだから、忙いそがしくても週末は必ず観劇かコンサートを一緒に楽しんでくれるし。可愛かわいらしいところのある人よ」

　幸せそうに口にする小夜は、かねてから婚約していた紳士服の生き地じを取り扱あつかう商家の男性と連れ添そった。婚約者である人物が浅草の劇場に出入りし、小夜の愛するものを同じく大切にしていると知ったからだ。

「私は、同じものを見て喜んだり、悲しんだりできる人がいいの」

　いまでは小夜がまとめ役となり、浅草の舞台で活かつ躍やくする芸術家を支し援えんするための会が催もよおされている。

　さらに深左緒も、以前佳乃子が提案したことを本気で検討し進めてくれた。

　おかげで、いまでは赤枝財閥も会の後こう援えん者としてついている。

「そうだ、今度は佳乃子さんも集会にいらしてよ。どの舞台でも評判いいのよ、『怪かい異いもののけ恋こい絵巻』」

　何度聞いてもおどろおどろしさの否いなめないタイトルに、佳乃子自身がげんなりする。

「……やっぱり、無理よ！　仕事もあるから表だって動けないし……恥はずかしいもの」

　佳乃子が趣しゆ味みで書き始めた脚本は、ほとんどが帝てい都とや日本に棲すまう物の怪けを題材にしたものだ。

　帝都で過ごした日々があまりに強きよう烈れつだったせいもあるが、佳乃子自身が好んで読んだ乙女小説や、恋れん愛あい物語とはあまりにかけ離れている。

　──帝都にきたばかりの頃ころは、日記をつけていても、王子様に憧あこがれていたのに……脚本がこうなっちゃうのは……きっと環かん境きようのせいだわ！

　佳乃子はやや恨うらめしい思いで、つい冬馬の背に視線を送る。

　すると小夜は楽しげに冬馬を呼び止めた。

「ねぇ、以前は赤枝さんは佳乃子さんと、ひとつ屋根の下で暮らしてたんでしょう？　寂さみしいんじゃなくて？　でしたらいっそ、ふたりで暮らしてしまうのがよろしいですわ。ご存じかしら、いま男性が意中の女性に指輪を贈おくって、永遠の愛を誓ちかうのが流行はやりだそうよ」

　冬馬のおっとりした気質かたぎを知るせいか、小夜はいささかもどかしさをこめて告げる。

「ちょっと、小夜さんたら。いったい何の話を──」

　慌あわてて口を挟はさんだ佳乃子は、振ふり返った冬馬と目があって、思わず赤面してしまった。

　すると近づいてきた冬馬に、手を握にぎられて驚く。

　ふわりと手を取られた佳乃子は、あらがえないまま近くに引き寄せられてしまった。

　冬馬は佳乃子の手を目の高さに持ち上げて見つめると、指輪のサイズを気にかけるような動作を見せた。

　指に吐と息いきが触ふれるような距きよ離りに、佳乃子はどぎまぎしてしまう。

「あ、あの冬馬さん？」

「約束、しようか？」

　わずかに艶を含ふくんだつぶやきと共に、指の節に口づけられ佳乃子はぎょっとする。

「冬馬さん、こんな往来でやめて！　それに……」

　──いま、目が一いつ瞬しゆん光ったような……街灯の反射？　それとも……。

　らしくない冬馬のふるまいに、傲ごう慢まんな口調の物の怪を思い出す。

　しかし九尾は冬馬の奥深く封ふうじられたはずだと、佳乃子は恥じらいとは違ちがった意味でうろたえた。

　すると冬馬の肩をつかんだ理津が、ぐいと体を引き戻す。

「すまないな。深左緒さんの客人との挨あい拶さつで、少し飲まされてしまったんだ」

「冬馬さんたら、酔よってるの!?」
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　顔色が少しも変わらないだけに、周囲が気づくことはないだろう。

　それでも不可思議な言動の理由がわかって、佳乃子は心底ほっとした。

「もう、知らない。触さわらないで」

　ぱっと手を離して歩き出す佳乃子に、小夜がくすっと笑えみを浮うかべる。

　すぐに後を追って駆かけだした冬馬に手を取られたが、佳乃子はそれでも歩きつづけた。

「怒おこってる？　でも、僕はふざけてなんかない」

　真しん剣けんな声音に、つい胸がどきりとする。

　振り返ると、涼すずしげな黒い瞳ひとみが佳乃子を捉とらえている。冬馬はここしばらく背が伸のびつづけ、いまではすっかり見上げる背せ丈たけになっていた。

「佳乃子さんがあの日、教えてくれた。あきらめないで、もっと望んでいいって」

　屈くつ託たくなく見える笑顔は、冬馬の美び貌ぼうをさらに引き立たせる。

　学生の頃の陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きはすっきりとぬぐわれたようになり、いまや理津と並んで歩くと対になるような美男子ぶりなのだ。

「いったわよ。確かに私がいったわ」

　──でも、きっと私も同じね。冬馬さんと出会った日から、生まれ変わったみたいだった。それから何度も助けてもらって……。私も、ずいぶん欲よく張ばりになったもの。

　佳乃子は冬馬と手を繫つないだまま、並んで歩く。

　道を明るく照らす光さえ、なぜかいつもよりきらめいて映った。

　冬馬といれば、きっとこの先もなにがあろうと立ち向かえる、そんな気持ちにさせてくれる。

　隣となりから注がれる眼まな差ざしに気づいて見つめ返し、佳乃子はうなずいた。

　気づけば、小夜と理津がやや離れて先を歩いている。

　気を利きかせた小夜が振り返ると、どうぞごゆっくりといわんばかりに微笑ほほえまれ、佳乃子は冬馬の手を引いて揺ゆらした。

「約束したいわ、この先もずっと」

「僕が、狐きつね憑つきだとしても？」

「えぇ、そうよ。でも九尾のことは眠ねむらせておいてね。私が一緒にいたいのは冬馬さんだもの」

　幸せなやりとりの合間に、冬馬の笑顔が返される。

　道を行く人々の多くの影かげに混じり、ふたりの影も街灯に長く伸びていた。

　冬馬の影に不自然な尾おが揺れていても、佳乃子にとってそれは些さ細さいなことだった。

《完》







　あとがき




　無事に、最終巻のお届けとなりました。

　佳乃子と冬馬の初はつ恋こいで始まった物語を見届けてくださいまして、本当にありがとうございます。

　そして物語にイラストで彩いろどりを添そえてくださいました、Ｃｉｅｌさんに大変感謝しております！

　今回はいよいよ決着の時とあって、恋れん愛あい面、物ものの怪け面、兄弟から友情まで、くるくると展開して参りましたが、華はなやかさと艶つやのあるイラストに盛りあげていただきました。




　佳乃子と冬馬が再会してからここにたどり着くまで、それぞれに成長できたかな？　と思いつつ、まだまだ発展途と上じようでもありますね。

　これから訪おとずれるふたりの時間と、兄弟それぞれが迎むかえていくドラマなどに思いを馳はせていただけたら、筆者にとってなによりの喜びです。

　帝てい都とという言葉にも、大正文化の香かおりにも本当に浪ろう漫まんが満まん載さいで、楽しい舞ぶ台たいでありました。

　筆者の好きな、薄うす暗ぐらい面はほどほどにと言い聞かせなければならないほど、華やぎの半面深みがあるというか、文化的にも面おも白しろいところですね。

　日ひ頃ごろなじみのない、関東の地図を思い浮うかべて綴つづるのが新しん鮮せんだったなぁという思い出です。ここは完全架か空くうファンタジーではない所以ゆえんですね。




　そしてお世話になります担当女史、編集部や制作に関かかわってくださる方すべてに感謝しております。

　なにより、読者様に楽しんでいただけることを願いつつ。

　本書は寒さ本番になってくる頃にお届けですが、どうぞ風邪かぜなど召めされませんよう。

　筆者も予防接種をがっつり打って、今年も風邪とは無む縁えんに過ごしたいところです。

　それでは、また新たな物語でお会いできますように。
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